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　［１］西暦二〇九五年十一月六日／四葉本家・応接室




　大き目の武家屋敷調伝統家屋。

　それが門の外から見た四よつ葉ば本家の印象だった。

　一般家屋と比較すれば、確かに広い。お屋敷、と表現しても違和感が無い。

　だが七さえ草ぐさ家や一いち条じよう家の大だい邸てい宅たくを見たことがある者ならば、質素でこじんまりとしたたたずまい、とむしろ驚くだろう。

　四葉は屋敷の広さなど気にしない。徹てつ底ていした秘密主義を貫つらぬく四葉家は外部から大勢の客を招くようなことが無いのだから、大邸宅など邪じや魔まなだけだと思っているのかもしれない。

　母親の実家であるにも関わらず他ひ人と事ごとの様にそう考えて、深み雪ゆきは兄と共に、重厚な作りの門へ足を踏み入れた。




　あの日──後世に「灼しやく熱ねつのハロウィン」として知られる日から、一週間。

　兄妹が地図にも記されていない山村に足を運んだのは、叔お母ばの招き──という名の出頭命令によるものだった。

　外の構えからは想像できないモダン、かつ広々とした応接室に通され、そこで待つように伝えられる。プライベートに使用される小さな応接間ではなく、「謁えつ見けん室しつ」と通称される大応接室に通されたということは、今日の呼び出しが叔母の私的なものではなく、四葉家当主としてのもの、ということだ。──まあ、最初から分かり切っていたことだが。

　それにしても、と深雪は思う。

　この部屋に、兄と共に呼び出されたのは三年振りとなる。

　今まで何だかんだと理由をつけて親族一同が揃そろっている慶けい弔ちようの場を除き兄と直接会おうとしなかった叔母が、自分が同席しているとはいえ、三年振りに兄と間近で顔を合わせる。

　果たして、それが良いことなのか悪いことなのか、深雪には判断がつかない。

「──心配するな。俺おれたちは、三年前の俺たちじゃない」

　不安が、顔に出ていたのだろう。上うわ目め遣づかいに、窺うかがい見るように向けた深雪の眼まな差ざしに、達たつ也やが力強く頷うなずいた。

　ソファに座った深雪の横に、立ったままで。

　三年前も、この姿勢だった。

　三年前は、深雪の後ろに立っていた。

　そう……三年前とは、違う。

　達也はおそらく、三年前とは実力が違うと言っているのだろう。確かに三年前とは比べものにならないくらい、二人は力をつけている。特に達也は、世界最強の魔ま法ほう師しの一人と言われている叔母、「極東の魔王」「夜の女王」と呼ばれる四葉真ま夜やに匹ひつ敵てきする戦せん闘とう力りよくを有するに至っている。魔ま法ほうの相性を考慮すれば、一対一なら間違いなく、達たつ也やが勝利する。

　しかし、叔お母ばとの力関係以上に、三年前とは変わったものがある、と深み雪ゆきは思った。




　──それは、兄と、自分の関係。

　──兄に向ける、自分の心。




　ソファに深く座り直した深雪の意識は、三年の時を遡さかのぼっていた……。







　［２］西暦二〇九二年八月四日／沖縄・那覇空港～恩納瀬良垣別荘




　──西暦二〇三〇年前後より始まった地球の急激な寒冷化により、世界の食しよく糧りよう事情は大幅に悪化した。二〇二〇年代より進められていた農業生産の太陽光工場プラント化により先進国がこうむった影えい響きようは限定的なものに抑おさえられたが、急激な経済成長により人口爆ばく発はつを加速させていた新興工業国が受けた打だ撃げきは深しん甚じんなものだった。

　最も深刻な事態に直面したのは、寒冷化と砂漠化が同時に進行した華か北ほく地域だった。

　華北の住民たちは民族的な伝統に従いこの難局を乗り切ろうとした。越えつ境きよう殖しよく民みん──つまりは不法入植によって。

　だが不法入国者の流入を、ロシアは許容しなかった。例え無人の荒こう野やであろうと、軒のきを貸して母おも屋やを取られる結果となる不法入植を徹てつ底てい的てきに排はい除じよした。

　実力を以もつて、流血を厭いとわず。

　中国は人道の名の下にロシアを非難し、ロシアは国際法の名の下に中国を非難した。

　両国の対立は、両国にとどまらなかった。

　人道の名の下に国境を越え、国際法の名の下にこれを排はい斥せきする。

　世界中に、火種がばら撒まかれた。

　その背景にあるのは、寒冷化による食糧不足。

　それを補う為ための、エネルギー資源争そう奪だつ戦せん。

　火種が大火となるには、ほんの些さ細さいなきっかけがあれば十分だった。

　西暦二〇四五年、第三次世界大戦──二十年世界群発戦争の勃ぼつ発ぱつ。

　二〇四五年から二〇六五年にかけて、世界中で大規模な国境紛ふん争そうが続いた戦乱の時代。

　傍ぼう観かん者しやでいられた国が唯ただの一つも無い、真の意味での世界大戦。

　大戦終了時に世界の人口は二〇四五年時点の三分の一、三十億人にまで減少した。

　ロシアはウクライナ、ベラルーシを再吸収して新ソビエト連邦（新ソ連）に、中国はビルマ北部、ベトナム北部、ラオス北部、朝鮮半島を征せい服ふくして大だい亜あ細じ亜あ連合（大亜連合）に、インドとイランは中央アジア諸国を吞のみ込こんでインド・ペルシア連邦を形成し、ＵＳＡはカナダ、メキシコを吸収して北アメリカ大陸合衆国（ＵＳＮＡ）に、それぞれ拡大。対照的にＥＵ諸国は統合に失敗し、ＥＵ自体が東西に分ぶん裂れつ、アフリカでは諸国の半分が国家ごと消しよう滅めつ、南アメリカはブラジルを除き地方政府レベルの小国分立状態に陥おちいっている。

　世界にこの様な激変をもたらした二十年戦争が熱核戦争にならなかったのは、ひとえに魔ま法ほう師しの世界的な団結によるものだった。

　西暦二〇四六年、「国際魔法協会」の設立。

　その目的は、放射性物質により地球環かん境きようを回復不能なまでに汚お染せんする兵器の使用を実力で阻そ止しすること。

　核兵器の使用を阻止するという目的に限り、魔法師はその属する国家のくびきを離れ、紛争に実力で介かい入にゆうすることが許される。最前線で殺し合いを演じていた魔法師も、核兵器使用の兆候が観測された時点で闘とう争そうを中止し、自国・他国を問わず核の使用阻止に協力する。

　熱核兵器の使用阻止が、世界中の魔法師にとって最優先される義務と定められた。

　この協定、「国際魔法協会憲章」の対象となるのは放射性物質により環境を汚染する兵器であり、厳密に言えば純じゆん粋すいな核融合爆ばく弾だんはその対象にならないが、大戦時の技術水準では核融合爆弾を起き爆ばくさせる為ために小型の核分裂爆弾が必ひつ須すだった為、熱核兵器の全面阻止という結果につながった。

　こうして、二十年に及およぶ戦乱の時代、熱核兵器が使用されることは一度も無かった。

　国際魔法協会はこの功績を認められ、国際的な平和機関として大戦後の世界でも名めい誉よある地位を占しめている──




　シートベルト着用のアナウンスが聞こえたのを機に、わたしは『読本・現代史』とタイトルがつけられた魔法師向けの教材ファイルを閉じた。中学生になったばかりのわたしには少し難しい内容だったけど、このくらいの方が退たい屈くつしないで良い。

　現代の航空機は情報端たん末まつの電波如ごときで航行に支障を来たすことは無いと聞いている。でも離着陸時に情報端末をオフにするのは伝統的なマナーだ。わたしだけじゃなく、他の乗客の人たちも端たん末まつをオフにしている。一人だけ常識に逆らうような子供じみた真ま似ねをするつもりは無かった。

　シートを覆おおう卵形の安全シールド、その内側に投とう影えいされた南の島のリアルタイム映像。

　その鮮あざやかな緑と輝かがやく海を見ていると、世界の寒冷化などフィクションの中の出来事に思えてくる。

　しかし、それは紛れも無い事実。

　わたしたちが生まれる前に世界の気候は温暖化へ向かったが、寒冷化の様々な名残なごりをわたしたちの身近なところに見ることができる。

　例えば、ドレスコード。

　素す肌はだを露ろ出しゆつしない、という服装マナーは、寒冷化が深刻化した時代の名残に他ならない。

　まあ、わたしは肩や胸元をむき出しにするドレスは趣しゆ味みじゃないし──そもそもまだ似合わないし──、裾すそを引きずるほど長いスカートを強要されるわけでもないし、着物は好きだし、プライベートでは全く拘こう束そくを受けないマナーなので実害は無いのだけど。

　つまらないことを考えている内に、飛行機は那な覇は空港に接近した。

　ほとんど振しん動どうを感じることの無い着陸。

　形式以上の何の意味も無いシートベルトを外して、わたしはカプセルシートのシールドを開いた。

　下のノーマルシートでは、肘ひじがぶつかり合うほど狭い座席に何列にも押し込められるそうだが、見ず知らずの人とそんな至し近きん距きよ離りで一時間も同席するなんて、わたしなら耐たえられない。

　お母様がシートから出てくるのを待って、一いつ緒しよに乗降口へ向かう。

　夏休みを利用した、プライベートな家族旅行。

　家族旅行は本来、プライベートなものだと思うのだけど、我が家の場合は家族旅行でもプライベートじゃないケースがほとんどなので、ガラにも無くウキウキしてしまう。

　お母様と二人きり、ではなく、兄も一緒というのが玉に瑕きずなのだけど。




　　　　◇　◇　◇




　到とう着ちやくロビーの会員制ティーラウンジを出ると、預かり手荷物を取りに行っていた兄が待っていた。

　兄一人別行動だったのは、別に嫌いやがらせではない。

　エグゼクティブクラスの乗客は優先的に飛行機から降ろされる。荷物も優先的に返へん却きやくされるとはいえ、やはり少しは待たなければならない。荷物が出て来る時間を考えれば、ノーマルクラスの兄に取りに行ってもらう方が時間が無む駄だにならない。

　兄一人をノーマルシートに座らせたのもちゃんと理由がある。

　エグゼクティブクラスには通常のキャビン・アテンダントの他に、荒あら事ごと専門の警備用乗務員が目を光らせている。ハイジャックや自じ爆ばくテロなどの犯罪が発生するとすれば、警備が緩ゆるいノーマルクラスの方だ。兄がノーマルに席を与えられたのは、万が一の事態に対応する為ためなのだ。

　とはいうものの──家族の普ふ通つうのあり方から外れていることはわたしにも分かっている。

　お母様の隣となりを歩きながら肩越しにチラッと振り返ると、当たり前のようにわたしたちの荷物を載のせたカートを一人で押す兄が、不満そうな顔一つせず黙もく々もくとついて来ていた。

　いつもどおりに。

　わたしは別に、この兄が嫌きらいではない。

　ただ、苦手なだけだ。

　一体何を考えているのか分からない。

　何な故ぜ、家族でありながら使用人同然の──使用人そのものの──扱あつかいを受けて平気なのだろうか。

　そういう役目を与えられているのだということは知っている。

　家うちが特とく殊しゆなのだということも分かっている。

　しかし、兄はまだわたしと同じ中学一年生でしかない。

　四月生まれの兄に対して、わたしは三月生まれ。

　年とし子ごのわたしたちが同じ学年になっているのは二人の生まれ月がもたらした偶ぐう然ぜんだけれども、それでも、今年の三月までわたしと同じ小学生だったことに変わりはない。

　それなのに何故、妹にあごで使われて平気でいられるのか──

　兄とわたしの、目が合った。

　何度も振り返っていたわたしの視線が気になったのだろう。

「……何ですか？」

　わたしがチラチラ見ていたから兄もわたしの方へ目を向けたのだ、と理性では分かっている。

　だけどわたしの口からは、不ふ機き嫌げんな声しか出て来なかった。

「何でもありません」

　女主人に仕える執しつ事じのような丁てい寧ねいな口調で兄が応えた。

　好意も嫌けん悪おも、兄妹愛も近親憎ぞう悪おも、そこに兄が妹に向ける感情は、肉親の情は無かった。

「でしたらジロジロ見ないでください。不ふ愉ゆ快かいです！」

　理り不ふ尽じんだ、とは分かっている。

　兄を使用人扱いしているのはわたしたちの方であって、兄がそれを望んだわけではない。

　それなのにわたしは、兄に自分勝手な苛いら立だちをぶつけている。

「失礼しました」

　兄は立ち止まり、わたしに向かって頭を下げた。

　そして、さっき迄までより少し離れて、わたしたちの後をついて来る。
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　何な故ぜ、と思う。

　今のは、わたしのわがままなのに。これじゃあ、わたし、嫌いやな子だわ。

　──やはりわたしは、この兄が苦手だ。




　　　　◇　◇　◇




　今回わたしたちが滞たい在ざいするのは、恩納おんな瀬せ良ら垣がきに買ったばかりの別べつ荘そうだ。わたしはホテルでも良かったのだが、お母様は人の多いところが苦手だから、という理由で父が急きゅう遽きょ手配したものだった。

　相変わらずあの人は、愛情をお金で購あがなえると考えているらしい。……そのお金も、お母様を娶めとって手に入れたものなのだけど。

　父あのひとも若い頃ころは人並み外れた──魔ま法ほう師しとしても規格外のサイオン保有量から、その潜せん在ざい能力を高く評価されていた魔法師だったらしいけど……今の魔法技術体系においてサイオン保有量は、魔法技能の優劣を左右するものではなくなっている。潜在能力を結局、顕けん在ざい化かさせることのできなかった父あのひとは、魔法師として身を立てる道を諦あきらめ、今ではお母様の実家が作った会社の役員に収まっている。

　そんな経けい緯いがあるから、お母様に対して引け目に感じる気持ちは分かるのだけど、娘としてはもう少し父親らしく頼りがいのある姿を見せて欲しい。

　……わたしは軽く頭を振って、つまらない思考を頭の中から追い出した。せっかくバカンスに来ているというのに、不ふ愉ゆ快かいな想いに囚とらわれているなんて愚おろかしいことだと気がついて。




「いらっしゃいませ、奥おく様さま。深み雪ゆきさんも達たつ也や君も良く来たわね」

　別べつ荘そうでわたしたちを出迎えてくれたのは、一足先に来て掃そう除じや買い物を済ませておいてくれた桜さくら井い穂ほ波なみさんだった。

　彼女は、お母様のガーディアンだ。

　五年前まで桜井さんは警視庁のＳＰだった。退職する時は随ずい分ぶんと強く引き止められたらしいけど、彼女がお母様のガーディアンになるのは警視庁に就職する前から決まっていたことで、警視庁に入ったのは護衛業務のノウハウを学ぶ為ためだった。

　彼女は遺伝子操作により魔ま法ほう資質を強化された調整体魔法師「桜」シリーズの第一世代。二十年戦争末期に研究所で作られ、生まれる前から四よつ葉ばに買われた魔法師だ。

　しかしそんな生い立ちを少しも感じさせない明るくさっぱりした女性で、ガーディアンの本分である護衛業務以外にも、お母様の身の回りの細々としたお世話をしてくれる。本人曰いわく、家政婦の方が性しように合っているのだそうだ。

　本来護衛対象から離れることの無いガーディアンが一足先に別荘へ来ていたのは、現地の情報収集の為であり、兄がわたしとお母様の傍そばにいたからなのだが、だったら桜井さんと兄の役目を逆にして欲しかった。──兄に生活環かん境きようを整えさせるのは無理だから、仕方のないことなのだけど。

「さあ、どうぞお入りください。麦茶を冷やしておりますよ。それともお茶を淹いれましょうか？」

「ありがとう。せっかくだから麦茶をいただくわ」

「はい、畏かしこまりました。深雪さん、達也君も麦茶でよろしいですか？」

「はい、ありがとうございます」

「お手数をお掛けします」

　唯ただ一つ桜井さんに不満があるとすれば、兄をお母様の息子として──わたしの兄として扱あつかうことだろうか。

　言ってしまえば、当たり前のことだ。

　だけどわたしには……その当たり前のことができない。

　そんな自分が、この時、訳も無く歯は痒がゆかった。




「お母様、少し歩いてきます」

　着いたばかりで泳ぎに行くのも慌あわただしい気がしたし、かといって別荘に閉じこもっているのももったいなかったので、散歩に行くことにした。徒歩だと万まん座ざ毛もうは少し遠すぎて無理だけど、ビーチ沿いの遊歩道をのんびり歩くだけでも気持ちが良いに違いない。

「深み雪ゆきさん、達たつ也やを連れてお行きなさい」

　しかしお母様の返事を聞いて、せっかくのお散歩が最初から台無しになった気がした。

　一人でも大だい丈じよう夫ぶです、と本当は主張したかったけれども、余計な心配は掛けたくない。

「──わかりました」

　声が尖らないようにするのが精一杯。

　つばの広い麦むぎ藁わら帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、振り返りもせず、わたしは傾かたむいた日差しの下へ歩み出た。




　サマードレスの裾すそを揺ゆらす海風が、思ったとおり、心地良い。

　桜さくら井いさんに手伝ってもらって足の爪つま先さきから瞼まぶたまで隙すき間ま無く日焼け止めを塗ぬっているので、日差しを気にせず腕や脚あしで風を感じることができる。

　褐かつ色しよくのクリームで覆おおわれた肌はだは、地元の女の子と比べても違和感が無い、と思う。

　そのお蔭かげで、なのか、すれ違うたびにジロジロ見られないのも気分が良かった。

　日に焼けるということを知らないわたしの肌は、自じ慢まんじゃないけどビーチやこういう所では悪目立ちしてしまう。

　──いや、本当に自慢じゃないのだ。

　小学校の友達とプールに行った時、「雪女みたい」と言われて激しくショックを受けた記き憶おくは、未いまだ消し去ることができない。何気の無いセリフで決していじめとか陰かげ口ぐちとかじゃなかったから余計にショックを受けた。

　色素が足りないわけではないはずだ。髪の色は重過ぎるほど真っ黒なのだから。

　血統的なものだろうか？　過去五世代、わたしの家系にコーカソイドの血は混じっていないはずなのだけど……まあ、それ以前は分からないから超ちよう隔かく世せい遺い伝でんという可能性も無いわけじゃないのだけれど。でも、お母様も夏は多少日焼けするし、兄は褐色というか赤しやく銅どう色いろというか、元の肌はだ色いろが分からないくらい見事に日に焼けているのだから、家系的なものとも言い切れない気がする。

「──っ」

　意識的に考えないようにしていたことを意識に乗せてしまって、わたしは意識的に視線を前へ固定し、後ろを見ないように、過か剰じように意識した。……一体何を「意識」しているのか、自分でも混乱しそうだ。

　耳を澄ませても、足音は聞こえない。気配も無い。──もっともわたしには最初から、気配を読むなんて芸当はできないのだけれど。

　しかし振り返れば間違いなく、少し離れて、兄がついて来ているはずだ。

　兄はわたしのガーディアンなのだから。

　何な故ぜ「ボディガード」ではなく、わざわざ「ガーディアン」などという大おお袈げ裟さな呼び方をするのか、わたしにはその理由がいまひとつ理解できない。しかし、四よつ葉ばの「ガーディアン」と単なる「ボディガード」がどう違うのか、それは理解できている、と思う。

　ボディガードは「仕事」で、ガーディアンは「役目」。

　ボディガードは護衛対象を命いのち懸がけで護まもる代わりに、金銭的な報ほう酬しゆうを得る。警察のＳＰのように職務として護衛を行う例もあるけど、そういう人たちも職務に応じた俸ほう給きゆうを得ているから、広い意味で金銭的な対価を得る為ために護衛を生業なりわいとしていると言って間違いじゃないと思う。

　それに対してガーディアンには、金銭的な報酬が無い。衣食住は四葉に与えられ、金銭の必要があればその都度、四葉から支給される。ただしそれは報酬ではなく、護衛の力を維い持じする為のコストだ。

　極論すれば、ボディガードは食べる為に護り、ガーディアンは護る為に食べる。

　ガーディアンに私生活は無い。彼ら、彼女たちの全すべては、マスターあるいはミストレスと呼ばれる護衛対象に捧ささげられている。

　わたしは、わたしたちは、それを当然のものと考える一族だ。当然と考えることができなければ、ドロップアウトするしかないのが、わたしたち「四葉」だ。──ミストレス、なんて恥ずかしい呼び方をされるくらいなら、放り出された方がマシな気もするけど。そこは幸いなことに「マスター」や「ミストレス」の呼こ称しようは、「ガーディアン」ほど普ふ通つうに使われるには至っていない。

　兄がわたしのガーディアンになったのは、わたしが六歳の時。わたしの初めてのガーディアンは兄で、多分それは、これからずっと変わらない。

　兄あのひとは四葉当主の姉の息子ではなく、次期四葉当主候補の守護者ガーデイアンとして、わたしが当主になったならその影かげとして、一生を終えることになる。

　わたしが、ガーディアンの任を解かない限りは。

　そう、ガーディアンは唯ゆい一いつ、護衛対象に解任された場合に限り、その義務を免まぬがれ一人の人間として生きることが許される。

　兄あのひとがわたしについて来る。

　あの人が後ろから追いかけて来る。

　わたしはあの人から離れられない。

　あの人はわたしから逃げられない。

　逃がさないのはわたし。

　逃げられないのはあの人。

　わたしだけがあの人を普通の中学生に戻してあげられるのに。

　あの人が、兄が普通の中学生でいられないのは、わたしが兄を辞めさせないから。




　──わたしは兄が苦手だ

　──わたしは兄が嫌きらいではない




　では何故、わたしは兄をこの酷ひどい境きよう遇ぐうに縛しばり付つけているのだろうか？

　答えは出ない。

　このことを考えようとすると、どういう訳かわたしの頭は働かなくなってしまう。

　足元に視線をしっかりと固定したまま、わたしは足を速めた。




　俯うつむいたまま早足で歩いていたわたしは、突とつ然ぜん腕を摑つかまれ、後ろへ倒れこみそうになった。

　その直後、前からドシンという衝しよう撃げきを受け、兄の胸の中へ倒れこんでしまう。

　兄に文句は無かった。

　今のは、前を見ていなかったわたしが悪い。──反射的に声を荒あらげそうになったのは、誰だれに告げる予定も無い秘密だ。

　問題は、わたしの身体からだが兄に引き止められた後、前からの衝撃を受けたということ。わたしがぶつかったのではなく、明らかに、わたしがぶつかられたのだ。

　これは怒っても良い場面だろう。

　わたしは怒いかりを込めた眼まな差ざしを上に向けた。だが、そこには分厚い肉の壁かべしか見えない。

　目線を更さらに上げる。

　ようやく前からぶつかってきた相手の正体が分かった。

　軍服をだらしなく着き崩くずした、黒い肌はだの大男──「取レりフ残トさ・れブたラ血ッ統ド」だ。

　二十年戦争の激化により、沖縄に駐ちゆう留りゆうしていたアメリカ軍（当時はまだＵＳＡ）がハワイへ引き上げた際、取り残された子供たち。その大半は親に捨てられたのではなく父親が戦死した為ためだけど、彼らの多くは米軍基地を引き継いだ国防軍の施設に引き取られて育ち、そのまま軍人になった、そうだ。

　彼らは勇ゆう猛もうな兵士として国境防衛の任務を立派に果たし、その子供たちも軍人になった者が多い。しかし当の子供たち、つまり第二世代は素行が良くない者も多いから気をつけるべし、というのが沖縄観光に関するプライベート・サイトに共通して掲けい載さいされている注意書きだ。

　大男の後ろには、同じように軍服を着崩した同じくらいの体格の青年が二人、ニヤニヤと気持ちの悪い笑みを浮かべている。

　反射的な怒りは、生理的な恐きよう怖ふに取って代わられた。

　いざとなったら魔ま法ほうを使う、という当然の対処法すら思いつかないほど心がすくんでいた。

　──視界が、兄の背中に塞ふさがれるまでは。

　少年の、華きや奢しやな背中。

　それでもわたしより、広い背中。

　わたしはいつの間にか、兄の背後にかばわれていた。

「あぁ？　ガキに用は無いぜ？」

　こちらを見下しきった嘲ちよう笑しようで、大男が兄の顔をのぞき込む。

　兄は、何も答えない。

「ビビッて声も出せねえのか？」

「ハッ、チキン野や郎ろうが。カッコつけてんじゃねえよ！」

　後ろの二人が兄に対して嗤わらい、凄すごむ。

　怒いかりが心の中に蘇よみがえった。

　さっきよりずっと、明めい瞭りような形で。

　わたしは「ＣＡＤを持って来るべきだった」と悔くやんだ。補助具無しでは加減が上う手まくできない。こんな相手でも大おお怪け我がをさせてしまうのは、色々な意味でまずい。

　ＣＡＤが手元にあれば、こんなやつらに好き勝手を言わせたりしないのに！

　一体何に対して熱くなっているのか自分でも分からないまま、わたしは兄の前に立ちふさがる大男を「キッ」と睨にらみつけた。

　大男の目がわたしを見て、スウッと細められた。

　唇くちびるが動いた。

　それが笑う為ためだったのか、喋しやべる為だったのか、確かめる術すべは無い。

「わびを求めるつもりは無いから来た道を引き返せ。それがお互いの為ためだ」

　およそ少年らしさの無い落ち着いた口調の、まるきり子供らしくないセリフが大男の表情を強こわ張ばらせたからだ。

「──なんだと？」

　低い、低い、囁ささやくような問い掛け。

「聞こえていたはずだが？」

　感情の欠落した、独ひとり言ごとのような反問。

　男の両眼に、凶きよう悪あくな光が宿った。

「地面に頭を擦こすり付つけて許しを乞いな。今ならまだ青あお痣あざくらいで許してやる」

「土ど下げ座ざしろ、という意味なら、頭を、ではなく、額を、と言うべきだ」

　その、直後。

　何の合図も前まえ触ぶれも無く、男が兄に殴なぐりかかった。

　兄は同年代の中で大おお柄がらな方と言っても、所しよ詮せん、中学一年生の身体からだ。目の前の男とは文字どおり、大人と小人こども。

　わたしは反射的に、目をつぶった。

　パシッ、という音がした。

　兄が殴られれば後ろにいる自分は巻まき添ぞえになる、と今いま更さらの様に思いついて、そうならなかったことを不思議に思った。

　恐おそる恐おそる目を開ける。

　最初に目に入ったのは、信じられない、という表情に固まった大男。

　この男が何な故ぜそんな顔をしているのか、悩む必要は無かった。

　中ちゆう途と半はん端ぱに伸ばされた男の右腕。

　その拳こぶしを、兄が両手で受け止めている。

　片手と両手、ではあったが、二人の間にはそんなことなど関係なくなる体重差があるはずだ。

　大男の体重は、もしかしたら兄の倍以上。

　それなのに兄は、ウエイトの乗った男のパンチを、一歩どころか半歩も下がらず、受け流したのではなく正面から受け止めている。

　魔ま法ほうを使った？　──いいえ、そんな兆候は無かった。

　学力とか体力とか運動技能とかならともかく、魔法なら兄よりわたしの方が上だ。兄が魔法を使って、わたしが気づかないはずは無い。

「面白い……単なる悪ふざけのつもりだったんだが……」

　大男はニヤリと笑うと、腕を引いて左右の拳を胸の前に構えた。

　ボクシング？

　空手？

　格かく闘とう技ぎや武道にはまるきり素人しろうとなわたしには見分けがつかない。だけど遊び半分だった相手が本気になった、ということだけは何となく分かった。

　わたしは逃げることも忘れて、あの人の背中の陰かげから大男の様子を窺うかがっていた。何も言えず息をひそめていたわたしの耳に、あの人の思い掛けないセリフが飛び込んで来た。

「いいのか？　ここから先は、洒落しやれじゃ済まないぞ」

　何故そんな挑ちよう発はつ的てきな言い方をするの!?

　普ふ通つうにやったら、敵かなうはずが無い。

　普通なら、逃げるべきだ。

　いえ、兄の思おも惑わくなんてどうでも良い。

　わたしだけでも、逃げるべきだ。

　──わたしの頭はそう考えているのに、わたしの身体からだは兄の背中から離れようとしない。

「ガキにしちゃ、随ずい分ぶんと気合いの入ったセリフを吐はくもんだ、な！」

　そこから先を、わたしは目で追うことができなかった。

　わたしに分かったのは結果だけで、そこから何が起こったのかを推測するだけ。




　前へ踏み出した男の左足。




　その左足と右足の間にねじ込むような形で、兄が左の足を踏み込んでいる。




　肩口に引かれた男の右手は、まさにパンチを繰り出そうとしているところ。




　その胸板の中央に、兄の左ひだり拳こぶしが添そえられている。




　少し隙すき間まが空いているのは、これから打ち込むところではなく、打ち込んだ反動で跳はね返かえったからに違いない。

　ドン、と太たい鼓こでも叩たたいたような音が、きっと、兄の拳の音。

　兄が踏み出した足を引くと、示し合わせたように大男の身体からだが沈しずみ、痛そうな音を立てて路面に両りょう膝ひざをついた。

　兄は蹲うずくまったまま苦しそうに咳せき込こむ大男を見下ろし、背後の二人へおもむろに目を向けた。

　男たちは立ちすくんだまま、動かない。

　兄は男たちに背を向けた。

「帰りましょう」

　兄が、わたしの腕に手を添える。

　呟つぶやいたその言葉が自分に向けられたものだと、わたしはそれで、ようやく気がついた。
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「深み雪ゆきさん、何かあったんですかっ？」

　打ち切りとなった散歩から戻ると、桜さくら井いさんが顔色を変えて小走りに駆かけ寄よってきた。

　そんなに酷ひどい顔はしていないと思うけど、少し青ざめているという自覚はあるので、誤ご魔ま化かすことは最初から諦あきらめていた。

「ちょっと……男の人に、絡からまれてしまって」

「まあ……！」

　それだけで桜井さんは大体の事情を覚ったようだ。

　さり気なくこちらを観察しているのは、衣服に乱れが無いか、チェックしているのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　少し無理をしたけど、自然な笑顔を作れたと思う。

　わたしが笑顔を向けると、桜井さんもホッとしたような笑みを返してくれた。

　でも、わたしの作り笑いは長続きしなかった。

　兄が助けてくれましたから──そのセリフが、わたしの口から旅立つことは無かった。

　そう言おうと思って目を向けたのに、兄は素知らぬ顔で、相も変らぬ無表情で、桜井さんに軽く会え釈しやくして、それなのにわたしの方は見向きもせずに、奥おくの部屋へ引っ込んで行った。

　苦労して浮かべていた作り笑いが、今にも崩くずれてしまいそうだ。

「──シャワーで汗あせを流してきますので」

　そんなに汗はかいていないけど、わたしはそれを口実に、シャワー室へ逃げ込んだ。




　熱いシャワーが肌はだの上ではじける。

　撥はつ水すい性せいのクリームを落とすのも忘れて、わたしはその熱を感じていた。震ふるえ出だしそうになる身体からだを温める為ために。

「なんで……」

　シャワーを頭からかぶる。熱い雫しずくが顔を伝い、目め尻じりと目元で、別の雫と混じり合う。

「なんでわたしは泣いているの……？」

　不思議そうな声が、自分の耳に届く。泣き声ではなく、まるで他ひ人と事ごとのよう。

「何な故ぜわたしが泣かなければならないのっ？」

　ヒステリックに叫んでみても、答えは無い。ここには、わたししかいない。

「何故……なんでよ……」

　聞こえてくるのはシャワーの音だけ。わたしの疑問に、誰も答えてくれなかった。







　［３］西暦二〇九五年十一月六日／四葉本家・応接室




「おや」

　中庭に面した窓から外を見ていた達たつ也やがふと漏もらした声で、深み雪ゆきの意識は過去から現在へ復帰した。

「お兄様？」

「黒くろ羽ばの姉弟きょうだいだ」

　眼差しで問い掛けてくる妹に、達也はわずかに驚おどろきを滲にじませる表情で答えた。

「亜あ夜や子こさんと文ふみ弥やくんですか？」

　達也は驚きを滲ませる程度で済ませたが、深雪はそうも行かなかったようだ。慌あわてて腰を浮かせ、中ちゆう途と半はん端ぱな体勢でしばし固まって、思い直したように腰を下した。

「ちょうど帰るところのようだ」

　黒羽姉弟きょうだいが出て来た離れには、彼女たちの祖母、故人である達也たち兄妹の祖父の妹、現当主の真ま夜やにとって叔お母ばに当たる人物が住んでいる。

　黒羽文弥は四よつ葉ばの次期当主候補ナンバーツーだ。祖母のところへご機き嫌げんうかがいに来ても不思議は無い。深雪も、彼女たちがここに来ていること自体に驚いたわけではなかった。

「……偶ぐう然ぜんでしょうか？」

「俺おれたちがここにいることを知っていて、素通りする二人じゃないと思うがね」

　確かにそうだ、と深雪は思った。

「縁えんが濃いのか薄いのか、あの二人とはニアミスを起こす巡めぐり合あわせのようだな」

　完全に鉢はち合あわせるのでもなく、完全にすれ違うのでもなく。

　兄と同じことを考えていた深雪は、一晩だけの接近遭そう遇ぐうとなったあの日の出来事を思い出していた……。
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　バカンスに来ているといっても、世間のしがらみと縁えんを切ってしまうことはできない。わたしはまだ中学生になったばかりだけど、招かれて断れない相手がいないわけじゃない。

　親しん戚せき筋すじばかりで、そんなに数が多くない、というのは不幸中の幸いだけど……その少ない相手が同じ時期に同じ場所に来ているなんて全くの予想外だった。

　招待主は黒くろ羽ば貢みつぐさん。お母様の従弟いとこに当たる方だ。

　時計の針は午後六時を指している。そろそろ別べつ荘そうを出なければならない時間だ。

　わたしは鏡台の前に座り、ブラシを手に取った。

「ハァ……」

　思わず口からため息が漏もれる。鏡の中のわたしは随ずい分ぶんと冴さえない顔をしていた。

　パーティーそのものは苦手じゃない。でも今日は東京から沖縄に移動した当日だ。せめて今晩だけはゆっくりしていたかった。

「深み雪ゆきさん、用意はできましたか？」

　ノックの後、ドア越しに掛けられた声。自分の部屋でグズグズしていたわたしを、桜さくら井いさんが呼びに来たようだ。

「あっ、はい」

　知られたら間違いなくお小言をもらいそうなことを考えていたわたしは、反射的に立ち上がってそう答えを返した。

　わたしの返事を入っても良いという意味に解かい釈しやくした桜井さんがドアを開ける。──確かにそういう意図もあったから、別に慌あわてたりしなかったけど。

「なんだ、もう済ませていらっしゃるじゃないですか」

　カクテルドレスに着替えて、髪かみ留どめとネックレスを着けて、ハンドバッグを手にしたわたしを見て、桜井さんは苦笑気味の笑みをこぼした。

「そんな不ふ機き嫌げんそうなお顔をなさっては、せっかくのお召めし物ものが台無しですよ？」

　わたしはそんなに判りやすい顔をしているのだろうか？

「……わかりますか？」

　相手が桜井さんとはいえ、他人の目に変わりは無い。不機嫌を覚られないよう気を遣っているつもりだったのに。

「私には、ね」

　そう言って、桜井さんは少し得意げにウインクして見せた。……って、他の人に覚られるような顔はしていないということ？

「もう……からかわないでください」

　思わずぷくっ、と頰ほおを膨ふくらませて、慌てて淑しゆく女じよらしい表情を精一杯取とり繕つくろったけれど。

　クスッ、と桜さくら井いさんが笑みをこぼしたのを見て、顔が熱くなるのを感じた。

　もう中学生なんだから、こういう子供っぽい真ま似ねはやめようと思っていたのに。

「ゴメンナサイ……でも」

　三十歳とは思えない──せいぜい二十歳過ぎにしか見えない──可愛かわいい笑顔でひとしきりクスクスとやった後、桜井さんは急に表情を改めた。

　わたしも自然と気持ちが引き締まる。

「私以上に鋭するどい『目』を持つ人だって、世の中には大勢いますから。私は深み雪ゆきさんのことを良く知っているからこそ、嫌いやがっていることも分かります。でも、もしかしたら一目見ただけで深雪さんの表情を読むことができる人もパーティーに来ているかもしれません。深雪さんは普ふ通つうの中学生じゃないんですから、隙すきにつながるようなところは無くすべきだと思いますよ」

　的のど真ん中を射たアドバイスで、反論しようという気持ちも起こらなかった。

「……どうしたら良いでしょう？」

「どんなに上う手まく隠かくしたつもりでも、気持ちというものは目の色や表情の端はし々ばしに表れてしまうものですからね」

　……それって、どうしようもないということ？

「必要なのは、自分の気持ちを上手じようずに騙だませるようになること、でしょうか。建前というのは、まず自分自身を納得させる為ためのものなんですよ」

　わたしの不満を読み取ったのか、桜井さんは宥なだめるような、言い含めるような口調で続けた。




　　　　◇　◇　◇




　とはいうものの、建前で自分の心を覆おおい隠かくしてしまうには、わたしはまだまだ子供なわけで。

　パーティー会場に近づくにつれて、気分が沈みこんで行くのを止められなかった。

　悪い人ではないのだ、黒くろ羽ばの叔お父じ様は。（正確には「叔父」ではないけれど）

　ただ、奥おく様さまを早くに亡くされているからなのかどうなのか、親バカ振りがちょっと……というか、正直かなり鬱うつ陶とうしい。

　まったく、子供を相手に自分の子供を自じ慢まんするなんて、どういうつもりなのだろう？　いえ、わたしがどう感じるかなんて、きっと考えていないのだろうけど、そういうのは大人同士でやって欲しい。

　ハァ、と口からため息が零こぼれる。

　思わず、ではなく意識的に。

　今の内にため息を吐はき出だしておかないと、本番で我が慢まんできないような気がしたから。

　既すでに、ホテルの敷しき地ち内。

　無む駄だに派手な──わたしの主観的に、だけど──エントランスがもう見えている。

　無人運転のコミューターが停止した。

　キビキビした動作で兄がコミューターを降りて、ドアを押さえ、わたしが降りるのを待っている。

　わたしは表情を引ひき締しめて、退たい屈くつで憂ゆう鬱うつな戦場へ足を踏み出した。




　ロビーには強面こわもてのおじさん、お兄さんたちと、凛り々りしいお姉さま方がいた。全員、目立たないようにしているつもりなのだろうけど、生まれた時からこういう人たちと付き合ってきたわたしの目を誤ご魔ま化かすには力量不足。

　他ひ人と事ごとながら、もっと修行した方が良いですよ、と言いたくなってしまう。

　もっとも、かく言うわたしも今晩連れているのは兄だけではなかった。

　全国区の警備会社から女性のボディガードが二名、臨時についている。

　パーティーなんかだと男性では同どう伴はんできない場所も多いし、夕方のこともあるからだ。いつもは桜さくら井いさんがいてくれるからこんな心配はしなくていいのだけど、今はお母様の側にいてもらっている。

　お母様は少し身体からだが弱く、今も別べつ荘そうでお休みになっている。それは仕方の無いことだけど、お蔭かげでわたしは、一人で叔お父じ様の相手をしなければならなくなった。

　気が重い。

　父は最初から当てにならないとしても、本当ならこういう付き合いは、妹のわたしではなく、兄であるこの人がこなすべきことのはずなのに。

　わたしは一歩先を進む兄の背中を、恨うらめしげに見み詰つめた。




「叔父様、本日はお招き、ありがとうございます」

　予想どおり個人のパーティーには大きすぎる会場で、予想どおりの豪ごう華かなテーブルを背景に、予想したとおり高価なスーツを身にまとって出迎えてくれた叔父様に、わたしは型通りのあいさつを送った。──こういうことに独創性を求めても意味は無い。

「良く来てくれたね、深み雪ゆきちゃん。お母様は大だい丈じよう夫ぶかい？」

　叔父様は、大層フレンドリーな言葉を返してくれた。

　わたしのことを未いまだに「ちゃん」付けで呼ぶのはこの人くらいだ。

　そして、兄の存在を空気の様に黙もく殺さつしているのも、いつものとおり。

　兄も黙だまってわたしの後ろに立っているだけだから、どっちもどっちではあるのだが。

「お気き遣づかい、おそれ入ります。少し疲れが出ているだけだと思いますが、本日は大事を取らせていただきました」

「それを聞いて私も一安心だよ。おっと、こんな所で立ち話もなんだな。ささ、奥おくへどうぞ。亜あ夜や子こも文ふみ弥やも、深雪ちゃんと会うのを楽しみにしていたんだよ」

　当然と言えば当然のことだけど、やはりあの二人が来ているのね……

　あれほど強く自分に言い聞かせたのに、わたしの口はため息を吐つきたがっていた。




　叔お父じ様に背中を押されて、わたしは奥おくのテーブルへ連れて行かれた。

　兄は入り口で置き去りのまま。

　ボディガードは壁かべ際ぎわで控ひかえているのが慣わし、ということだ。

　自分も同じ仕打ちをしているのに、他人が兄を使用人扱あつかいすると無性に気に障さわるのは……多分わたしが、身勝手なのだろう。

　それはともかく、わたしはこうして、当面のところ孤こ立りつ無む援えんで、黒くろ羽ば親子の相手をしなければならなくなった。

「亜あ夜や子こさん、文ふみ弥やくん、二人ともお元気？」

　わたしから声を掛けると、文弥くんは嬉うれしそうに、亜夜子さんは待ち構えていたような、それぞれにいつもの笑顔で迎えてくれた。

「深雪姉さま！　お久し振りです」

「お姉さまもお変わりないようで」

　亜夜子さんと文弥くんはわたしより一学年下の小学六年生。

　わたしたち兄妹と違って、本物の双ふた子ごだ。

　一学年下といってもわたしが三月生まれ、二人は六月生まれだから歳としは同じ。

　だからなのかどうなのか、昔から亜夜子さんはわたしに対してあからさまにライバル心を向けて来て……これもこの一家との付き合いが鬱うつ陶とうしい理由の一つだ。

　後こう継けい者しや候補は亜夜子さんじゃなくて文弥くんの方なのだから、競争意識を持たれても……というのがわたしの偽いつわらざる本音だったりする。

　文弥くんは素直に慕したってくれるから可愛かわいいのだけど、男の子としては、少し可愛すぎる気もする。兄と比べるとどうしても……いえ、あの人は例外か。

　今日も可愛らしすぎる二人の衣装を見て、わたしは表情筋の動きを抑おさえるのに苦労しなければならなかった。

　文弥くん、いくら冷れい房ぼうが効いているといっても、今の季節にその格好は暑くないかしら？　カジュアル風にアレンジされているとはいってもメスジャケットにカマーバンドまで着けてるし……プライベート・パーティーなんだから、そんなに気合いを入れる必要は無いと思う。

　一方、亜夜子さんは……まあ、いつもどおりと言えばいつもどおりだ。リボンとフリルと飾かざりボタンをふんだんに使ったワンピースに膝ひざ上うえのソックスとリボンがあしらわれたローファー。綺き麗れいに巻かれた髪を飾る、フリルで縁ふち取どられたヘアバンド。別に、他人の趣しゆ味みにケチをつけるつもりは無いけれど、夏のリゾートにはちょっと不似合いなファッションではないだろうか。

　本人も親御さんも喜んで着て（着せて）いるのだから、本当に、余計なお世話だと思うけど。

　わたしがそんなことを現実逃避気味に考えている間にも、叔お父じ様の自じ慢まん話ばなしは続いている。亜あ夜や子こさんがピアノコンクールで入賞したとか、文ふみ弥やくんが乗馬の先生に褒ほめられたとか、そんなどうでもいいことに適当な相あい槌づちを打ちながら、時間が過ぎ去るのを待つ。

　これは一体、何の罰ばつゲームなのだろうか、といつも思うけど、幸いなことに毎回、そう長い時間の忍にん耐たいを強いられることはない。今日もそろそろ、文弥くんがソワソワし始めた。

「ところで深み雪ゆき姉さま……達たつ也や兄さまはどちらに？」

　ほら来た。

　文弥くんはとても良い子でわたしのことを亜夜子さんと同じように、つまり実の姉の様に慕したってくれているけど、それ以上に兄のことを慕っている、と言うか、尊敬している節がある。

　いえ、憧あこがれている、と言った方が適当かしら？　それもまあ、理解できなくもない。

　一般的な意味で──魔ま法ほう協会が定めた基準に則のっとって判断する限りは、という意味で──魔法の才能に恵まれなかった兄だけど、あの人にはそれを補って余りある頭脳と肉体と特とく殊しゆ技能がある。

　学校の成績は飛び抜けて優ゆう秀しゆう。

　スポーツは何をやらせても一流、あるいは超一流。

　そして、全すべての魔ま法ほう師しの天敵ともなれる、あの人だけの切り札。

　男の子が憧れるヒーローは、きっと兄のような人なのだろう。

　いいえ。きっと、男の子だけじゃなくて。

　見掛けの優しさとか爽さわやかさとか甘いマスクとか、そんなものとは無む縁えんだけど。

　兄は、すごく格好良い……。

　……って、わたし、一体何を考えているの!?

　あの人はわたしの護衛でしかないのに。

　あの人とわたしは、血がつながっているだけの兄妹でしかないのに。

　これではまるで、わたしがブラコンみたいじゃない……！

「あそこに控ひかえさせているわ」

　突とつ然ぜん心の中に湧わいた黒い雲を覚られないように、かなりの気合いを入れて作った笑顔でわたしは壁かべ際ぎわを指し示した。

　あっ、文弥くんの頰ほおが赤くなっている。

　どうやら誤ご魔ま化かせたようだ。

「……えっと、どちらでしょうか？」

　わたしから目を逸そらすのと兄を探すのと半分半分で目をさまよわせる文弥くんの隣となりで、亜夜子さんも無関心を装いながらチラチラと壁際に目を遣やっている。

　彼女の判りやすい態度がおかしくて、つい口元がほころんでしまったけど、亜夜子さんはそれが文弥くんに向けられたものだと思ったようだ。関心の無いふりを貫つらぬく彼女の隣で、わたしは文ふみ弥やくんに兄の立っている場所を指し示した。

　兄は、わたしたちの方を見ていた。

「達たつ也や兄さま！」

　文弥くんはパッと顔を輝かがやかせて、兄の許もとへ小走りに駆かけ寄よった。

「もう、仕方ないわね」

　文句を言いながらも、亜あ夜や子こさんは足早に文弥くんを追いかけて行く。如い何かにも、走り出すのを我が慢まんしている、という風ふ情ぜい。

　そんな二人を見て、叔お父じ様が苦虫を嚙かみ潰つぶしていらっしゃるのも、毎回のことだ。

　叔父様がゆっくりと、亜夜子さんとは対照的な歩調で歩き出したので、わたしもその後に続いた。

　文弥くんが兄に、何事か一所懸命話し掛けている。

　兄は何度か小さく頷うなずき、唇くちびるの端はしを小さく吊つり上あげて、わずかに歯を見せて──笑った？

　あの人が？

　嘲ちよう笑しようでも苦笑でもなく、あんなに普ふ通つうに？

　何な故ぜ……？

　わたしには、あんな笑顔を向けてくれたことは無いのに……！

「こらこら、文弥、亜夜子。達也君の仕事の邪じや魔まをしてはいけないよ」

　愛想笑いを維い持じする為ために、爪つめが掌てのひらに食い込むほど手を強く握にぎり締しめなければならなかったわたしの前で、叔父様は本音をまるで窺うかがわせない完かん璧ぺきな作り笑いを自然に浮かべていた。

「ご苦労様。しっかりお勤めを果たしているようだね」

「おそれ入ります」

　叔父様に向き直った兄は、いつもの兄だった。さっきまで浮かべていた笑みが噓うそのような無表情。

「あら、お父さま。少しくらい、よろしいのではありません？　深み雪ゆきお姉さまはわたくしたちがお招きしたお客様。ゲストの身辺に危害が及およばぬよう手配するのはホストの義務ですもの。ここにいらっしゃる限り、達也さんのお手を煩わずらわせることは無いと思いますけど」

「姉さまの言うとおりですよ。黒くろ羽ばのガードは一人のお客様の身の安全も保証できないほど無能ではありません。そうでしょう、父さん？」

　あらっ？　文弥くん、叔父様のことを「父さま」と呼ばなくなったのね……。

　そんなどうでも良いことが気になって、そのお蔭かげで気持ちが逸それてくれた。

「それはそうだが……」

　わたしの思いとは無関係に、叔父様は困こん惑わく顔がおで言葉を濁にごした。

　わたしもそうだけど、多分、亜夜子さんも文弥くんも叔父様の本音は分かっている。叔父様は自分の子供たちが、特に文弥くんが兄に好意を向けているのが気に入らないのだ。

　文ふみ弥やくんは四よつ葉ばの次期当主を狙ねらう候補者。

　兄は、同じく四葉の次期当主候補であるわたしの、単なる護衛役。ガーディアンという特別な呼び方をされてみたところで、所しよ詮せんは使用人、悪く言えば使い捨ての道具に過ぎないのだ。

　道具、と割り切ることができなければ、四葉の後継者とはなり得ない。

　もっとも、兄はわたしの護衛役なのであって、文弥くんと兄の関係は再従兄弟はとこ同士でしかないのだから、文弥くんが兄のことを慕したっていても本当は何の問題も無い。それは亜あ夜や子こさんも同じで、亜夜子さんが兄に好意を持っていても、それがどんな種類の好意であっても、特に問題は無い。真ま夜や叔お母ば様は、そんなことを気にしたりなさらないだろう。

　極きよく端たんな言い方をすれば、叔お父じ様が外聞を気にしているだけなのだ。叔父様は兄を使用人、使い捨ての道具としか見ておらず、そういう意味で黒くろ羽ば貢みつぐという人は骨ほねの髄ずいまで「四葉」なのだろう。だから、自分の子供たちが道具に感情移入しているのがみっともない、と感じているに違いない。

　それが「四葉」として当然のあり方だ。

　わたしが「四葉深み雪ゆき」になる為ためには、わたしも叔父様と同じ心掛けを持たなければならない。

　兄である前に、ガーディアン。

　あの人はわたしの護衛役。いざとなれば、自分の命と引ひき換かえにわたしを護まもることを義務付けられた盾たて。

　道具であるあの人がわたしに愛情を持たないのは当たり前のことで、わたしもあの人に情愛を懐いだくべきじゃない。

　自分にそう、言い聞かせる。

　呪じゆ文もんの様に、繰り返し。

　兄は、わたしの護衛役。

　わたしを護る盾。

　それが兄に与えられた役目で、わたしは真夜叔母様の跡あとを継つがなければならなくて、だから兄はわたしのお兄様ではなくて──

　キリッ、と頭の芯しんが痛んだ。

　一いつ瞬しゆん、自分が何ど処こにいるのか分からなくなった、気がした。

　もちろんそれは錯さつ覚かくで、わたしは黒羽の叔父様のパーティーに招かれていて、わたしの前では叔父様が難しいお顔をなさっている。

　……何か大切なことを考えていたような気もするけど……多分、気の所せ為いよね。

「……文弥、あまりお父上を困らせるものじゃないよ」

　意外なことに、叔父様に助け舟を出したのは兄だった。

　文弥くんのことを「文弥」と呼んで。

　まるで実の弟に対するように、親愛のこもった口調で。

　頭の奥おくで、微かすかな疼とう痛つうを感じた。

　不快感に思わず顔を顰しかめそうになる。

　ダメだ。

　ここでわたしが不ふ機き嫌げんそうな表情を見せたりすれば、叔お父じ様と兄の対応に不満を持っていると誤解されかねない。

　……誤解、なのかしら……？

　ダメダメ、そんなことを考えては！

　ええと、こういう時はどうすれば良いんだっけ？

　出かける前に桜さくら井いさんが教えてくれたはずだ。

　そう、必要なのは、自分の気持ちを上手じようずに騙だませるようになること──
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「黒くろ羽ばさん、会場の中はお任せしてよろしいですか？　自分は少し、外を見回ってきますので」

「おお、そうかい？　それは立派な心掛けだ」

　兄の申し出に、叔父様は大おお袈げ裟さに驚おどろいて見せて、殊こと更さらに兄を称しよう賛さんした。

「分かった。深み雪ゆきちゃんのことは任せておきたまえ。この場は責任を持ってお預かりしよう」

　それは、リップサービスの称賛ならいくらでも出て来るだろう。

　態ていの良い厄やつ介かい払ばらいの口実を、当の本人が言い出してくれたのだから。

　実に都合の良い建前を。




『建前というのは、まず自分自身を納得させる為ためのものなんですよ』




　──兄は自分に与えられた役割を忠実に果たそうとしている。




「そんな！　僕たち、明日には静岡に帰るんですよ！　ただでさえ中々会えないのに、ゆっくりお話もできないなんて」

「文ふみ弥や、少し落ち着きなさい……達たつ也やさん、文弥が言ったとおりの事情ですので、早めにお戻りくださいね？」

「分かった。一通り見て回ったら戻ることにするよ。では黒くろ羽ばさん、少し外させていただきます」




　──だからわたしも、わたしに与えられた役割を精一杯演じなければならない。




　文弥くんの抗こう議ぎと亜あ夜や子こさんのお願いと、優しい口調で応える兄の声を聞きながら、わたしは自分にそう言い聞かせた。







　［５］西暦二〇九五年十一月六日／四葉本家・応接室




　──フフッ──




　突とつ然ぜん深み雪ゆきが漏もらした笑い声に、窓から外を見ていた達也は室内へ目を向けた。

　和風建築と裏腹な洋風の大部屋。明るい色調の壁かべに掛かる大きな風景画はディスプレイでも複製でもなく、著名な現代画家の手によりカンバスに描かれた本物の油絵だ。重厚な天然木のテーブルは、十人以上の席を用意できそうなサイズだった。

　それでも、この部屋はガランとした印象がある。それは多分、十脚以上の椅い子すを並べられるテーブルに四脚のソファしか置かれていなかったり、テーブルとソファ以外に調度品が全く無かったりと、部屋の空間に余よ裕ゆうがありすぎる所せ為いだろう。必要以上に部屋を広く見せることで心理的な圧あつ迫ぱく感かんをもたらす効果を狙ねらっているのかもしれない。

　もっとも、そんなことに達也が今いま更さら注目するはずもない。彼の眼まな差ざしは妹へと直行した。

　達也の訝いぶかしげな視線を受けて、猫足のソファに座った深雪が決まり悪そうに首をすくめる。

「……すみません、お兄様。少し、昔のことを思い出しまして」

「楽しかったことかい？」

　笑みを浮かべたままの表情で答える深雪に、達也もつられて微笑ほほえんだ。

「いいえ……。昔のわたしが、あまりに愚おろかだったので、それがおかしくて」

　達たつ也やが笑みを消し、思わず瞬まばたきを繰り返してしまうほど自じ虐ぎやく的てきなセリフだったが、言葉の内容に反して口調にも表情にもネガティブな要素は見当たらなかった。

「そういえばお兄様は、亜あ夜や子こさんと文ふみ弥やくんには昔から優しかったんですよね……。わたし、結構ショックだったんですよ？」

　そう言われて、深み雪ゆきが一体何時のことを思い出しているのか見当がついて、達也は苦笑を漏もらした。

「まあ……昔は俺おれも子供だったということで勘かん弁べんしてくれ」

「滅めつ相そうもありません。愚おろかな子供だったのはわたしの方です」

　二人とも、世間から見ればまだ「子供」と呼ばれる年ねん齢れいだ。兄妹自身も、自分たちが大人だとは思っていない。

　それでも二人は、三年前の自分たちを今よりも「子供」と言い切ってしまうことに違和感や躊躇ためらいを覚えなかった。

「わたしはお兄様の妹でありながら、お兄様のことを何一つ解っていませんでした。いえ……理解しようとしませんでした」

　何事か反論しようとした達也だったが、儚はかない笑みを浮かべて首を振った妹に、何も言えなくなってしまう。

　反論すべきことでもなければ、反論する必要のあることでもない。

　どちらが悪いわけでも、どちらに責任があるわけでもないということは、達也にも深雪にも分かっていた。

　深雪に昔話を続ける気が無いのなら、達也が蒸し返す話でもない。

　達也は視線を窓の外へ戻した。

　ぼうっと外を見ているようで、彼の五感は如い何かなる兆候も見落とさないようフル稼か働どうしている。五感を超えた彼の超感覚は、情報体次元イデアにいつでもアクセス可能な状態でスタンバイしている。

　全すべては、深雪を護まもる為ために。

　深雪に害を為なそうとする存在あらば、先んじてこれを排はい除じよする為に。

　それは、今も昔も変わっていない。

　ただ昔はそれに、気づかなかっただけだ。

　ただ昔はそれを、気づかせなかっただけなのだ。







　［６］西暦二〇九二年八月五日／沖縄・別荘～恩納海岸沖




　昨日の晩は結構遅くなってしまった。沖縄到着初日からパーティーで、ベッドに入った時間も真夜中近くで、随ずい分ぶんとハードな一日だった。

　それなのにまだお日様も昇のぼりきらない時間に目を覚ましてしまったのは、習慣としか言いようがない。

　本当はもっと寝ていたいけど、だらしない女にはなりたくない。二度寝なんてもってのほかだ。気合いを入れて手足に力を入れ、ベッドを降り、カーテンを開けて、ついでに窓を開けて空気を入れ替えることにする。この部屋は裏庭に面した二階だから、パジャマのままでも外から見られる心配は無い。……本当は、それでもまず身だしなみを整えるのが、レディのたしなみなのだろうけど。

　わたしは潮しおの香かおりがする微そよ風かぜを胸いっぱいに吸い込んで、大きく伸びをした。

　ふと目を下に向けると、兄がトレーニングをしていた。

　腰を落とし右足を踏み出し右手を突つき出だし左手を突き出す。

　腰を落としたまま左足を踏み出し突き出したままの左手を更さらに伸ばしたかと思うと、その手を素早く引いて交差するように右手を突き出す。

　右足を左足に引き寄せながら身体からだをターンさせ、右手を内側から外側へ、左手を外側から内側へ、右手を上に、左手を下に、力強く開く。

　多分、わたしの知らない、空手か拳けん法ぽうの型なのだろう。

　両手に小さな、一キロくらいのハンドウエイトを持って、一つ一つの動作を丁てい寧ねいに決めていく。それが、一流の舞ぶ台たい役者、あるいは一流の舞ぶ踏とう家かの、決めポーズのように鮮あざやかだった。

　裏庭の半分をグルリと一周する円を描いて、兄は動きを止め、身体の力を抜いて大きく息を吐はいた。

　──えっ、もう終わり……？

　深呼吸する兄の後ろ姿を、わたしは未練がましく見み詰つめる。もう一度、あの美しい「舞」を見せてくれないものかと。

　もっと見せて。

　もう一度で良いから。

　貴方あなたの格好良い姿を、妹のわたしに……。

　──って！

　わたしはそこで、ハッと自分を取り戻した。

　──やだ、わたし、見とれてた？

　慌あわててカーテンを引き、窓まど際ぎわから離れる。

　カーテンレールが結構大きな音を立てたけど、庭までは聞こえなかった……と思う。

　壁かべに背中を預けて、そのままズルズルと床ゆかにへたり込む。

　顔が熱い。

　ドキドキと激しいビートを奏でる心臓は、胸を手で押さえても中々落ち着きを取り戻してくれない。

　──気づかれてなかった、よね？

　兄は一度も顔を上げなかった。

　窓辺に立つわたしの姿を見ていないはずだ。

　それなのにわたしは、兄に見とれていた自分を、兄に気づかれてしまったような気がしてならなかった。




　　　　◇　◇　◇




　朝食はいつもどおり、桜さくら井いさんが用意してくれた。一応この別べつ荘そうもＨＡＲハルで管理されていて自動調理機も備わっているけど、他ならぬ桜井さん自身が「自動機械で調理されたものは味気ない」という人だから、特に事情が無い限り我が家の食事は彼女の手作りだ。

　最近はわたしも手伝うようにしているけど、腕の方は正直なところ「まだまだ」と自分でも思う。

「今日のご予定は決めていらっしゃいますか？」

　食後の紅茶をいただいているところで、桜井さんがそう訊たずねた。形の上ではお母様に対してだけど、わたしの予定も訊きかれているのはいちいち確かめる必要の無いことだ。

「暑さが和らいだら、船で沖おきへ出るのも良いわね」

　お母様は少し考える素振りをなさって、そう答えた。

「ではクルーザーを？」

「そうね……あまり大きくないセーリングヨットが良いわ」

「分かりました。四時に出港ということでよろしいですか？」

「ええ、それでお願い」

　慣れたもので、桜井さんはやや具体性に欠けるお母様の言葉からその意図するところを汲くみ取って、スルスルっと段取りを組み上げた。

　これでわたしも、四時以降の予定が決まったことになる。お母様はそれまで別荘の中で過ごされるおつもりなのだろうけど、さて、わたしはどうしようか？

「深み雪ゆきさん、特にご予定が無いのでしたら、ビーチに出られては如何いかがです？　寝ね転ころんでいるだけでもリフレッシュできると思いますよ」

　考え込んでいたわたしに、桜井さんがそうアドバイスしてくれた。

「……そうですね。午前中はビーチでのんびりすることにします」

「では、お支し度たくを手伝いましょう。うふふ、水着になるのでしたら隅すみ々ずみまで日焼け止めを塗ぬっておきませんとね」

　……えっ？　「うふふ」って……。

「……いえ、大だい丈じよう夫ぶです。自分で、できますから」

「いえいえ、遠えん慮りよなさらずに」

　……桜さくら井いさん、何だか妙みように楽しそうなんですけど。

「南国の日差しは強きよう烈れつですからね。塗り残しがあっては大変です」

　……桜井さん、何だか目つきが怪あやしいですよ？

「水着の下までしっかり処置しておきませんと。うふふふふ……」

「えっ、と、桜井さん？」

　桜井さん、あのっ、何だか怖こわいんですけどっ！

「さあ、お支度しましょうね」

　無言で逃げ出そうとしたわたしは、一歩も進まない内に手首を桜井さんに摑つかまれてしまう。痛みを感じるほど強く握にぎられているわけじゃないのに、どうやったって振り解けない。

　そのまま二階に引っ張って行かれる途中で、兄が笑い出すのを堪こらえて顔を背けたのを、わたしは見た、気がした。

　……そんな人間的な反応を、あの人がするはずも無いのに。




　　　　◇　◇　◇




　桜井さんの手で、本当に身体からだの隅々まで日焼け止めクリームを塗ぬりこまれたわたしは、ぐったりした身体に鞭むち打うって別荘最寄のビーチに来ている。

　……何な故ぜこんなことで疲れなきゃならないのかしら？　と理り不ふ尽じんな思いを懐いだきながら。

　とにかく無性に楽な体勢になりたかったわたしは、前開きのチュニックを脱いで、兄の用意したパラソルの下の、兄が敷しいたシートの上に、うつ伏ぶせに身体を横たえた。

　身に着けている水着は、ビキニとまでは言わないまでも、かなり露ろ出しゆつが多いセパレート。わたしが選んだのではなく、桜井さんに無理矢理着せられたものだ。

　そんな、自分で言うのもなんだけど、あられもないわたしの姿を見ても、兄は眉まゆ一つ動かさない。膝ひざ上うえ丈たけの海パンにパーカーを羽は織おったまま、わたしの隣となりに腰を下して水平線へ目を向けている。

　浅く膝を抱かかえた姿勢で、ボンヤリと。

　横目で窺うかがい見みるわたしの視線に気づいた風も無く、じっと彼方かなたを見み詰つめている。

　退たい屈くつでは、ないのだろうか？

　健康な、運動も得意な中学一年生の男の子が、海を目の前にして、ただ座っているだけで。

　これが普ふ通つう？　という疑問に駆かられて、肘ひじを突ついて身体からだを起こし、他のパラソルの下をこっそり観察してみた。

　あそこは……家族連れね。お父さんとお母さんと、小学校一、二年生くらいの女の子かしら。

　と思ったら、女の子より少し年上の男の子が波打ち際から走って来た。

　男の子はお父さんの手を引っ張って海の中へ連れて行こうとしている。

　その隣となりのパラソルは空だった。荷物が二人分置いてある。……パーカーが二着だから二人分よね？

　多分二人とも海に入っているのだろう。

　その向こうは……わわっ！

　わたしは慌あわてて顔を伏ふせた。

　チラッとのぞき見て、もう一度慌てて顔を伏せる羽目になった。

　そこでは高校生くらいの──大学生じゃないと思う──男の人が、女の人の身体にオイルを塗ぬっていた。

　かなり際どい所まで。っていうか、あれって、完全に触さわってない？

　こんな人目を遮さえぎる物が無い所で、は、恥ずかしくないのかしら？

　少なくとも男の人は、見られていることを気にしている様子が無い。女の人の身体を撫なで回まわして楽しそうに笑っている。見ていてあまり気持ちの良い笑顔じゃないわね。

　男の人って、ああいうことが好きなのかしら？

　耳みみ年どし増まと笑われるかもしれないけど──桜さくら井いさん辺りには間違いなく笑われると思うけど、男の人は女の子の身体に触りたがるものだと何かの雑誌で読んだことがある。学校の友達の又聞きで「進んだ」先せん輩ぱいがデートのたびにボーイフレンドから身体を求められて困っている、という話も聞いたことがある。その時は女の子を何だと思っているの、と憤ふん慨がいしたけれど。「フリーセックス」なんて悪しき風習は半世紀も昔に終わっているのよ！　そもそも相手はまだ中学生よ！

　……いけない、いけない。落ち着かなきゃ。真夏の沖縄のビーチに霜しもを降おろすわけには行かないわ。

　でも、女の人も嫌いやがっているようには見えない。

　わたしと同じようにうつ伏ぶせになっていてその表情は見えないけれど、男の人のするがままになっているから嫌ではないのだろう。

　……わたしと、同じように？

　うつ伏せに寝ねているわたしと、わたしの隣に座っているあの人。

　この人は、そういうことを思わないのかしら？　そういう気持ちにならないのかしら？

　わたしは首だけ動かして、兄の顔を再度、窺うかがい見みた。

　兄は、わたしを見ていた。

　目が、合った。

　硬こう直ちよくして視線を逸そらせなくなったわたしとは対照的に、兄は二、三秒で目線を外して、再び水平線に顔を向けた。

　何とか身体からだの自由を回復したわたしは、兄を怒ど鳴なりつけることもできず、熱くなった顔を腕で隠かくした。

　余程結い上げた髪を解いてカーテンの代わりにしようかとも思ったけれど、後々面めん倒どう臭くさいことになるのは目に見えている。

　うつ伏ぶせのまま、頰ほおの熱が引くのを待つしかなかった。

　視界を閉ざすと、良い具合に茹ゆで上あがった頭は考えなくても良いことばかり考えてしまう。

　この人は、一体いつからわたしのことを見ていたのだろう？

　わたしの、何ど処こを見ていたのだろうか？

　背中？　脚？　それとも……。

　この人もそういうことに興味があるのだろうか？　わたしの身体に触さわりたい、とか、思うのだろうか……？

　血のつながった兄を相手に考えることではない、とは、分かっている。

　でもわたしと兄は。

　同じ家に住んでいても、普ふ段だん、家の中で顔を合わせることはほとんど無い。
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　兄とわたしが一いつ緒しよにいるのは、登下校を含めた、外出している時間だけ。一日中一緒にいるのは、今回のように、旅行の間だけのことなのだ。

　ずっと小さな頃ころから、一緒にお風ふ呂ろに入る、どころか、遊んでもらった記き憶おくすら無い。

　兄はわたしにとって、家族と言うより、一つ年上の知り合いの男の子、に近い。それがわたしの実感だった。

　それは多分、兄にとっても同じで。

　わたしはきっと、兄にとって、同じ中学一年生の、一つ年下の女の子……。

　不意に、砂がきしむ小さな音がした。

　兄が立ち上がったのだと、何となく分かった。

　わたしは、顔を上げることができなかった。

　枕まくらにした腕に顔をギュッと押し付ける。

　手に、脚に、背中に力が入って、身体からだが強こわ張ばった、のが分かる。

　硬こう直ちよくした身体の内側で、心臓だけがドキドキと暴れている。

　兄がわたしの身体の上に身を乗り出した、ような気がした。

　息ができない。

　頭がぼうっとする。

　酸欠には早すぎる、と意味も無く冷静な思考が脳裏を過よぎる。

　手足に意味のある命令を下せずにいるわたしの身体に、

　ふわり、と薄い布が掛けられた。

　──えっ？

　肩から太ももまで、薄い布に覆おおわれた感かん触しよくがする。

　それは、わたしが脱いだチュニックだった。

　適当に畳たたまれていたチュニックが、わたしの身体の上に広げられていた。

　何だか急に、安心感を覚えた。

　無意味な緊きん張ちようが消えて、その反動で気が緩ゆるみすぎたのかもしれない。

　その時のわたしはそんな自己分析の余よ裕ゆうも無く、ウトウトと心地の良い眠ねむ気けに引き込まれて行った。




　結果として、桜さくら井いさんには感謝しなくちゃならない。いくらパラソルの下とはいえ、あんな炎えん天てん下かに長時間寝ねていたのだ。爪つめの根元まで日焼け止めでしっかりガードしていなければ、むき出しだった脚は今いま頃ごろ酷ひどいことになっていたに違いない。

「あつ……」

　わたしがあまりの暑さに睡すい眠みん不足の解消を中断した時、兄はやっぱり、わたしの隣となりで水平線を見ていた。

「……どのくらい眠ねむっていました？」

「およそ二時間です」

　わたしの問い掛けには、何の前まえ触ぶれも無かった。

　それなのに兄の回答は、間かん髪はつを入れず返って来た。

　まるで、わたしが他の質問をしないように。

　わたしに考える時間を与えないように、答えを急いだような感じがする。

「そうですか」

　何か引っ掛かるものを感じたが、起きたばかりのわたしの頭は、曖あい昧まいな違和感の正体について深く考えることができなかった。

　身体からだを起こすと、チュニックがシートの上に滑すべり落おちた。

　海風が砂を飛ばしたのか、シートの上で寝ねていたのに、手足が少しザラザラする。

「水に入ってきます」

　わたしは短くそう告げて、返事を待たずサンダルを引っ掛けた。

　シートの周りには、砂浜を抉えぐった様な足あし跡あとが無数に刻まれていた。わたしが眠る前には無かったものだ。所々平たいらに均ならされているのは、人の背中が落ちた跡あとっぽい。

　ビーチボールで遊んででもいたのかしらね……？

　周りのパラソルは全すべて引き上げられているし。

　我ながら随ずい分ぶん熟じゆく睡すいしていたみたい、と暢のん気きなことを考えながら、わたしは波打ち際へ向かった。




　　　　◇　◇　◇




　遅めのお昼ご飯を食べた後はしばらく部屋で読書をして過ごした。でも、二時間もすると飽あきてしまった。本を読むのは嫌きらいじゃないけど、今日は何となくそんな気分じゃなかった。

　お母様に魔ま法ほうの練習を見てもらおう。

　そう思って、わたしはお母様の部屋へ向かった。

　わたしの部屋は二階の一番奥おく。

　お母様の部屋は階段を挟はさんで、二階の反対側の奥。

　わたしの部屋から一つ空き部屋を挟んで、階段の横に兄の部屋がある。

　その前を通り過ぎた時、中から声が聞こえた。

　思わず足が止まる。

　この別べつ荘そうは至極普ふ通つうのリゾート用だから、自宅の様に完全な防音仕様になんてなっていないけれど、普通の話し声が廊ろう下かまで聞こえてくるようなちゃちな作りでもない。余程の大声でなければ、扉とびらの外まで声が漏もれて来ないはずだ。

　それに今の声は、桜さくら井いさん？

　わたしは思わず扉とびらに耳を当てていた。

『こんな酷ひどい痣あざを治ち療りようもせずに放っておくなんて！』

　桜井さんが、多分、兄を叱しかり付つけている。

　……痣？

『大したことはありません。骨に異常はありませんから』

『骨折していなければ良いというものではないでしょう！　痛くないの!?』

『痛みはあります。しかし、自分がへまをしたペナルティですから』

　痛み？

　ペナルティ？

　一体何を言っているの？

『ハァ……まったくいつもいつも……達たつ也や君の意識を矯きよう正せいするのはもう諦あきらめましたけど……。せめて治ち癒ゆ魔法を掛けておきますから、服を脱いでください』

　いつも？

『必要ありません。戦せん闘とう行こう為いに支障があるようなら、勝手に治ります』

『……達也君、ガーディアンにだって日常生活はあるんですよ。私たちは戦闘機械じゃないんですから。大体、さっきのことだって、深み雪ゆきさんを起こして逃げれば良かったんですよ。ガード対象の意思と自由を最大限に尊重すると言ったって、お昼ひる寝ねの邪じや魔まをしたくないという理由で他人の喧けん嘩かに巻き込まれる必要なんて無かったんです』

　……えっ？　わたし？

『反省します』

『本当に、反省してくださいよ？　逃げるのも立派な戦法なんですから。達也君はもう少し融ゆう通ずうを利かせることを覚えてください』

　ため息の音は聞こえなかったけど、桜井さんが肩を落としてため息を吐つき、踵きびすを返したような気がした。

　わたしは慌あわてて、それでも足音を忍しのばせて、自分の部屋へ戻った。




　　　　◇　◇　◇




　桜井さんが手配したクルーザーは六人乗りの電動モーター付き帆はん走そう船せんだった。

　わたしたち四人と、舵かじを取る人とその補助をする人で、ちょうど定員だ。

　対面式に設しつらえられた甲かん板ぱんの長なが椅い子すに腰掛けて出航を待つ。わたしの真向かいにお母様、船首側の隣となりに兄が座っている。

　帆ほを広げる様子を見学するふりをして、わたしは兄の横顔を窺うかがい見みた。

　兄は熱心に操帆手順を見み詰つめていて、わたしの視線に気づいていない。

　わたしは、さっき盗み聞きしてしまったことが、ずっと気になっていた。

　兄はわたしの護衛役。

　わたしを護まもる為ために怪け我がをするのは、当然にあり得ることだ。

　でもわたしはこれまで、兄が怪我をしているのをあまり見た記き憶おくが無い。

　昨日の様に直接トラブルを目にすることも滅めつ多たに無かった。

　兄の怪我と言えば、訓練によるものばかりだった。

　だからわたしは、四よつ葉ばの後こう継けい者しや候補と言っても、こんな子供に手出しするような卑ひ劣れつな人間はさすがに少ないのだろう、と思っていた。

　そういうのは小説の中の話で、現実には例外的な事態なのだろうと。

　文ふみ弥やくんの所は、四葉の事情というより叔お父じ様のお仕事の都合という側面が強い。

　わたしに付けられた「ガーディアン」は、四葉の後継者候補の地位に伴ともなう象しよう徴ちよう的てきなもの。

　だから兄のような子供にガーディアンの役目が回ってくるのであり、兄がガーディアンに任命されているのは魔ま法ほうの才が乏とぼしい兄に四葉の中で居場所を確保する為だ、と自分の中で思っていた節がある。そうして、後ろめたさを紛まぎらせていた感がある。

　でもさっきの二人の会話は、怪我をすることが日常的な出来事として語られていた気がする。

「深み雪ゆきさん、何か気がかりなことでも？」

「え、いえ、何でもありません」

　不意に向かい側から声を掛けられて、わたしは慌あわてて顔の向きを戻した。

　いけない、いけない。

　お母様に心配を掛けてしまった。

「セーリングは久し振りなものですから……」

「ああ、そういえばそうね」

　帆ほを広げる作業を見学しているふりをしていたのが幸いしたようだ。

　でも、ずっと誤ご魔ま化かせるとは思えないし、考え事は後回しにしよう。

　タイミング良く、出航の合図があった。

　モーターを使っていないというのに、想像以上のスピードで桟さん橋ばしから離れていく。

　わたしは流れ去る景色に意識のフォーカスを当てた。




　西風を受けて、クルーザーは北北西、伊い江え島じまの方角へと進路を取った。

　夏の沖縄は南東の風が吹くと思っていたから船長さんにそう訊たずねてみたら、東の海上に低気圧が近づいているとのことだった。

　台風に成長するほどの勢力は無いから安心して良い、と言われた。

　そこまで意識していたわけじゃなかったから、かえって心配になってしまったけど……何日も航海するわけじゃないから、多分杞き憂ゆうなのだろう。

　伊い江え島じまの方角といっても、船に乗ること自体が目的だから途と中ちゆうで引き返す予定だ。今の風速だと、片道だけで日が暮れてしまう。

　セーリングは思ったよりずっと快適だった。

　もやもやした気持ちが風にさらわれて飛んで行ったような気がする。

　こんなことなら、もっと早い時間から、もっと遠くまで行っても良かった。

　わたしは目を閉じて、帆ほを抜ける風をしばらく肌はだで感じていた。

　このまま終われば、今日は気持ちよく眠ねむれるはずだった。

　──はずだった、というのは、このまま終わらないことが分かってしまったからだ。

　肌を刺す緊きん張ちよう感かんに、わたしは目を開けた。

　桜さくら井いさんが厳しい表情で沖おきの方を見み詰つめて、いえ、睨にらみつけている。

　助手の人が必死の形ぎよう相そうで無線機に訴え掛けている言葉は──潜せん水すい艦かん？　あの様子は、国防軍のじゃないわよね。もしかして、外国の？　ここは日本の領海なのに。まさか……侵しん略りやく!?

　慌あわてているのはわたしだけじゃなかった。船までが慌てふためいているかのように、モーターがきしむような唸うなりを上げて帆を巻き上げていく。

　大きく舵かじを切ったクルーザーが傾かたむいて、わたしは長なが椅い子すの手て摺すりを摑つかんだ。

「お嬢じよう様、前へ」

　そんな場合ではないと知りつつ、兄から「お嬢様」と呼び掛けられたことが、いつになくショックだった。

　いつものことなのに、その他人行ぎよう儀ぎな呼び方が哀かなしかった。

　その所せ為いで余計に、わたしの態度は突つっ慳けん貪どんなものとなってしまった。

「分かっています！」

　全く必要も意味も無い高圧的なセリフに、兄は逆らわず席を譲ゆずった。

　そして、泡あわ立だつ海面を観察する。

　兄の背中にかばわれたわたしに兄の顔は見えないけれど、この人がどんな眼をしているのか、手に取るように分かる。

　睨みつける、でもなく、見詰める、でもない。

　一切の感情がうかがえない、あの、虚こ空くうの瞳ひとみ。

　桜井さんもお母様をかばって船せん尾び側に立っている。

　お母様はとても強力な魔法師だけど、最近はその魔ま法ほうの出力に身体からだがついていかなくなって来ている。魔法と肉体の相互作用はまだまだ未解明の部分が多いけれど、強力な魔法の行使はその出力に応じて体力を削けずることが経験則的に分かっている。

　お母様に魔法を使わせてはならない。

　わたしはそのことに思い至って、慌ててポーチからＣＡＤを取り出した。

　桜さくら井いさんはとっくにＣＡＤをスタンバイさせている。

　そして兄は──手ぶらのまま、立っているだけだった。

　沸わき立たつ泡あわの中から、二本の黒い影かげが、こちらへ向かって来るのが見えた。

　イルカ？　なわけはない！

　わたしは直感的に、その正体を覚った。

　魚ぎよ雷らい!?　何の警告も無しに!?

　硬こう直ちよくしたわたしの前で、兄が不可解な仕草を見せた。右手を海中の、迫り来る黒い影へ向けて差し伸べたのだ。




　ＣＡＤも持たず、そんな真ま似ねに何の意味があるというの？




　貴方あなたは一応でも、魔ま法ほう師しでしょう!?




　わたしは八つ当たり気味に、心の中でそう罵ののしっていた。何もできない自分に対する苛いら立だちを、訳も分からない真似をしている兄に対する苛立ちに上乗せして。

　そしてわたしは、すがりつく思いで桜井さんの横顔を見上げた。お母様のガーディアンである桜井さんが、役に立たない兄やわたしの代わりにきっと何とかしてくれるはず、と現実逃避の代わりに決めつけていた──けれど。

　わたしの予想は外れた。

　桜井さんが魔法を発動するより早く、

　兄から、雲間に閃ひらめく稲いな妻ずまの如ごとき強力な魔法が放たれた。

　あまりに一いつ瞬しゆんのことで、魔法が発動した兆候だとすぐには分からなかったほどだった。

　魚雷が二本とも、海の底へ沈んで行く。

　沈みながら黒い影が広がりを増しているのは、魚雷がバラバラに分解されたから？




　この人がやったの……？




　何の補助具も無しに……？




　心の中で疑問と否定の言葉をいくら並べてみても、魔法師としてのわたしはこの現象が間違いなく兄の魔法による事象改変、構造情報への干かん渉しようによる構造体の分解という極めて高度な術式の所産と理解していた。




　相手の魔法を無効化する以外、目立った魔法技能を持たないはずの、この人が……？




　もしかしてわたしは、この兄のことを何も知らない？




　兄のことを、全く分かっていない？




　桜さくら井いさんが水面下に魔ま法ほうを叩たたき込こんでいる傍かたわらで、わたしは兄の背中を見み詰つめたまま、長なが椅い子すの上で居いすくまっていた。







　［７］西暦二〇九五年十一月六日／四葉本家・応接室




　窓の外を見ていた達たつ也やが、急に、出入り口の方へ振り返った。

　この屋や敷しき、外見は伝統的な日本家屋だが、中は無節操なまでに和洋折せつ衷ちゆうだ。

　和洋混在、と表現する方が適切かもしれない。部屋によって純和風だったり純洋風だったりしている。

　この応接室──「謁えつ見けん室しつ」は純洋風だった。壁かべ紙がみも天てん井じようも床ゆかも窓も照明も調度品も全すべて洋風。出入り口も外開きの木の扉とびらだ。

　その扉が達也の視線の先で「コンコンコンコン」と音を立てた。

　深み雪ゆきがソファに座ったまま「どうぞ」と応えると、「失礼します」という声と共に扉が開いて、着物の上にエプロンを着けた「女中さん」が姿を見せた。……「メイドさん」よりはこの屋敷のイメージに合っている、とは思うが、時代錯さく誤ごという印象は拭ぬぐい去されない。

　その「女中さん」は深々とお辞じ儀ぎをしてから、身体からだを横にずらした。

　彼女の後ろには、スーツ姿の男性が立っていた。

　その男性は、達也が良く知っている人物だった。

　深雪が片手で口元を押さえた。「あっ」という形に開かれた口を隠かくす為ためにだ。

　達也ほどではないが、深雪も一応、その男性の素性は知っている。

　男が部屋の中に入ると、女中はもう一度お辞じ儀ぎをして、事情説明も無く扉とびらを閉めた。彼女は単なる案内役だったようだ。

「久しいな、達たつ也や。先週会ったばかりだが」

　矛む盾じゆんしたあいさつを淡たん々たんと告げたのは、独立魔ま装そう大隊隊長の風かざ間ま玄はる信のぶだった。

「少しよう佐さ……何な故ぜ、いえ、叔お母ばに呼ばれたのですか？」

　達也は理由を問い掛けて、途と中ちゆうで「質問」を「確認」に差し替えた。風間の方から四よつ葉ば本家を訪問する理由など無いのだから、四葉が独立魔装大隊の隊長を呼び出したのは明らかだった。

「そうだ。貴官が同席するとは聞いていなかったが」

「……申し訳ありません」

　謝罪を口にしたのは、風間の入室と同時に立ち上がっていた深み雪ゆきだった。

　風間のセリフは単に事実を述べただけのものだ。彼はそのようなことで気分を害するほど狭きよう量りような男ではない。

　それを知っている達也は肩をすくめるだけで済ませたが、深雪は身内の不ふ手て際ぎわをスルーできなかったようだ。

「気にする必要は無い」

　風間と深雪はそれほど接点を持たない。

　達也抜きでは一度も顔を合わせたことが無いはずだ。

　だから風間も、第三者が同席している場では、深雪に対してこれ程ざっくばらんな話し方はしない。しかし同席者が達也だけの場合は、どうしても「達也の妹」という認識になってしまうようだ。

　ただ、会った回数が少ないといっても、知り合った時期は達也と同じだ。

　風間との付き合いは、三年前のあの事件から続いている。







　［８］西暦二〇九二年八月五日／沖縄・別荘




　国防軍の沿岸警備隊が駆かけつけた時には、不ふ審しん潜せん水すい艦かんは姿をくらませた後だった。

　桜さくら井いさんは領海内に侵しん入にゆうされて気づかないなんて言語道断の不ふ祥しよう事じ、と憤いきどおっていたけど、わたしは正直なところあまり関心を持てなかった。

　責任を追つい及きゆうするよりも、少し休みたかった。

　肉体的な疲れよりも、精神的な疲れの方が大きい。

　警備隊の責任者から事情を聴ききたいと言われたけれど、あの時はとてもそんな気になれなかった。それはわたしだけでなく、お母様と桜井さんも同じ意見だった。だから訊ききたいことがあれば後で訪ねてきてもらうことにして、わたしたちは別べつ荘そうに戻った。

　わたしは今、自室で横になっている。

　時間を掛けてシャワーを浴びたけど、頭の中はすっきりしないままだ。

　梅つ雨ゆ時どきの雲の様に頭の中に居座っているもやもやは、兄が見せたあの魔ま法ほう。わたしの感覚に間違いが無ければ、対象物の構造情報を直接改変することによる対象物の分解。

　でも、わたしの記き憶おくに間違いが無ければ、構造情報に対する直接干かん渉しようは魔法として最高の難度にランクされるもののはずだ。わたしには真ま似ねできないし、お母様や叔お母ば様にも多分無理だろう。

　それをあの人は、ＣＡＤも使わずに……。

　あの人は、魔法の才能が乏とぼしかったから、後こう継けい者しや候補から外されたのではないの？

　魔法が思うように使えないから、わたしの護衛になったのではないの？

　わたしはずっと、そう聞かされて来たし、無系統対抗魔法「術式解散グラム・デイスパージヨン」以外で、あの人がレベルの高い魔法を使ったのを見たことが無かった。

　現代魔法の主流である系統魔法を上う手まく使えないから、高い身体能力と固有技能とも言える対抗魔法を活用することで、四よつ葉ばの中に居場所を作った──それが、兄をわたしのガーディアンにした理由だったはずだ。

　分からない。

　知らない。

　家族なのに、兄妹なのに、わたしは何も理解していない。

　理解していないということさえ、わたしは今日まで知らなかった。

　愕がく然ぜんとした。

　考えてみれば、中学生になって本格的に家を離れるのは、今回の旅行が初めてだ。

　本当の意味で、兄が独ひとりでわたしの護衛についたのは、昨日が初めてではなかっただろうか？

　わたしが六歳、兄が七歳。

　それが、兄が護衛役に、わたしが護衛対象になった年と齢し。

　あれから六年、兄はわたしの護衛を務めている。

　でも小学生の子供に、誘ゆう拐かいや暴行の怖おそれがある護衛対象を任せきりにするはずも無く。

　そうか、だからわたしは、あの人の真価を、あの人の本当の力を知らないんだ……。

　じゃあ、誰だれに訊きいたらあの人の本当の姿が分かるのだろう？　誰が本当のあの人を知っているのだろう？

　お母様？　桜さくら井いさん？　それとも叔お母ば様？

　思考の迷路から脱だつ出しゆつする糸口を見つけた、と思ったちょうどその時、ドアがノックされた。

　不意を突つかれたわたしは慌あわててベッドから起き上がり、手て櫛ぐしで髪を整えながら用件を訊たずねた。

「お休みのところすみません。防衛軍の方が、お話をうかがいたい、とのことですが……」

　桜井さんの躊躇ためらいがちな声が扉とびらの外から用件を告げる。

「わたしに、ですか？」

　ドアを開けると同時に、わたしは問い返した。あまり礼れい儀ぎ正しい態度じゃないけど、分かっていながらそういう振ふる舞まいをしてしまう程に、わたしは驚おどろいていた。

「ええ……私と達たつ也や君で訊きたいことには答えると言ったんですけど……」

　桜井さんはすごく申し訳なさそうな顔をしているけど、別に彼女が悪いわけじゃないし……そんなに恐きよう縮しゆくされると、こちらが心苦しくなってしまう。

「分かりました。リビングですか？」

　桜井さんが頷うなずくのを見て、着替えてからすぐに行く旨むねを告げた。




　事情聴ちよう取しゆうに来た軍人さんは、風かざ間ま玄はる信のぶ大たい尉いと名乗った。

　一通り自己紹介を済ませると、大尉さんは早速本題に入った。

「……では、潜せん水すい艦かんを発見したのは偶ぐう然ぜんだったんですね？」

「発見したのは副長さんですから。どのような経けい緯いで発見に至ったかは、あちらに訊いてください」

「何か、船せん籍せきの特定につながるような特とく徴ちように気がつきませんでしたか」

「相手は潜せん航こう中ちゆうだったんですよ。船籍の特定なんて素人しろうとには無理です。例え浮上していたとしても、潜水艦の特徴なんて分かりません」

　質疑応答は大尉と桜井さんの間で行われていた。

　お母様は桜井さんに全すべて任せているご様子だったし、わたしはあの時冷静さを失っていて、口を挿はさみたくてもお話できることは無かった。

「魚ぎよ雷らいを撃うたれたそうですね？　攻こう撃げきされた原因に何か心当たりは？」

「そんなものありません！」

　桜井さんはかなりイラついているようだ。彼女は最初から国防軍の対応に不満を持っていたし、今の「何か余計なことでもしたんだろう」と言わんばかりの質問にはわたしも少しカチンと来たから、桜さくら井いさんが怒いかりを覚えても無理はない。

「──君は何か気づかなかったか」

　桜井さんに睨にらまれた大たい尉いさんは、兄に問いを向けた。それは、特に深い意味の無い行為だったのかもしれない。刺とげ々とげしくなった雰ふん囲い気きを和らげる為ために、目先を変えただけかもしれない。

「目もく撃げき者しやを残さぬ為に、我々を拉ら致ちしようとしたのではないかと考えます」

　しかし兄の回答は、違和感を覚えるほどはっきりしたものだった。

「拉致？」

　大尉さんも意外感を露あらわにして、同時に面白そうな目をして、兄に説明を促うながした。

「クルーザーに発射された魚ぎよ雷らいは、発はつ泡ぽう魚雷でした」

「ほぅ……」

　はっぽう魚雷？　……発泡魚雷、かしら？　泡あわを作り出す魚雷、という意味よね……？

「発泡魚雷？　何ですか、それ？」

　わたしが首を捻ひねっていると、代わりに桜井さんが兄に訊たずねてくれた。

　大尉さんに訊きかなかったのは、彼女もまだ気持ちが治まっていないからだと思う。

「化学反応で大量の泡を長時間作り出す薬品を弾だん頭とうに仕込んだ魚雷です。泡に満たされた水域ではスクリューが役に立たなくなります。重心の高い帆はん船せんならば転てん覆ぷくする可能性も高い。そうして相手を足止めし、事故を装って乗組員を捕ほ獲かくすることを目的とした兵器です」

「何な故ぜそう思う？」

　大尉さんは兄のことを、とても興味深げに見ている。

　わたしは、こんなことを知っている兄に、ただ驚おどろいていた。

「クルーザーの通信が妨ぼう害がいされていましたから。事故を偽ぎ装そうする為には、通信妨害の併へい用ようが必ひつ須すです」

　そして、あの状じよう況きようで通信が不調だったことまでしっかり見ていたことに、もっと驚いた。

「……兵装を断定する根拠としては、いささか弱いと思うが」

「無論、それだけで判断したわけではありません」

「他にも根拠があると？」

「はい」

「それは？」

「回答を拒きよ否ひします」

「…………」

　何の躊躇ためらいも無く、あっさり告げられた黙もく秘ひの表明に、大尉さんは言葉を失っていた。

　いえ、絶句したのはわたしと桜井さんも同様だったけど。

「根拠が必要ですか？」

「……いや、不要だ」

　更さらに畳たたみみ掛かけていく兄を、大たい尉いさんは少し、持て余しているように見えた。

「大尉さん、そろそろよろしいのではなくて？　私わたくしたちに、大尉さんのお役に立てるお話はできないと思いますよ」

　自己紹介をしたきりでずっと沈ちん黙もくを守っていらしたお母様が、いきなり、退たい屈くつそうな声でそう仰おつしやった。

　退屈そうで、それでいて抗あらがい難がたい声。

　そこに込められた拒きよ絶ぜつの意思に、大尉さんはすぐ気づいてくれた。

「そうですな。ご協力、感謝します」

　大尉さんはおもむろに立ち上がり、敬礼しながらそう言った。
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　大尉さんたちのお見送りは、わたしと兄が出た。

　表の通りに車が止めてあって、体格の良い兵隊さんが二人、背筋を伸ばして立っている。

　その内の一人が、兄の顔を見て目を見張った。

　わたしもその顔に見覚えがあった。昨日の夕方、散歩道で絡からんできた「レフト・ブラッド」の不良軍人──。

「なるほど」

　兵隊さんの驚きよう愕がくの表情を見て、風かざ間ま大尉はすぐ、訳知り顔で頷うなずいた。

「ジョーを殴なぐり倒たおした少年というのは君だったのか」

　大たい尉いさんの言葉に、わたしは反射的に身構えた。

　しかし、大尉さんの顔が楽しげに笑っているのを見て、身体からだの力が抜けた。

　兄の身体は、何の反応も示さなかった。

「その若さで裏当てを修得しているとは驚おどろくべき天分だな」

　足の爪つま先さきから頭の天てつ辺ぺんまで繁しげ々しげと観察されても、兄は嫌いやがる素振りすら見せない。

　でも「裏当て」って何だろう？

　とても高度な技術みたいな言い方だけど……。

「桧ひ垣がき上等兵！」

　怒ど鳴なりつけるような大声で名前を呼ばれて、昨日の不良兵士がビクッと身体を震ふるわせた。

　強い視線を向けられ、慌あわてて大尉さんの前に走って来た。

　敬礼して、それから直立不動で固まった上等兵に、大尉さんはジロリと一いち瞥べつをくれる。

　そして、兄へと向き直り、頭を下げた。

「昨日は部下が失礼をした。謝罪を申し上げたい」

　意外な光景に、わたしは何を言えばいいのか分からなくなっていた。

　腕を後ろに組んで、足を開いて、頭を軽く下げただけの、世間的な作法から見れば随ずい分ぶんとぞんざいな頭の下げ方だけど、大たい尉いのような厳いかつい軍人さんが、兄のような子供に潔く謝罪するなんて意外すぎた。

「桧ひ垣がきジョセフ上等兵であります！　昨日は大変、失礼を致いたしました！」

　大尉さんの言葉に続いて、桧垣上等兵が昨日とは打って変わった鯱しやちほこ張ばった態度で口上を述べ、大尉さんと違って深々と頭を下げた。

　元々そんなに悪い人じゃないみたいだ。

　そしてそれ以上に、大尉さんのことを怖おそれているように見えた。

「──謝罪を受け容れます」

　一呼吸置いて、兄が答えた。

「ありがとうございます！」

　わたしにも異論は無い。

　そもそも最初から口を挿はさむつもりは無かった。

　桧垣上等兵を従えてオープントップの大型車へ向かった風かざ間ま大尉が、三歩も歩かない内に足を止め、振り返った。

「司し波ば達たつ也や君、だったか？　自分は現在、恩おん納な基地で空くう挺てい魔ま法ほう師し部隊の教官を兼けん務むしている。都合がついたら是ぜ非ひ、基地を訪ねてくれ。きっと、興味を持ってもらえると思う」

　風間大尉はそう言い残して、兄の返事を待たず、車に乗り込んだ。
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　バカンス三日目は、朝から荒あれ模も様ようだった。

　空はどんより曇くもって、強い風が吹いている。

　東の海上から熱帯性低気圧が接近しているらしかった。

　ここまで来て台風に成長することは無い、とのことだったけど、台風の一歩手前、くらいの低気圧らしい。

　今日はマリンスポーツを避さけた方が良いと、どのチャンネルでも言っていたけど、この天気の中をわざわざビーチへ出ようとは思わない。沖おきに出るなど論外だ。

　ここには二週間の滞たい在ざいを予定しているのだから、一日や二日、無理をする必要は無い。

「今日のご予定はどうなさいますか？」

　お母様に焼きたてのパンを渡しながら、桜さくら井いさんがそう訊たずねた。

「こんな日にショッピングもちょっと、ねぇ……」

　チョコンと首を傾かしげて独ひとり言ごとの様に呟つぶやくお母様。こんな仕草をすると、まるで少女のように清せい楚そで可愛かわいらしい。今いま更さらだけど、本当にお若い。

「どうしようかしら？」

　逆に質問されて、桜井さんも食事の手を止め首を傾げた。

　彼女も大たい概がい若く見える人だけど、お母様と比べると桜井さんの方が「お姉ねえさん」に見えるわね……実じつ年ねん齢れいはお母様の方がずっと上なんだけど。

「そうですね……琉りゆう球きゆう舞ぶ踊ようの観覧なんて如何いかがでしょうか？」

　桜井さんはそう言って、壁かべに掛かったディスプレイのスイッチを入れた。

　手元のコントローラーをチョコチョコ操作して、琉球舞踊公演の案内を呼び出す。

「衣装を着けて体験もできるみたいですよ」

「面白そうね。深み雪ゆきさんはどう思いますか？」

「わたしも面白そうだと思います」

「ではお車の手配をしておきます。ただ、一つ問題が……」

　わたしとお母様が頷うなずき合あうのを見て、桜井さんは少し、顔を曇くもらせた。

「この公演は女性限定なんです」

　あっ、本当だ。動画映像の下の案内にそう書いてある。

　じゃあ、兄は……

「そう……」

　お母様は小さく千ち切ぎったパンを口に運んでモグモグと召めし上あがった。

「……達たつ也や、貴方あなた、今日は一日自由にして良いわ」

「はい」

「確か昨日の大たい尉いさんから基地に誘さそわれていたわよね？　良い機会だから見学して来なさい。もしかしたら訓練に参加させてもらえるかもしれないし」

「分かりました」

　自由に、と言いながら、お母様は思いつきのままに、兄にそう命じた。

　兄は不満も不平も見せず、それを無表情に受け容れた。

　いつもどおりに。

「あの、お母様！」

　何な故ぜそんなことを言い出したのか、自分でも分からない。

「わたしも、に、兄さん、と、一いつ緒しよに行っても良いですか？」

　わたしの唇くちびると舌と声帯は、勝手にそんなことを口走っていた。──兄さん、と発音するのに嚙かんでしまったのは、普ふ段だん心の中で「兄」とか「あの人」としか呼んでいないからに違いない。別に、緊きん張ちようしたわけではない……はずだ。

「深み雪ゆきさん？」

　自分でも唐とう突とつな発言と思う。予想されたことだけど、お母様から訝いぶかしげな目を向けられてしまった。

　ううっ、居心地が悪い……！

「あっ、えっと、わたしも軍の魔ま法ほう師しがどんな訓練をしているのか興味がありますし、その、ミストレスとして自分のガーディアンの実力は把は握あくしておかねばと思いますので……」

「そう……感心ね」

　ミストレス、と口にするのに、すごく抵てい抗こうがあった。

　それはともかく、わたしの苦くるし紛まぎれな言い訳を、お母様は信じてくださったご様子。

　何となく、罪悪感……。

　でも、噓うそをついているつもりは無いのだ。──噓とか出任せとか以前に、自分の本心が解っていないのだから。

「達也、聞いてのとおりです。基地の見学には、深雪さんが同行します」

「はい」

「ついては、一つ注意しておきます。人前では、深雪さんに敬語を使ってはなりません。深雪さんのことは『お嬢じよう様さま』ではなく『深雪』と呼びなさい。深雪さんが四よつ葉ばの次期当主だと覚られる可能性のある言動は禁止します」

「……分かりました」

　今度は、兄が頷うなずくまで少し間があった。

　戸と惑まどいを覚えているのは兄だけではない。

　わたしも絶ぜつ賛さん当とう惑わく中ちゆうだ。「候補」が抜けていたことについて、ではなく、兄から「深雪」と呼ばれた場面を想像して。

「くれぐれも勘かん違ちがいをしてはなりませんよ。これはあくまで、第三者の目を欺あざむく為ための方便です。深み雪ゆきさんと貴方あなたの関係に何らの変へん更こうもありません」

　小さな違和感を誘さそうお母様のお言葉に、兄は短く「肝きもに命じます」とだけ答えた。




　　　　◇　◇　◇




　わたしたちはバカンス中だけど、相手はお仕事中で場所は国の機関だ。失礼にならないようにわたしは露ろ出しゆつが少なめで柄がらも控ひかえ目めな半はん袖そでワンピースに紫し外がい線せん防止のシースルーカーディガン、兄は無地の半袖ポロシャツにサマージャケット、足あし首くび丈たけの綿パンツという出で立ちで風かざ間ま大たい尉いの基地を訪れた。

「防衛陸軍兵器開発部の真さな田だです」

　基地で出迎えてくれた軍人さんはそう名乗った。階級は中ちゆう尉いさんだそうだ。それを聞いて、兄が驚おどろいた顔を見せていた。

　何な故ぜだろう……他人の前の方が、この人は表情が豊かな気がする。

「どうかしましたか？」

「いえ……まさか士官の方にご案内いただけるとは思っておりませんでしたので。それにここは空軍基地だと聞いておりましたから」

　真田さんは兄の言葉を聞いて口元をほころばせた。少し態度に親密度が増した感じだ。

「軍のことに詳くわしいんですね、君は」

「格かく闘とう技ぎの先生が元陸軍の方なんです」

「ああ、なるほど……。空軍の基地に陸軍の技術士官がいるのは、本官の専門が少々特とく殊しゆで人材が不足しているからですよ。案内を下士官に任せなかったのは……君に期待しているから、ですね」

　そう言って真田中尉は人好きのする笑みを浮かべた。それほどハンサムな人じゃないけど、相手に警けい戒かい感かんを与えない愛あい嬌きようがある顔立ちだと思う。

　ただ、兄は何故か、その笑顔を見て身構えた、様に見えた。




　真田さんに案内された先は、天てん井じようの高い体育館だった。体育館、というのは、あくまでもわたしが知っている物の中で一番印象が近いというだけで、本当は別の呼び方があるのかもしれないけど。

　そのビルの五階建てくらいありそうな高さの天井から、何本もロープがぶら下がっていて、兵隊さんたちが大勢、ロープを登っては天井近くから飛び降りる、を繰り返している。パラシュートなんて背負っていない。そもそもこの程度の高さでパラシュートが役に立つかどうか怪あやしいものだけど、普ふ通つうなら骨折くらい当たり前の高さだと思う。

　加速系魔ま法ほう・減速術式か……。

　およそ、五十人前後。

　ロープを登り降りしている兵隊さんたちは、全員、魔ま法ほう師しだ。

　レベルはそれほどでもないようだけど、この基地にいる魔法師がこれで全部ということはないだろう。一地方基地にそれだけの数の魔法師を揃そろえているなんて……さすがは国境最前線ということかしら

　例の不良兵士、ええと、桧ひ垣がき上等兵の姿も見える。

　あの人、魔法師だったのね……

　風かざ間ま大たい尉いはわたしたちのことを待っていた。それは、真さな田ださんを迎えに出した時点でわたしたちが来ていることは分かっていたのだろうけど、訓練の監かん督とくを部下に任せてわたしたちの到着を待ち受けているなんて思わなかった。

　いえ──待ち受けていたのは「わたしたち」じゃなくて、兄を、か。

「早速来てくれたとは、軍に興味を持ってもらっていると解かい釈しやくしてもいいのかな？」

　風間大尉は厳いかつい顔に不器用な笑みを浮かべて、兄にそう話し掛けた。

「興味はあります。ただ、軍人になるかどうかは決めていません」

「まあ、そうでしょうな。まだ中学生でしたか？」

　昨日とは異なる言こと葉ば遣づかいは、なにがしかの下心──と言っては酷こくかもしれないけど──を感じさせた。

「中学生になったばかりです」

「十二、いや、十三歳ですかな？　それにしては落ち着いている」

「十三歳です」

　兄は大尉さんの質問に、無難な受け答えをして見せた。正直、意外感を禁じ得なかったが、すぐにそれがわたしの思い込みによる誤解に過ぎないと思い至る。

　学校での兄は優等生なのだ。小学校でもそうだし、入ったばかりの中学校でも、魔法と関係の無い部分ではずっと優等生だった。

　社交的とはお世辞にも言えないけど、同級生や後こう輩はいから色々な場面で頼りにされてきたし、先生方にも一目置かれている。

　もし魔法とは関係の無い家に生まれていたなら。

　四よつ葉ば家当主の甥おいでなかったら。

　お母様の息子でなかったら。

　わたしの兄で、なかったら。

　……考えても意味は無い、か。

　それは、もしわたしが「四葉」深み夜やの血を引いていなかったら、という仮定に等しい。

　わたしが気持ちを切り替えている内に、いつの間にか、ロープ登りの訓練に参加してみないか、という話になっていた。もちろんわたしは関係なくて、兄が、だ。

「いえ、僕は魔ま法ほうがそれほど得意じゃありませんから」

　僕、という一人称を聞いて、背中がむずがゆくなった。お母様から普ふ通つうに見えるよう、注意を受けたからかしら？

　似合ってないんですけど……いえ、そんなことよりも！

「あの、兄さんが」

　またしても、「兄さん」と口にするのに、強い違和感を覚えた。

　どうして？

　この人がわたしの兄であるのは、紛まぎれもない事実なのに。

「魔ま法ほう師しだと、何な故ぜ分かったんですか？」

　でもこんなところで詰つまったりしては、不自然極まりない。

　それより、こっちの方が重要だった。

　兄は普ふ段だん、ＣＡＤを身につけていない。呪じゆ符ふとか金こん剛ごう杵しよとかの伝統的な補助具も、当然持っていない。

　お母様とわたしは携けい帯たい端たん末まつ形態フオルムのＣＡＤを愛用していて、一目見て魔法師だと分かる格好をしていたのは桜さくら井いさんだけのはずだ。

　もしかして、わたしたちの素性を調べている……？

「……何となく、ですかな」

　風かざ間ま大たい尉いはわたしから質問を受けるとは思っていなかったみたいで、少し意外そうな顔をしてから、真面目くさった表情であまり真しん剣けん味みの感じられない答えを返してくれた。

　何となく、って、何それ？

　はぐらかすつもり!?

「別に、韜とう晦かいしているつもりは無いのですが」

　──っ!?

　まるで心を読まれたようなタイミングに、わたしは顔を強こわ張ばらせてしまう。

「何百人も魔法師を見ていると、雰ふん囲い気きで分かるようになるのですよ。魔法師か、そうでないか。強い魔法師か、弱い魔法師か」

　いけない、と思いつつ、動どう揺ようが顔に出るのを抑おさえられない。

「ところで何故そのようなことを気に掛けるのですかな？」

　まずい……！

　過か敏びんな反応をして、不ふ審しんを持たれてしまった。

　お母様から、四よつ葉ばとのつながりを覚られないよう言われていたのに。

「すみません、僕が魔法の才に乏とぼしいことを、妹は気き遣づかってくれていて……普段から少々神経質になっているんです」

　──焦あせるばかりでどうしたらいいか分からなくなっているわたしの盾たてになってくれたのは、兄だった。

「そうですか。いや、良い妹さんだ」

「ありがとうございます。自じ慢まんの妹です」

「ははっ、仲が良くて羨うらやましい」

　わたしにとっては痛つう烈れつな皮肉にしか聞こえないセリフだ。

　でも多分、兄にそんな意図は無い。

　単にわたしが困っていたから、助けてくれただけ。

　そんなことも分からないほど、ひねくれてはいないつもりだ。

　でも何な故ぜ、そんな風に気き遣づかってくれたのだろう？

　わたしが答えに窮きゆうしても、ガーディアンの役目とは関係が無いのに。

　四よつ葉ばの秘密主義を守ったって、兄には何の利益も無いのに。

　叱しかられるのはわたしだけなのに。

　何故、普ふつ通うの兄妹のように、兄が妹をかばうように、わたしのことをかばってくれたんだろう……？
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「それにしても、聞きしに勝る秘密主義だな」

　達たつ也やと会話する中で、前後の脈みやく絡らく無く唐とう突とつに呟つぶやいた風かざ間まのセリフが、深み雪ゆきの意識に引っ掛かった。

「分かりますか？」

「俺おれを誰だれだと思っている」

　達也は苦笑いを浮かべながら軽く一礼して、風間に対し謝罪の意を表した。

「敷しき地ちの中に招き入れられるまで分からなかったが……最前線の野戦病院ほどではないにしても、これほど濃のう密みつな死の臭においが漂ただよう場所は滅めつ多たにないぞ」

　風間の歯に衣きぬを着せぬ評価に、深雪が思わず眉まゆを顰ひそめた。

　おそらくは無意識であろう妹の表情の変化を、達也は「無理もない」と思った。

「悪名高き第四研の跡あと地ちですからね、ここは」

「死（四）の魔ま法ほう技能師開発第四研究所か……地上の建物を見ただけでは到とう底てい分からんな」

　現代魔法の勃ぼつ興こう期き、先進各国と同様、日本に設もうけられた魔ま法ほう師開発の研究機関。第一から第十まで置かれた研究所の内、今も稼か働どうしているのはその半数。残る半数は魔法師の人権が回復するに連れて、研究内容が非人道的との理由から次々と閉へい鎖さされた。

　中でも人道、人命を無視した研究が行われていたと噂うわさされたのが魔ま法ほう師し開発第四研究所、通つう称しよう「第四研」だ。

　第四研は研究内容の機密性が特に高いという理由でその所在すらも明らかにされぬまま、ただ閉へい鎖さされたということのみが発表された。

　旧第四研の中ちゆう枢すうは、この四よつ葉ば本家の屋や敷しきの地下にある。

　第四研で開発された魔法師こそが、唯ゆい一いつ「四」の番号を与えられた四葉だった。

　苗みよう字じに四の字を持つ魔法師は四葉以外にも「四よ方も」や「四し方ほう堂どう」、「四わ月た一ぬ日き」などが知られているが、彼らは十師族、師補十八家とは無関係。第四研とは無む縁えんに偶ぐう然ぜん「四」の字を姓に持つだけであり、第四研由来の魔法師は四葉だけである。

「研究施し設せつは全すべて地下にありますから。この屋敷だけでなく、この村の家屋は全て偽ぎ装そうした第四研の研究施設なんですよ」

「そうらしいな。俺おれも三年前に初めて知った時には驚おどろいた」

「まあ、地上施設は今でも魔法師の性能試験に使われていますし、この屋敷の武道場は特に使用頻ひん度どが高いものですから……少しよう佐さが嗅かぎ付つけられた死し臭しゆうは、淘とう汰たされた魔法師の死体のものではないかと」

「そうやって、文字通り死と隣となり合あわせで鍛きたえ上あげられたのが、四葉のガーディアンということか。なるほど、軍に入隊してから少しばかり鍛えた程度では、子供にも敵かなわぬわけだ」

　初めてそれを知った時、深み雪ゆきは実際に両手で耳を塞ふさいでしまった。

　今は、その事実を正面から受け止めることができる。

　しかし今でも、胸を突つき刺さす痛みは無くならない。

　この痛みに慣れることはできない。

　自分がこの痛みに慣れてしまう日が決して来ないことを、深雪は願っていた。
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　わたしたちが見学を始めてから、程なくしてロープ登りの訓練が終わった。

　ロープ登りが終了すると、今度は組手。格かく闘とう技ぎに興味がある人には面白いかもしれないけど、空手と拳けん法ぽうの区別もつかないわたしは正直なところ、すぐに退たい屈くつしてしまった。

　このまま見ているだけでは、兄の実力を確認することもできない。

　わたしだけ先に失礼させていただこうかな……。いえ、ダメね。兄がわたしから離れるはずもないし、そうすると何を見に来たのかということになってしまう。それはいくらなんでも、失礼すぎる。せめて、あの人が組手をするところが見られれば良いのだけど……。

　そんなわたしの、心の声が聞こえた、わけは無いけれど。

「司し波ば君、見ているだけではつまらないだろう？　組手に参加してみないか？」

　風かざ間ま大たい尉いに誘さそいを掛けられ、あの人はわたしの方をチラリと見た。

「そうですね、せっかくですからお願いします」

　今の……退屈していたことを、完全に見み透すかされた？

　カーッ、と顔に血が上る。

　意地悪、意地悪、意地悪っ！

　なんでこんな、気がつかなくても良いところばかり気づくのよ！

　──あの人は失笑の欠片かけらすら浮かべておらず、こんなものは子供っぽい八つ当たりに過ぎない、と理性の戒いましめる声がする。

　でもわたしの感情は、あの人を糾きゆう弾だんし続けている。




　に、兄さんなんて、滅め茶ちや苦く茶ちやにやられてしまえばいいのよ！




　心の中で叫んだだけなのに、わたしは「兄さん」という呼び方に対する違和感を消し去れなかった。

　もっと別に、あの人に相応ふさわしい呼び方が、本当はある、とでも言うかのように。

　それは一体……？

　わたしは、自分の心が、良く分からなくなっていた。




　兄の相手に呼ばれたのは、二十代後半から三十代前半と思おぼしき中肉中背の軍ぐん曹そうさんだった。

「司波君、遠えん慮りよは要らないぞ。渡と久ぐ地ち軍曹は学生時代、ボクシングで国体に出た実力者だ」

　魔ま法ほう抜きでも全国レベルの実力者、ということだろうか？

　ステップを踏まず足先を滑すべらせて、小刻みに距離を詰つめる動作は、ボクシングというより空手の試合に近い気がするけど、沖縄のボクシングはこういうスタイルなのかしら？　それともこれが空軍流？

　そんな素人しろうと考えに気を取られている内に、組手はあっさり終わってしまった。

　フッと訪れた意識の間かん隙げき。その一いつ瞬しゆんにスルスルと間合いを詰つめた兄が、右手を突つき出だした。

　これは結果から導き出した想像だ。

　実際にわたしが見たのは、いつの間にか渡と久ぐ地ち軍ぐん曹そうの懐ふところに飛び込んで、右手を鳩尾みぞおちに突き刺している兄の姿。

　軍曹さんは声も無く崩くずれ落おち、両りよう膝ひざをついて何とかそれ以上倒れるのを免まぬがれている。

「渡久地！」

　見物していた軍人さんが慌あわてて駆かけ寄よって、脂あぶら汗あせを流す軍曹に応急処置（と思う）を始めた。

　兄は最初の位置まで下がって軽く一礼した。

　その姿は倒した相手に対して敬意を示しているようにも、自分の勝利を誇こ示じしているようにも見えた。

「これはこれは……」

　風かざ間ま大たい尉いがわたしの隣となりで感心したように呟つぶやく。真さな田だ中ちゆう尉いは目を丸くして絶句している。

「南は風え原ばる伍ご長ちよう！」

「ハッ！」

　大尉の声に、二十代半ばくらいの軍人さんが威い勢せい良く進み出た。

　さっきの軍曹さんより瘦やせているけど、ひ弱な印象はまるきり無くて、炎と鎚つちと水と砥と石いしで余分なものを削そぎ落おとし不純物を取り除いたかの如ごとき、鍛たん造ぞうされたシャープな刃は物もののようなイメージがある人だ。こうして指名されたことから考えても、おそらく、さっきの軍曹さんより腕は上。

「手加減など考えるな。全力で行け！」

「ハッ！」

　答えると同時、南風原伍長が兄に襲おそい掛かかる。

　そんな、無茶よっ！

　正面から本気で闘って手て練だれの軍人に十三歳の少年が敵かなうはずがないじゃない！

　わたしの口から「止めて！」という叫びが漏もれそうになった。

　でもそれは、実際の言葉にはならなかった。

　ほぅ、と感かん嘆たんのため息があちこちから聞こえる。

　あの人は伍長さんの猛もう攻こうを危なげなく躱かわしている。

　霞かすんで見えるほどのスピードで繰り出されるパンチを、キックを、それ以上のスピードで。

　紙一重、ではなく余よ裕ゆうを持って。

「実戦的ですね、彼は。相手が暗器を持っている可能性を想定した間合いの取り方です」

「そうだな」

　大たい尉いと中ちゆう尉いの会話は半分も意味が分からなかったけど、兄が互ご角かく以上にやり合っているということだけは素人しろうと目めにも分かった。

　だって、伍ご長ちようさんの表情には余よ裕ゆうが無い。

　攻せめ立たてながら、焦あせっている。

　あっ！

　あの人が反はん撃げきに出た。

　でも、伍長さんもさすがだわ。

　今度は兄のパンチを右、左、右、左と外側に弾はじいてさばき、無防備になったところへ、カウンター!?

　思わず目を閉じそうになったけど、心の何ど処こかに「そんな必要は無い」と冷静に囁ささやく自分がいた。

　あの人がこの程度のことでやられてしまうはずはない、と。

　伍長さんの右手が兄を捉とらえる、と見えた瞬しゆん間かん、

　兄の身体からだは、伍長さんの脇わきをすり抜けていた。

　あの人の右手が、南は風え原ばる伍長の右みぎ袖そでの、肘ひじの上辺りを摑つかんでいる。

　伍長さんに引っ張られる形で兄の身体が止まり、南風原伍長の身体が回転して兄に脇わき腹ばらを見せる。

　そこへ、音も無く踏み込んだ兄の、右みぎ肘ひじが突つき刺ささった。

　ぐぁっ、と呻うめき声ごえを上げて二歩、三歩とよろめく伍長さん。

　大尉さんから「そこまで！」と終了の合図が掛かった。




　手当を受けた南風原伍長とあの人が握あく手しゆを交わし、その周りに人ひと垣がきができている。

　手て荒あらい称しよう賛さんが浴びせられる中に、大尉さんが割り込んで行く。

　わたしはポッカリ空いた人垣の隙すき間まを、大尉さんの後に続いた。

「南風原伍長にまで勝利するとは大したものです。彼はこの隊でも指折りの実力者なのですよ？」

　このセリフは真さな田だ中尉。

「まさかここまでの腕とは思わなかった。何か、特とく殊しゆな訓練でも受けているのですかな？」

　風かざ間ま大尉は、見定めるような目つきで兄を見ている。

「いえ、特殊なことは何も。強いて言うなら母の実家に道場がありまして、そこで稽けい古こをつけてもらいました」

「ほぅ……」

　完全に納得しているようには見えないが、取とり敢あえず、これ以上の詮せん索さくはしない、という顔つきで大尉さんが頷うなずく。

「しかしこのままでは恩おん納な空くう挺てい隊たいの面目は丸まる潰つぶれですな……もう一手、お付き合い願えませんか」

　詮せん索さくをしない代わりに、大たい尉いさんは随ずい分ぶん勝手なことを言い出した。兄を組手に誘さそったのは大尉の方だ。それなのに、部下が兄にやられると「面目が立たない」と言い出す。

　そんな身勝手な言い分に、こちらが付き合わなければならない理由が、一体何ど処こにあるというの？

　わたしは風かざ間ま大尉の申し出をやんわり断ろうとした。

　兄はわたしの護衛だもの、わたしが断ったって良いはず。そう、思って。

「自分にやらせてください！」

　でも、一歩遅かった。

　わたしの声を遮さえぎって、聞き覚えのある声が轟とどろいた。つい最近聞いたばかりの声だ。

「桧ひ垣がき上等兵──報復のつもりなら、認めることはできないぞ」

「報復ではありません、雪せつ辱じよくであります！」

　どう違うというの？　同じじゃない！

　悪い人じゃない、と感じたのは、わたしの勘かん違ちがいだったのね。

「ふむ……司し波ば君、本人はああ言っているが、付き合ってもらえないだろうか？　桧垣上等兵は若いながら、南は風え原ばるに劣おとらぬ猛も者さだ」

　こんな理り不ふ尽じんな申し出は断るべきだわ。こちらには何のメリットも無いのだし。

「お相手します」

　そんなわたしの思いを余よ所そに、あの人は大尉の申し出に頷うなずいてしまっていた。




　桧垣上等兵は腰を落とし両手を前に掲かかげて窺うかがい見みるような格好であの人に相あい対たいしている。

　腰を落とした姿勢でも、上等兵の視点は兄より高い位置にある。

　熊くまに襲おそわれようとしている少年──そんなことを、連想させる構図。

　見ているだけで、プレッシャーに押おし潰つぶされそうになる。

　でもあの人は、右に左に弧こを描いてゆっくり移動しながら隙すきを窺う相手のことを、右足を軸じくに左足を滑すべらせて身体からだの向きを変えるだけで、無表情に見ている。

　息をすることも憚はばかられる緊きん迫ぱく感かんは、それほど長く、続かなかった。

　桧垣上等兵の身体が、一回り膨ふくれ上あがった、ように見えた。

　次の瞬しゆん間かん、上等兵の巨きよ体たいが一個の砲ほう弾だんと化して兄に襲い掛かった。

　速い……！

　大きく跳とび退すさって兄は突とつ進しんを躱かわしたが、さすがに体勢が崩くずれている。

　そこへ間かん髪はつ入いれず、上等兵が再び襲い掛かる。

　あの人は自ら床ゆかを転がって、何とかタックルを躱し距離を取った。

　わたしは桧ひ垣がき上等兵のスピードに度ど肝ぎもを抜かれていた。だけどこれでも十師族・四よつ葉ばの次期当主候補、驚おどろいて他のことが見えなくなるほど柔やわじゃない。

「魔ま法ほうを使うなんて、卑ひ怯きようじゃないんですか!?」

　わたしは風かざ間ま大たい尉いに食って掛かった。

　ＣＡＤのスイッチを入れる動作はわたしにも分からなかった。上う手まく偽ぎ装そうされていた。でも魔法を使った事実まで見逃したりはしない。

　今の上等兵のスピードは、自己加速魔法に後押しされたものだ！

　わたしの抗こう議ぎに、風間大尉が首だけで振り返った。

　答えは、大尉が未いまだ視線の半分を向けている方向からやって来た。

「止よせ、深雪！」

　兄のその言葉に、わたしは二重のショックを受けた。




　兄が、わたしに、命令した。




　兄が、わたしを「深雪」と呼んだ。




「組手に魔法を使わないという取り決めは、最初から存在しない」

　キッパリと兄はそう言い切る。

　わたしに敬語を使わなかったこと、わたしを深雪と呼び捨てたこと、それはお母様の言葉に従った結果であったとしても、わたしをたしなめたのは兄自身の意思。

　兄が、自分の意思で、わたしの甘い考えを叱しつ責せきした。

　わたしはそのことに、怒りや反発を感じる代わりに、痺しびれるような、疼うずくような、奇き妙みような感かん触しよくを心の裡うちに生じさせていた。

「桧垣、気を引ひき締しめて行け！」

　何も言えなくなってしまったわたしの横から、風間大尉の叱咤しつたが飛んだ。

　今いま更さらのように、わたしは気づいた。

　兄のまとう空気の色が、変わっている。

　照明が少し暗くなったような気がした。

　もちろん、錯さつ覚かくに決まっている。

　見ている者に視野狭きよう窄さくを起こさせるようなプレッシャーを、兄が放はなっているのだ。

　兄が構えを変えた。

　右の掌てのひらを相手に向けて、真っ直ぐに右腕を伸ばす。

　左手を右みぎ肘ひじの内側に添そえるように掲かかげる。

　これは、兄の、無系統魔法の構え……？

　桧ひ垣がき上等兵の全身の筋肉が、再度膨ふくれ上あがった。

　今度こそ、兄の両脚を刈かり取とるべく、ダイブする──その時。

　兄の右手から、サイオンの奔ほん流りゆうが迸ほとばしった。

　サイオンの波動が桧垣上等兵の身体からだを通り抜け、突とつ進しんがガクッと減速した。

　やっぱり……！　グラム・デモリッション！

　吹き荒れるサイオン粒りゆう子しの嵐あらしは、肉体に対して作用していた自己加速の魔ま法ほう式しきを力ずくで打ち壊すと同時に、精神と肉体の連結を揺るがす。神経を伝わる電気信号で身体を制せい御ぎよするのではなく、精神で直接肉体を制御することに長たけた人ほど、外部から自分に由来しないサイオンを打ち込まれた際のダメージは大きい。

　桧垣上等兵は、まるで、タックルのやり方を忘れてしまったよう。

　ただ無防備に突つっ込こむ上等兵の身体を、兄が体を開きながら上から撫なでるように叩はたく。

　その巨きよ体たいは、クルッと一回転して、冗じよう談だんみたいに吹っ飛んで行った。
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　大の字になって天てん井じようへ目を向けている桧垣上等兵の傍かたわらへ、兄が歩み寄った。

　桧垣上等兵は胸を大きく上下させるだけで、立ち上がる気配も無い。

　兄が無表情に右手を差し出した。

　桧垣上等兵は一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんを見せた後、ニヤリと笑ってその手を取った。

　兄の手を桧ひ垣がき上等兵がぐっと引く。

　まさか、罠わな!?

　だけどそれは、わたしの考え過ぎだった。

　体重差の所せ為いでさすがに踏ん張った兄をグラウンドに引きずり込むこともなく、桧垣上等兵は兄の手を借りて立ち上がった。

「──負けたぜ。完敗だ。一昨日おとといのアレが、俺おれの油断の所為なんかじゃないということが良く分かったよ」

　そんなに大きな声で話していたわけではないけれど、桧垣上等兵の声は何な故ぜか良く聞き取れた。

「改めて自己紹介させてもらうぜ。俺は国防空軍沖縄・先さき島しま防空隊、恩おん納な空くう挺てい隊たい所属、桧垣ジョセフ上等兵だ。名前を聞かせてもらえないか」

「司し波ば達たつ也やです」

「オーケー、達也。俺のことはジョーと呼んでくれ。沖縄にはまだしばらくいるんだろう？　退たい屈くつしたら声を掛けてくれよ。こう見えても俺はこの辺じゃ色々顔が利くんだ」

「そこまでだ、ジョー。今は訓練中だぞ」

　風かざ間ま大たい尉いが笑いながら声を掛け、感電したような反応で桧垣上等兵が姿勢を正した。

　ふーん……愛あい称しようで呼ぶ部下なんだ。信頼されているのかしら……？

　コロコロ変わる印象に、どういう人間か摑つかみ辛づらくなってきた。

　もっとも、深くお付き合いする相手でもないんだし、それどころかおそらくもう会うことの無い相手なんだから、どういう人間かなんてどうでも良いと言えばどうでも良いのだけど。

「無理を言って申し訳ない。お蔭かげで部下のわだかまりも取れたようだ。少しあちらで、お茶にでも付き合っていただけませんかな？　今の『遠当て』のことなども、よろしければおうかがいしたいのだが」

　遠当てというのは、兄の無系統魔ま法ほうのことだろう。

　油断ならない、という印象は益ます々ます強まったけれど、この流れでお誘さそいをお断りするのは難しかった。




「ではやはり、あのサイオン波動は術式解体グラム・デモリツシヨンですか」

「それだけではありますまい？　大陸流の古式魔法、『点てん断だん』の効果も合わせ持っていたようにお見受けしたが」

　お茶にでも、と言いながら、出された物はコーヒーだった。

　こちらは兄とわたし。

　あちらは風間大尉と真さな田だ中ちゆう尉い。

　合計四人のコーヒーブレイク。

　何だか、奇き妙みような気分だった。

　風かざ間ま大たい尉いが話し掛ける相手は兄。

　真さな田だ中ちゆう尉いが話し掛ける相手も兄。

　わたしはあの人の妹として、思い出したように相あい槌づちを求められるだけ。

　ここでは兄が主役で、わたしはその付属品。

「──見たところ司し波ば君は、ＣＡＤを携けい行こうしていないようですが」

　司波、という名を呼ばれた時、それは兄を指しており、わたしは「司波君の妹」。

「補助具は何を使っているんですか？」

　こんなことは初めての経験だった。

　それが不思議と、不ふ愉ゆ快かいではない。

「特化型のＣＡＤを使っていますが、中々フィーリングに合う物が無くて……僕はＣＡＤを使った魔ま法ほうの使い分けが苦手ですから」

「ほぅ、そうですか。あれだけサイオンの操作に慣れていれば、ＣＡＤも難なく扱あつかえそうだが」

　話題は兄が使った無系統魔法から、兄のＣＡＤへと移っていた。

「司波君、良かったら僕が開発したＣＡＤを試してみませんか」

「真田中尉はＣＡＤをお作りになっているんですか？」

「僕の仕事はＣＡＤを含めた魔法装備全ぜん般ぱんの開発です。ストレージをカートリッジ化した特化型ＣＡＤの試作品があるんですよ」

　兄が目を輝かがやかせている、気がする。普ふ通つうの人と比べれば随ずい分ぶんと控ひかえ目めな表現だけど、この人がこれ程はっきり好こう奇き心しんを示すのは珍めずらしいのではないだろうか。

　少なくともわたしは、あまり記き憶おくに無い。

「試してみたいです」

　これ程はっきり自分の願望を述べるところも、初めて見たのではないだろうか。




　案内された先は、基地の中とは思えない、清潔で整せい頓とんされた研究室。

　軍の基地なんて汚れて散らかっているか、物が無くて殺風景な物だとばかり思っていたわたしはきっと、意外感を隠かくし切きれていなかったのだろう。風間大尉と真田中尉が微笑ほほえましげにわたしのことを見たのは、きっとそんな理由だと思う。

　兄は感心したように、あるいは感動したように、部屋の中を見回している。

　今日はこの人の、意外なところばかり見せられている気がする。

　どんなことにも無関心で無感情かと思っていたら、この人にもちゃんと、感情があるし好奇心もあるんだ……。




　──じゃあ、わたしのことは、どう思っているんだろう？




　ふと、心の中に浮かんだ疑問。

　自動的に紡つむぎ出だされる答え。

　わたしは懸けん命めいに、ガタガタと震ふるえ出だしそうになる自分の身体からだを押さえ込んだ。

「……深み雪ゆき、気分が悪いのか？」

　震え出そうとしていた身体は、兄の声を聞いてピタリと止とまった。身体だけに止とどまらず、心臓まで止とまりそうになった。深雪、と名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、兄がわたしの疑問に答えるのだと錯さつ覚かくして。わたしが自分で出した答えを、冷ややかに肯こう定ていするのだと思って。

　でも兄の声はまるで冷たくなくて──何故か思いやりに満ちていた。

「──いえ、それほどでも。少し疲れたのかもしれません。腰を下ろしていれば、大だい丈じよう夫ぶだと思います。あちらの椅い子すをお借りしてもよろしいでしょうか？」

　大たい尉いさんに断って、壁かべ際ぎわの椅子に座らせてもらった。

　兄の側から離れることができて、少しホッとした。

　兄は大型拳けん銃じゆう形態のＣＡＤを手にとって、真さな田だ中ちゆう尉いから説明を受けている。

　兄の姿を見ていると、さっきの疑念が再び頭をもたげ、膨ふくれ上あがり、重くのし掛かってくる。

　振り払っても振り払っても、どうしても意識の中から消し去ることができない。




　兄は、わたしのことを、どう思っているのだろう……？




　愛されている、という自信は無い。




　好意を持たれている、はずがない。




　憎まれている、かもしれない。




　わたしがいなければ、わたしさえいなければ、兄は優ゆう秀しゆうな学生として、一流のアスリートとして、すぐにでも一人前として通用する軍の魔ま法ほう師しとして、生きて行くことができるのだから。

　だからといって、今、兄から目を逸そらすのは、兄の手を離してしまうようで、手を振ふり解ほどかれてしまうようで、もっと怖こわかった。

「──この武装デバイスは加速系と移動系の複合術式が組み込まれていて、七・六二ミリ弾だんで最大射程十六キロを実現──」

「──すごいですね。しかし、実際の用よう途ととしては──」

　大型ライフル形態のＣＡＤを手にして楽しそうに話す兄の声が、途と切ぎれ途と切ぎれ聞こえてくる。

　同じ部屋の中、わたしは目を閉ざすことも耳を塞ふさぐこともできず、まとわりついて離れない暗雲に無言で耐たえていた。

　この時間が早く終わればいい、と心の裡うちで考えながら。

　そんな身勝手な自分を覚られないよう、一所懸命ポーカーフェイスを装いながら。
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　ドアをノックする音で深み雪ゆきは我に返った。

「四よつ葉ばのガーディアンは決して特別なんかじゃありませんよ。自分の天てん狗ぐの鼻も、あの後すぐに柳やなぎさんの手でへし折られましたし、師し匠しようには未いまだに勝てません」

　達たつ也やと風かざ間まは深雪が覚えている話の続きをしている。

「お前は最初から天狗になってなどいなかったと思うが。それに、未だ師匠に勝てないのは俺おれも同じだ」

　どうやら深雪が我を失っていたのはほんの短い時間だったらしい。

　それにしては随ずい分ぶんいろんなことを思い出した気がする、と深雪は思った。

　再度ドアが、今度は少し強めに叩たたかれた。

　深雪が入室を許可すると、「失礼します」という声と共に若い執しつ事じが入って来た。

　若い、というより、まだ少年だ。達也とそれほど歳としも変わらないように見える。

　それでいながら、苛いら立だった様子を微み塵じんも窺うかがわせなかったのはさすがに訓練が行き届いていると言うべきか。

「申し訳ございません」

　少年はいきなり、謝罪を始めた。

「前さきのお客様のご用事がいささか長引いておりまして……もう少しお待ちいただけないでしょうか、との伝言を奥おく様さまより承うけたまわっております」

　奥様、とは四よつ葉ば真ま夜やのことだ。

　彼女は一度も結婚したことが無い。だから「奥様」という呼び方は本来正しくないのだが、慣例的な呼こ称しように目くじらを立てる趣しゆ味みは、風かざ間まも深み雪ゆきも、そして達たつ也やも、持ち合わせていない。ついでに言えば、丁てい寧ねいなようでいてその実上から目線な言こと葉ば遣づかいも、いちいち気に掛けたりはしなかった。

「本官は構いません」

　深雪と達也から目で問い掛けられて、風間が少年に向かい答えた。

「ありがとうございます」

　少年は達也たちの意向を確かめようとはしなかった。

　達也はともかく、深雪の都合を聞こうともしなかったのは、彼女が身内であると、少なくとも四葉家では考えているからだろう。

　それは間違いではない。

　達也は自分のことを四葉家の人間とは砂すな粒つぶほども思っていないが、深雪はそうも行かなかった。

　司し波ば龍たつ郎ろうの長女であることを拒きよ否ひできても、司波深み夜やの娘であることを深雪は拒こばむことができない。

　故ゆえに彼女は、自分に対して、自分が四葉真夜の姪めいであることを、否定することもできないのだった。
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　初日から波乱含みだった沖縄のバカンスも、昨日は平へい穏おんを取り戻した。今日も今のところ無事に過ぎている。

　退たい屈くつな夏休みというのも考え物だけど、トラブルで気疲れするお休みも御ご免めんこうむりたい。

　わたしたちは沖縄到着四日目からようやく、南国の休日を満まん喫きつできるようになったというわけだ。

　ただ、その「わたしたち」に兄が含まれるかどうかは疑問だった。

　現在の時刻は午後一時。お昼ひる寝ね代わりに、ただ今部屋で読書中。桜さくら井いさんが見つけてきてくれた珍めずらしい紙の魔ま法ほう書しよを、机に広げてボンヤリ眺ながめているところだ。

　──いいのよ、ボンヤリで。どうせ完全になんて理解できないんだから。

　わざわざ紙の書しよ籍せきにする魔法の解説書は専門性の高いものばかりで、魔ま法ほう科か高校生でも中々手に負えないのに、中学一年生のわたしが一度読むだけで理解できるなんて考える方が自惚うぬぼれというもの。

　あの人なら、もしかしたら理解できるのかもしれないけど。

　その人、つまり兄は、自分の部屋に持ち込んだワークステーションにＣＡＤをつないで熱心にキーボードを叩たたいている最中、と思われる。

　ＣＡＤは一昨日おととい、真さな田だという中ちゆう尉いさんにもらった二丁拳けん銃じゆう。

　最初は「貸す」という話だったはずなのに、いつの間にか「あげる」になっていたのは、「それで良いのか国防軍」と問い詰めたい気もする。……先行投資、という思おも惑わくが分からないわけじゃないけれど。でも生憎あいにくと、この投資は全損になるのが確定している。だって、あの人はわたしの「守護者ガーデイアン」だもの、軍人になんてならない。

　くれるという物をお断りする理由も無いけど、所しよ詮せんは試作品。将来を見越した見学者へのお土産みやげ以上の意味は無いはずだった。

　ところがあの人は、このお土産がいたく気に入ったらしい。

　一昨日、昨日、今日と、暇ひまさえあればＣＡＤのシステムを弄いじっている。──ＣＡＤのチューニングができるなんて、今までそんな素振りも見せなかったくせに。その所せ為いで、休んでいる暇など無いことだろう。

　飽あきないのかしら？

　ＣＡＤを弄るのって、そんなに面白いものだろうか？

　まあ、チューニングと言っても、どうせスイッチの割り当てを変える程度だろうけど……。




　気がつけばわたしは、あの人の部屋の前に立っていた。

　えっと、何しに来たんだっけ？

　わたしは、何がしたいんだろうか。

　戸と惑まどう心を余よ所そに、わたしの右手は扉とびらをノックする為ために持ち上げられて、

　戸惑う心に従って、わたしの右手は扉をノックする寸前で停止している。

　何だか自分が観客のいない道化を演じているような気がしてきた。それも、三流の道化役者だ。

　わたしはため息を吐ついて手を下した。

　そのまま踵きびすを返そうとした、けれど、それは少し遅すぎた。

　外開きのドアが、カチャリ、と、そっと開かれた。

　ドアの外にいる人間に配はい慮りよした開け方で、お蔭かげでわたしはドアに鼻をぶつけるようなベタなコントを演じなくて済んだけど、素知らぬ顔で逃げ出す程の余よ裕ゆうは無かった。

「何かご用ですか？」

　兄はまるで、わたしが立っていたのを分かっていたような顔で──実際に分かっていたのだろうけど──顔を見せるなりわたしにそう訊きいた。

「あっ、あの、えっと……」

「はい」

　兄はしどろもどろになったわたしの回答を、辛しん抱ぼう強づよく待っている。

　待っているということを感じさせないポーカーフェイスで、ただわたしのことを見ている。

　兄の冷静な眼まな差ざしが、わたしの当惑を加速する。

「あのっ、お邪じや魔ましてもいいですか!?」

　このままではパニックになってしまう、という危機感に駆かられたわたしは、そうなる前に勢いで押し切ってしまうことにした。言ってしまった後に「部屋に入ってそれからどうするの!?」と思ったけど、それはもう今いま更さらだ。

　その時のわたしは多分、顔を赤くしていた。赤い顔で睨にらみつけるように──睨んでいるつもりは本当に無かったのだけど──じっと見み詰つめるわたしに、あの人はさすがに目を丸くしていたけれど、それ以上の動どう揺ようは見せず、ドアを押さえてわたしを室内へ招き入れた。




　相変わらずのシンプルな、というより物が無い部屋。

　ガランとした室内で、静かに稼か働どう中ちゆうのワークステーションが声高に存在感を主張している。

「それで、どのようなご用でしょうか？」

　兄の問い掛けに、わたしは答えることができなかった。

　その時わたしの意識は、むき出しのコードでワークステーションに接続された半分解状態のＣＡＤと、ディスプレイを埋うめ尽つくす数式とアルファベットの羅ら列れつに釘くぎ付づけとなっていた。

　これではまるで、ＣＡＤの開発ラボみたいじゃない……。

　正直、度ど肝ぎもを抜かれていた。

　でも、次の兄の一言で、わたしの意識は急速に引き戻された。

「お嬢じよう様さま？」

「お嬢様なんて呼ばないでくださいっ！」

　怒ど鳴なりつけたわたしに、兄がビックリして固まった。

　この人の絶句する姿なんて、本当に珍めずらしい、けど、無理もないと思う。

　自分でもビックリしていたから。

　だって、

　今のわたしの声は、まるで、悲鳴みたいだった。

　今にも、泣き出しそうな声だった。

「あ……」

「…………」

「あの、えっと……そうです！　普ふ段だんから慣れておかないと、思わぬところでボロを出してしまわないとも限らないでしょう？」

　兄の表情が「驚きよう愕がく」から「不ふ審しん」に変わった。

　正気を疑うような訝いぶかしげな眼まな差ざしに挫くじけてしまいそうになったけど、わたしは気力を振ふり絞しぼって下へ手たな言い訳を押し通した。

「だからわたしのことは、み、深み雪ゆきと呼んでください！」

　でも、そこまでが限界だった。

　やっとの思いでそれだけを言い終えて、わたしはギュッと目を閉じてしまった。

　叱しかられるのを怖おそれる小さな子供の様に、瞼まぶたを閉じ手を握にぎり俯うつむいてしまう。

　何を怖れているのか分からぬまま、それこそ小さな子供が無条件に、親の勘かん気きを怖れる様に。

「……分かったよ、深雪。これで良い？」

　兄の答えは、優しかった。

　いつもの、大人のような堅かた苦ぐるしい喋しやべり方かたじゃなくて、友達同士みたいな砕くだけた言こと葉ば遣づかい。

　多分兄が、わたし以外の、学校の友人や下級生と話をする時の言葉と口調。

　兄は、わたしに優しく話し掛けながら、優しい眼差しでわたしを見み詰つめている。

「……それで結構です」

　わたしは今度こそ本当に、泣きそうになった。

　涙をこらえるだけで精一杯だった。

「すみません、部屋に戻ります」

　その我が慢まんも長続きしそうに無かったから、わたしは兄の前から逃げ出した。

　自分の部屋に逃げ込んで、枕まくらに顔を押し付けた。

　だって、分かってしまったから。

　あの優しさでさえも、演技でしかない、と。

　普ふ通つうの兄妹の間で、兄が当たり前に妹へ向けるであろう短いセリフでさえも、冷たい計算の結果としてアウトプットされたものだと。

　理由も無く分かってしまった。

　だってわたしは、あの人の妹だから。

　こんな時だけ通じ合う兄妹のつながりを恨うらめしく思いながら、わたしは声を押し殺して、泣いた。
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　その後の二日間は、いつもどおりの日々だった。

　わたしの後にはいつもあの人が付き従っていて、わたしはあの人を振り回してばかりだった。

　わたしは兄に、優しくなろうと思った。──いえ、思っている。

　わたしが兄に優しくできれば、何かが変えられると思ったから。

　でも、染みついた習慣は中々矯きよう正せいされるものじゃないと、思い知らされるだけだった。

　昨日、一昨日と、わたしは相変わらず、あの人をわがままで振り回してばかりいた。二週間のバカンスもあと七日。その七日間もわたしは同じようにあの人を振り回し続けるだろう。そんな自分が情けない。

　……つい一週間前までは、こんなこと、気にもならなかったのに。

　わたしは一体、どうしてしまったのだろう。

　自分の心が分からない。自分が何を望んでいるのか分からない。

　こんなもやもやした気持ちのまま、今日も過ごさなければならないかと思うと、少し憂ゆう鬱うつになってくる。

　でも、幸いにして──というのは不ふ謹きん慎しんすぎるけど、そんなことを悩む必要は無くなったみたい。

　そんなことで悩んでいる場合ではなくなった。

　ちょうど朝食を終えた時、全すべての情報機器から緊きん急きゆう警報が流れ出た。




　警報の発令元は国防軍。

　つまり、外国の攻こう撃げきということ。

　わたしは食い入るようにテレビの画面を見み詰つめた。




『西方海域より侵しん攻こう』

『宣戦布告は無し』

『潜せん水すいミサイル艦かんを主兵力とする潜水艦隊による奇き襲しゆう』

『現在は半浮上状態で慶け良ら間ま諸島を攻撃中』




　耳慣れない単語が羅ら列れつされた情報の洪こう水ずいでパニックになりそうだ。ただ「潜水ミサイル艦」という単語が耳に引っ掛かった。クルージングの最中に襲ってきた潜水艦は、もしかしてこの前まえ触ぶれだった？

「便べん宜ぎを図っていただけるよう真ま夜や様にご依頼します！」

　焦あせりを隠かくせない口調で桜さくら井いさんが提案し、

「ええ、お願い」

　頷うなずくお母様の声も、さすがに緊きん張ちよう気味だった。

　無理もない、と思う。

　だって、何の前触れもなくいきなり自分が戦争に巻き込まれるなんて、まさか思わないもの。

　テレビのキャスターがさっきから「冷静に行動してください」と連呼しているけど、当の本人が気の毒になるくらい動どう揺ようしている。

　当然よ。この状じよう況きようで「動揺するな」と言う方がおかしい。

　わたしが本物のパニックに捕らわれていないのは、単に現実感が無いだけだ。他ひ人と事ごとのようだけど、一種の現実逃避で自分を保っているのだと思う。

　でも……この人は？

　データ通信が流している、テレビより詳しよう細さいな情報を小型ターミナルから無言で読み取る兄の姿は、動揺や緊張や焦りといった人間的な情動を何ど処こかに置き忘れてしまったよう。

　落ち着いたたたずまいで黙もつ考こうするその姿は、精せい巧こうなアンドロイドと言われても納得できる気がする。

　兄もわたしと同じように、実感を持てないでいるのだろうか？

　それとも本当に、何も感じていないのだろうか？

　わたしがじっと見詰める先で、兄が「おやっ？」という顔をした。

　何だろう？　と思って見ていると、兄はサマージャケットの懐ふところから通信端たん末まつを取り出した。

「はい、司し波ばです……いえ、こちらこそ先日はありがとうございました……基地へ、ですか？」

　兄の応答から、相手は先日の国防軍の大たい尉いさんたちだろうな、と推測がついた。

　しかし、基地は文字通り戦争中の状態だろうに、一体何の用事だろう？

「ありがたいお申し出ですが……いえ……はい、それでは母と相談してみます……はい、後ほど」

　通信を終えた時、兄を見ていたのはわたしだけではなかった。

　ソファに座ったまま顔だけを向けているお母様に向かって、兄は立ち上がり、一礼した。

「奥おく様さま」

　実の母親に向かって、あの人はそう呼びかける。

　こんな時なのに、心臓を締しめ付つけられたような痛みを覚える。

　以前には、一週間前には感じなかった痛み。

「恩おん納な空軍基地の風かざ間ま大尉より、基地内のシェルターに避ひ難なんしてはどうか、とのお申し出をいただきました」

「えっ!?」

　思わず声を上げて、わたしは反射的に口を押さえた。

　たった二回、実質は一度会っただけなのに、何な故ぜ……？

　立て続けに意外なことが起こって、感情が飽ほう和わしそうになった、けど、ビックリするタネはそれで終わりじゃなかった。

「奥様」

　桜さくら井いさんがお母様に、音声通信ユニット、コードレスの、いわゆる「受話器」を差し出した。

「真ま夜や様からお電話です」

　今度は「えっ」という声も出ない。

　叔お母ば様からお電話？

　お母様に？

　それは、お母様と叔母様は双ふた子ごの姉妹なのだし、電話が掛かってきてもおかしなことなど、表面的には無いのだけど……お母様と叔母様の仲があまりよろしくないのは、四よつ葉ばの中では公然の秘密。

　いがみ合ったりはしないけど、一種の冷戦状態が続いている。

　だからさっきも、お母様がご自分で連絡なさらなかったのに……。

　別の意味で緊きん張ちようしてしまったわたしの目の前で、お母様は億おつ劫くうそうに受話器を耳に当てた。

「もしもし、真夜？　……ええ、私わたくしよ。……そう。貴女あなたが手を回してくれたのね……でも、かえって危険ではなくて？　……そうね……分かりました。ありがとう」

　お母様が通話を終えた受話器を桜井さんに差し出す。

「奥おく様さま。真ま夜や様は、何と？」

　桜さくら井いさんは受話器を受け取りながら、当然とも思える質問を口にした。

「国防軍のシェルターにかくまってもらえる様、話を通したそうよ」

「では、先程達たつ也や君が受けた電話は」

「そういうことでしょうね」

「しかし、かえって危なくはありませんか？」

「私もそう言ったのだけど」

　……何な故ぜだろう？　民間のシェルターより軍のシェルターの方が頑がん丈じようで安全なのではないかしら？

「明確な敵対状態ですらなかったのに、いきなり奇き襲しゆうを掛けてくるような相手に、ルールの遵じゆん守しゆは期待できないそうよ」

「それは……そうかもしれませんが……」

　お母様と桜井さんと、それから兄の表情を窺うかがってみると、理解できていないのはわたしだけみたいだ。だからといっていちいち説明してもらうのも気が引けるし……ひとまず、疑問は棚たな上あげにしておこう。

「大した労力じゃないとはいえ骨を折ってもらったんだし、真夜の言うとおりにしてみましょう。達也」

「はい」

　それまで、ずっと立ったままで放置されていたにも関わらず、兄は打てば響ひびくような反応を見せた。……本人が不服そうな顔をしていないのだから、わたしが気に掛けるのはきっと、お門かど違ちがいなのだ。

「大たい尉いさんにお申し出を受けます、と連絡して。それから、お迎えをお願いしてちょうだい」

「畏かしこまりました」

　面めん倒どうなことを全部、兄に押し付けているように見えるのも、きっと、わたしの考え過ぎなのだろう。




　予想はしていたけれど。

　基地から迎えに来てくれた軍人さんは、例の桧ひ垣がきジョセフ上等兵だった。

「達也、待たせたな！」

「ジョー、わざわざありがとうございます」

「止せよ、他た人にん行ぎよう儀ぎなあいさつは」

　桧垣上等兵は、すっかり友人に向ける笑顔を浮かべている。

　兄の方は多少遠えん慮りよがちだったけど、それでも十分打ち解けた表情だった。

　わたしたち家族に向ける態度より、知り合ったばかりの上等兵に向ける態度の方が、どう見ても親しげだ。

　お母様が眉まゆを顰ひそめたのは、彼の粗そ野やな態度がお気に召めさなかったからに違いない。

　まさか、身内よりも他人に打ち解けている兄の態度が気に障さわったというわけじゃないわよね？

　お母様の不快げな表情に気づいたからか、桜さくら井いさんの苛いら立だたしげなたたずまいに気づいたからか、桧ひ垣がき上等兵は馴なれ馴なれしい態度をひとまずしまい込んで、軍人らしい鯱しやちほこ張ばった挙きよ措そでわたしたちに敬礼した。

「風かざ間ま大たい尉いの命令により、皆さんをお迎えに上がりました！」

「ご苦労様。案内をお願いします」

「ハッ」

　必要以上に張り切った声で口上を述べた上等兵に、少し辟へき易えきした顔で桜井さんが応えた。

　桧垣上等兵にそれを気にした様子は全く無かった。

　……本音を言えば、少しくらい気にして欲しかったのだけど、今は基地に連れて行ってもらう方が先だということくらい、わたしにも理解できていた。




　道路は避ひ難なんする市民で溢あふれかえり、立ち往生した車のクラクションと人々の怒ど号ごうで混こん沌とんの坩堝るつぼと化している──という光景は見られなかった。

　島中がひっそりと息をひそめ、道を行き交うのは暗い色調の軍用車しや輌りようばかり。

　敵てき襲しゆう警報中と言うよりも、戒かい厳げん令れい発令中みたいな雰ふん囲い気きだ。──と言っても、わたしはどちらも映像記録でしか見たことはないから、本当のところは分からない。

　国防軍の連絡車輌に乗ったわたしたちは、検問に止められることもなく、敵の攻こう撃げきに曝さらされることもなく、無事に基地へ到着した。

　戦せん端たんが開かれて一時間が経過している現時点で未いまだに国こく籍せきも特定できない完全な奇き襲しゆうだったにも関わらず、海軍と空軍はよく水際で敵を食い止めているようだ。

　もっとも本島以外の状じよう況きようは、国防軍の発表を信じる以外に知る術すべは無いのだけれど。

　意外だったのは、基地に避難している民間人がわたしたちだけじゃなかったこと。

　百人まではいないにしても、それに近い人数が逃げ込んでいるように見える。

　この部屋にも、わたしたち以外に五人の民間人が地下シェルターへの案内を待っている。

　余計なお世話とは思うけど、敵が攻せめて来ているというのに、基地の中へこんなに大勢、無関係で役に立たない人間を招き入れて大だい丈じよう夫ぶなのかしら？

　もしかしたら、わたしたちも──わたしも、戦わなければならなくなるかもしれない。

　桜井さんだけを当てにすることはできない。まだ本調子じゃないお母様はソファに座っていても少しお辛つらそうで、桜井さんにはそんなお母様を護まもってもらわなきゃならないから。

　わたしは今日まで実戦と呼べる経験をしたことは無いけれど、戦せん闘とう魔ま法ほうの技能は大人の魔ま法ほう師しにも劣おとらないというお墨すみ付つきをもらっている。

　桜さくら井いさんのお墨付きだから、信頼性は十分にあるはずだ。

　それでも不安を消し去る助けにはならず、わたしはそっと、隣となりの席を窺うかがい見みた。

　隣の椅い子すには、兄が腰を下ろしている。

　いつもならわたしの後か脇わきに立っているのだけれど、今は目立たないように隣り合わせに座っていた。

　兄の懐ふところには、二丁拳けん銃じゆうならぬ二機のＣＡＤがいつでも使用できる状態で隠かくされている。

　この人も「実戦」と呼べるものは経験していないはずだけど、わたしと違って、殺し合いなら何度も経験している。

　人を殺した回数も、五回や十回じゃない。

　その場面をわたしが自分の目で確かめたわけじゃないけれど、こんなことでわたしに噓うそを吹き込むメリットは無いから、間違いなく事実だろう。

　その経験を裏付けるように、兄は落ち着き払っていた。

　キョロキョロと目を動かすことも、ソワソワと身体からだを揺らすことも無い。

　兄を見ていると、少しだけ、不安が和らいだような気がする。

　もう一度……そう思って、チラッと兄の横顔を窺い見た。

　何な故ぜか、バッチリ、目が合ってしまった。

　え？　えっ？　なに？　なんで？

「大だい丈じよう夫ぶだよ、深み雪ゆき」

　……っ！

　三日前に約束したとおりに、あの人はわたしのことを「深雪」と呼んだ。

　あの時とは違う、優しいふりじゃない、小さいけれども優しい声で。

「俺おれがついている」




　……それ、反則……！
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　どんな顔をしていいのか分からない。

　自分が今、どんな顔をしているのか分からない。

　ええい！　こんなのは吊つり橋ばし効果よ！　ホラーハウスよ！　ストックホルムシンドローム……はちょっと違うか、とにかく、気の迷いよ！

　よりにもよってこんな時に、実の妹をナンパするなんて不ふ謹きん慎しんすぎる！

　本人にそんな気は全く無い、というのが余計、癪しやくに障さわるじゃない！

　わたしは兄を睨にらみつけた。

　すると兄が、いきなり椅子から立ち上がった。

　えっ？　わたし、そんな怖こわい顔してた？

　──事態は、わたしのそんな平和なボケを許さない、急展開を迎えようとしていた。わたしはすぐに、それを思い知ることになった。




　　　　◇　◇　◇




　いきなり立ち上がったのは兄だけじゃなかった。

　一呼吸遅れて、桜さくら井いさんも椅い子すを蹴けっていた。

　わたしたちと同席している見も知らない人たちが、ビックリした顔で、少しおどおどした目つきで、あの人と桜井さんを見み詰つめている。

「達たつ也や君、これは……」

「桜井さんにも聞こえましたか」

「じゃあ、やっぱり銃じゆう声せい……！」

「それも拳けん銃じゆうではなく、フルオートの、おそらくアサルトライフルです」

　……えっ？　じゃあ、敵が攻めて来たっていうこと？

　どうして？

　ここは国防軍の基地の中じゃないの？

「状じよう況きようは分かる？」

「いえ、ここからでは……この部屋の壁かべには、魔ま法ほうを阻そ害がいする効果があるようです」

「そうね……どうやら、古式の結けつ界かい術式が施ほどこされているようだわ。この部屋だけじゃなくて、この建物全体が魔法的な探査を阻害する術式に覆おおわれているみたいね」

「部屋の中で魔法を使う分には問題ないようですが」

　兄の言葉に、桜さくら井いさんが同意を示した。

　わたしには、分からなかったのに……。

「おい、き、君たちは魔ま法ほう師しなのか」

　不意に、少し離れて座っていた男の人が兄と桜井さんに声を掛けてきた。仕立ての良い服を着た、見るからに社会的地位のありそうな壮そう年ねんの男性だ。一ひと塊かたまりになって座っているのはご家族だろうか。

「そうですが？」

　いきなり話し掛けられた訝いぶかしさの混じった声で桜井さんが答える。するとその男の人は尊大な態度で、大部分虚きよ勢せいだと思うけど、こう続けた。

「だったら、何が起こっているのか見てきたまえ」

　……何それ？

　まるきり使用人扱あつかいの物言いじゃない。

　感じワル……！

「……私たちは基地関係者ではありませんが」

　桜井さんもムッとした口調で言い返した。

　必要とあればいくらでも猫をかぶれるはずだけど、縁えんもゆかりも、ついでに利害関係も無い相手に、そんな義理は無い、と思ったのだろう。

　しかし、桜井さんの当然の主張は、この男性には通じなかった。

「それがどうしたというのだ。君たちは魔法師なのだろう」

「ですから私たちは」

　この男の人は、桜井さんの言葉を聞こうともしていなかった。

「ならば人間に奉ほう仕しするのは当然の義務ではないか」

　……っ！

　まさか、まだ、こんなことを平気で口にする人がいるなんて……。

　それも、魔法師に面と向かって……！

「本気で仰おつしやっているんですか？」

　桜井さんの声も殺気立っている。目つきはもっときついものになっているはずだ。

　さすがにその男性も怯ひるんだようだけど、彼の暴言は止まらなかった。

「そ、そもそも魔法師は、人間に奉仕する為ために作られた『もの』だろう。だったら軍属かどうかなんて、関係ないはずだ」

　怒いかりとショックが強すぎて、言葉にならなかった。

　この男性が言ったことは、口にしてはならないことだった。

　だけど間違いなく事実の一いつ端たんであり、魔ま法ほう師しでない人々が今でも少なからず思っていることだった。

「なるほど、我々は作られた存在かもしれませんが」

　わたしの代わりに反論してくれたのは、それまで桜さくら井いさんに男性の相手を任せていた兄だった。

　怒りも動どう揺ようも感じられない、シニカルで、嘲あざけりを隠かくさぬ口調で。

「貴方あなたに奉ほう仕しする義務などありませんね」

「なっ!?」

「魔法師は人類社会の公益と秩ちつ序じよに奉仕する存在なのであって、見も知らぬ一個人から奉仕を求められる謂いわれはありません」

　人類社会の公益と秩序に奉仕する、というのは『国際魔法協会憲章』の一節で、魔法師以外にも良く知られているフレーズだ。当然、この男性も知っていたのだろう。

「こっ、子供の癖くせに生意気な！」

　だからこその、この反応。

　その男性は、赤い顔でブルブル震ふるえながら兄を怒ど鳴なりつけた。

　わたしが見上げた兄の瞳ひとみは、侮ぶ蔑べつと憐れん憫びんに染まっていた。

「まったく……いい大人が、子供の前で恥ずかしくないんですか？」

　同じ「子供」という言葉を使っていても、意味するところは全く違う。

　名前も知らない男の人は、ハッとなって家族の方へと振り返った。

　彼の家族が彼のことを見上げていた。

　彼の子供たちは、子供らしい潔けつ癖ぺき性を以もつて、軽けい蔑べつの眼まな差ざしで彼を見ていた。

　動揺する男性の背中へ、兄が追い打ちを掛ける。

「それから、誤解されているようですが……この国では、魔法師の出自の八割以上が血統交配と潜せん在ざい能力開発型です。部分的な処置を含めたとしても、生物学的に『作られた』魔法師は全体の二割にもなりません」

「達たつ也や」

　この場を収拾したのは、お母様だった。もっとも、お母様にはそのような意図など、おそらく無かったと思うけど。

　ソファに背中を預けたまま気け怠だるげな声で、お母様が兄の名を呼ぶ。兄はワナワナと震える男の人の背中から視線を外した。

「何でしょうか」

「外の様子を見て来て」

　いつものように、お母様は冷れい淡たんとも聞こえる端たん的てきな指示を出した。

　しかし兄は珍めずらしく、それに難色を示した。

「……しかし状じよう況きようが分からぬ以上、この場に危害が及およぶ可能性を無視できません。今の自分の技能では、離れた場所から深み雪ゆきを護まもることは」

「深雪？」

　兄の反論を、お母様は冷たい声で遮さえぎった。冷たい眼まな差ざしのまま、目をスッと細める。

「達たつ也や、身分を弁わきまえなさい？」

　口調だけは優しく、ゾクッと背筋が震ふるえるような声音。兄がわたしを深雪と呼ぶのは、わたしがそう望んだから。でもお母様の柔やわらかで有無を言わせぬその声に、わたしは兄を弁護する意思さえ持てなかった。

「──失礼しました」

　兄は一言謝罪して、それ以上、反論しなかった。

「……達也君、この場は私が引き受けます」

　ギスギスした空気を取りなすように、桜さくら井いさんが横から口を挿はさんだ。

　お母様は興味を失ったお顔で、あの人から目線を外した。

「分かりました。様子を見て来ます」

　兄はお母様の横顔に一礼して、部屋を出て行った。

　怯おびえた目を向けている、あの男性の家族には、兄もお母様も、一いち瞥べつもくれなかった。




　外から爆ばく竹ちくを鳴らしたような音が聞こえる。

　もちろん、お祭りをやっているとかそういうことではあり得なくて。

　銃じゆう撃げきの音は、今やわたしの耳でも聞き取れるようになっていた。

　そして、近づいて来たのは、銃じゆう声せいだけじゃなかった。

　この部屋にいくつもの足音が近づいて、扉とびらの前で止まった。

　桜井さんがわたしとお母様の前に立った。

　ＣＡＤのブレスレットには、起動式を展開するのに十分なサイオンがチャージされている。こういう風に即そく時じ作動が可能な状態を長時間維い持じするのは難しいのだけど、桜井さんのテクニックはさすがだった。

　わたしからはその背中しか見えないけれど、多分彼女は、鋭するどくドアを睨にらみつけていることだろう。

「失礼します！　空くう挺てい第二中隊の金きん城じよう一等兵であります！」

　警けい戒かいを保ちつつも、桜井さんの緊きん張ちようが少し弛ゆるんだのが分かる。わたしもドアの外から掛けられた声を聞いてホッとしていた。

　どうやら基地の兵隊さんが迎えに来てくれたみたいだ。

　開かれたドアの向こうにいたのは、四人の若い兵隊さんだった。全員が「レフト・ブラッド」の二世のようだけど、特に気にはならない。この基地は、そういう土と地ち柄がらなのだろう。

　熱を帯びたマシンガンを抱かかえているのは、敵と銃じゆう火かを交えながら駆かけつけてくれたからだろうか。

「皆さんを地下シェルターにご案内します。ついてきてください」

　予想どおりのセリフだったけど、わたしは躊躇ためらわずにいられなかった。今この部屋を出て行ったら、兄とはぐれてしまう。

「すみません、連れが一人、外の様子を見に行っておりまして」

　わたしがそのことを言う前に、桜さくら井いさんが金きん城じよう一等兵にそう告げてくれた。

　案の定、一等兵は顔を顰しかめて難色を示した。

「しかし既すでに敵の一部が基地の奥おく深ぶかくに侵しん入にゆうしております。ここにいるのは危険です」

　これもある程度、予想どおりの答え。

「では、あちらの方々だけ先にお連れくださいな」

　しかし、お母様のご発言は、まるで予想外の、意外なものだった。

「息子を見捨てて行くわけには参りませんので」

　わたしは桜井さんと、無言で目を見合わせた。

　考えてみれば当然の言い分ではあるが、どうしても違和感が拭ぬぐい去されない。

「しかし……」

「キミ、金城君と言ったか。あちらはああ仰おつしやっているのだ、私たちだけでも先に案内したまえ」

　こちらの様子を窺うかがっていたあの男性に詰つめ寄よられて、四人の兵隊さんたちは険しい表情で顔を見合わせ小声で相談し始めた。

「……達たつ也や君でしたら、風かざ間ま大たい尉いに頼めば合流するのも難しくないと思いますが？」

　その隙すきに、桜井さんが小声でお母様に、こう訊たずねていた。

「別に、達也のことを心配しているのではないわ。あれは建前よ」

　声をひそめて返された、お母様の回答はこれだった。

　わたしはガクガクと震ふるえ出だした膝ひざに、必死で力を込めた。

　お母様は何な故ぜ、実の息子であるあの人に対して、ここまで冷れい淡たんになれるの……？

「では？」

「勘かんよ」

「勘、ですか？」

「ええ。この人たちを信用すべきではないという直感ね」

　たちまち、桜井さんが最高度の緊きん張ちようを取り戻した。

　わたしも、膝の震えを忘れた。

　他の人ならいざ知らず、かつて「忘却の川レテの支配者ミストレス」の異名で畏い怖ふされたお母様の「直感」だ。

　お母様の得意魔ま法ほうは知覚系や予知ではなく、精神干かん渉しようの魔法だけど、「精神」に関わる魔法の使い手は「アカシック・レコード」と密接にリンクしているという仮説もあるくらい、高い直感的洞どう察さつ力りよくを有している傾けい向こうがある。……わたしのような例外もいるけれど。

　四人が相談を終えたのは、ちょうどその時だった。

「申し訳ありませんが、やはりこの部屋に皆さんを残しておくわけには参りません。お連れの方は責任を持って我々がご案内しますので、ご一いつ緒しよについて来てください」

　言こと葉ば遣づかいはさっきと変わらない。

　だけど、脅おどしつけるような態度になっている、と感じるのは、わたしの先入観の所せ為い？

「ディック！」

　新たな登場人物が、この一幕に急展開をもたらした。

　金きん城じよう一等兵が、声の主、桧ひ垣がき上等兵に対していきなり発はつ砲ぽうしたのだ。

　廊ろう下か側の壁かべに窓は無いから当たったかどうかは見えないけれど、確かに今の声は桧垣上等兵のもので、金城一等兵は声のした方へ向けてマシンガンを発射した。

　悲鳴を上げたのは、あの男性の家族。

　金城一等兵の仲間が、室内へ銃じゆう口こうを向ける。

　桜さくら井いさんが起動式を展開した、けど、頭の中でガラスを引ひっ搔かいたような「騒そう音おん」が魔ま法ほう式しきの構築を妨ぼう害がいする。

　これは、サイオン波？　キャスト・ジャミング!?

　耳を押さえて目を向けると、四人の内の一人が真しん鍮ちゆう色いろの指輪をはめていた。

　こちらでは、お母様が胸を抑おさえて蹲うずくまっている！

　まずい……！

　お母様は元々鋭えい敏びんすぎるサイオン感受性を持っている。それに加え、お若い時分の無理が祟たたって、サイオン波に対する抵てい抗こう力りよくが最近、とみに低下している。

　キャスト・ジャミングのサイオン波が、お身体からだにまで悪あく影えい響きようを与えているんだわ。

　キャスト・ジャミングを、止めなきゃ！

「ディック！　アル！　マーク！　ベン！　何な故ぜだっ？」

　耳を押さえた掌てのひらの向こう側から、桧垣上等兵の怒ど鳴なり声が聞こえる。

　良かった、弾たまは当たっていなかったのね……。

「何故、軍を裏切った！」

「ジョー、お前こそ何故、日本に義理立てする！」

　一発ずつ発砲する合間に──マシンガンでも一発ずつ撃うてるのね、などと、わたしはどうでもいい感想を懐いだいた──金城一等兵が怒鳴り返す。

「狂ったか、ディック！　日本は俺おれたちの祖国じゃないか！」

「日本が俺たちをどう扱あつかった！　こうして軍に志願して、日本の為ために働いても、結局俺たちは『レフト・ブラッド』じゃないか！　俺たちは、いつまで経たっても余よ所そ者もの扱あつかいだ！」

「違う！　ディック、それはお前の思い込みだ！　俺たちの片親は紛まぎれもなく余所者だったんだ。何代も前からここで暮らしている連中にすれば、少しくらい余所者扱いされて当たり前だ！　それでも軍は！　部隊は！　上官も同どう僚りようも皆、俺たちを戦友として遇ぐうしてくれる！　仲間として受け容れてくれている！」

「ジョー、それはお前が魔ま法ほう師しだからだ！　お前には魔法師としての利用価値があるから、軍の連中はお前に良い顔を見せる！」

「ディック、お前がそんなことを言うのかっ？　レフト・ブラッドだから余所者扱いされる、と憤いきどおるお前が、俺が魔法師だから、俺はお前たちと別の存在だと言うのか？　俺は仲間でないと言うのか、ディック！」

　銃じゆう撃げきの音が途と切ぎれた。

　そして、キャスト・ジャミングのサイオン波が弱まった。

　チャンスだわ！

　この不安定さから見て、アンティナイトを使用しているのは魔法演算領域を持たない非魔法師。少しくらいサイオンの保有量が多いからって、それを制御することもできない一般人の使うキャスト・ジャミングで、このわたしを、四よつ葉ばの次期当主候補を、何時までも止められると思ったら大間違いよ！

　ＣＡＤは使わない。起動する時間がもったいない。

　ならば、使用する魔法はあれしかない。

　わたしがお母様から受け継いだ精神干かん渉しよう魔法。

　お母様の魔法、精神構造干渉とは違うけれど、お母様と同じ、相手の精神に作用する魔法。

　それは、相手の精神を凍こおりつかせる魔法。

　無関係の人を巻き込まないように、アンティナイトをはめた、あいつだけを狙ねらって──




　わたしは、精神凍結魔法「コキュートス」を発動した。




　キャスト・ジャミングが止やむ。

　相手が「静止」したのが分かる。

　人間を「止めて」しまったのは、これが三人目。

　殺したわけではないけれど、融とけることのない凍結は、再び動き出すことのない静止は、死と同じ。

　わたしは罪悪感に耐たえる為、奥おく歯ばをギュッと嚙かみ締しめた。

　その所せ為いで、貴重な時間が無む為いに流れた。

　それは、わたしの甘さ。

　だからこれは、当然の報むくい。

　相手は一人じゃなかったのに。

　銃じゆう口こうはこちらへ向けられていたのに。

　相手が引き金を引くのと、桜さくら井いさんの魔ま法ほうが発動したのは、同時だった。

　桜井さんの編み上げた魔ま法ほう式しきは効果を現す前に霧む散さんした。

　マシンガンの一いち掃そう射しやが、わたしと、お母様と、桜井さんの身体からだに穴を穿うがった。




　撃うたれた所が、

　痛いよりも、

　熱い。

　身体が、

　寒い。




　流れ出す血と一いつ緒しよに、命が流れ出して行くのが分かる。

　わたし、死んじゃうんだ……。

　死ぬ時はもっと色々な後こう悔かいとか執しゆう着ちやくとか感じるものだと思っていたけど、意外に何も考えないものね。

　唯ただ一ひとつ心残りがあるとすれば、あの人に、もっときちんと謝りたかった。

　わたしがいなければ、あの人はもっと普ふ通つうでいられたはず。

　自由でいられたはず。

　ごめんなさい、兄さん。

　本当にごめんなさい、お兄さ……




「深み雪ゆきっ！」




　空耳だと思った。

　兄のことを考えていたから、自分に都合の良い兄の声を頭の中で作り上げてしまったのだと、そう思った。

　だって、兄がむき出しの感情で、こんなに必死な声で、わたしの名を呼ぶはずがない。

　わたしを、引き止めるはずがない。

　苦労して開いた眼まなこの先には、雲に覆おおわれた空、消えてしまった壁かべ、いなくなった反乱兵、そして、左手をわたしに向けて差し伸べる兄の姿。




　圧あつ倒とう的てきな「何か」が、兄の左手から放はなたれた。




　それは、未練がましく死にかけの身体からだを覆おおう、わたしの情報強化の防ぼう壁へきを易やす々やすと突つき抜ぬけて、わたしの身体に流れ込んだ。

　兄の「心」が、わたしの身体を包み込んだ。

　だって、それ以外に表現のしようがない。

　わたしの身体の、全すべてを読み取って、全てを作りかえる。

　わたしの身体が、「わたし」が、作り直されて行く。

　兄の意志で、兄の力で。

　それは、魔ま法ほうと言うには、あまりに強大で、あまりに精せい緻ちで、大だい胆たんで、繊せん細さいで。

　ううん、きっと、これこそが「魔法」。

　これこそが真に、魔法の名に値するもの。

　死神が遠ざかって行く姿が見えたような気がした。

　為なす術すべも無く、それがとても悔くやしそうで。

　もちろんそれは、幻覚に違いないけれど。

　幻げん覚かくの中の死神が随ずい分ぶん人間的に見えて、わたしは思わず、クスッと笑い声を漏もらした。

　血の味が喉のどに迫せり上がってくるようなことは、全く無かった。

「深み雪ゆき、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　クリアになった視界いっぱいに、心配そうな兄の顔。

　この人の顔に、こんな生の感情表現を見るのは初めてだった。

「お兄様……」

　その言葉は、何な故ぜかすんなり、わたしの唇くちびるを通過した。

　嚙かむことも無ければ、引っ掛かりを感じることも無かった。

「良かった……っ！」

　わたしは、動どう揺ようしても良かった。

　もっと慌あわてふためいても良かった。

　だってあの人が、わたしの身体をきつく、しっかりと、抱だき締しめているのだから。

　──でもわたしは、これが当たり前なのだと、お兄様の腕の中がわたしの居るべき場所なのだと、

　そんな、図々しいかもしれないことを感じていた。

　だからわたしは、お兄様が抱ほう擁ようを解いた時、反射的に、お兄様のジャケットの裾すそを摑つかんでしまった。
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　お兄様は丸く見開かれた目でわたしを見返して、目を細めて、わたしの頭をクシャッ、と撫なでてくれた。

「あっ……」

　思わず漏もれた声を、どう解かい釈しやくしたのか。

　お兄様は少し決まり悪げな笑みを浮かべ、照れくさそうに顔を逸そらし──表情を引ひき締しめた。

　無表情、と言っても感情が欠落しているそれではなく、精神を集中しきっているが故ゆえの無表情。

　その横顔は、何かを必死に思い出しているかのよう。

　その視線の先には、今にも命の灯ともし火びが消えそうになっている、お母様と桜さくら井いさん。

「お兄様っ！」

　わたしの呼び掛けには答えず、多分、そんな余よ裕ゆうも無いくらいに精神を集中したまま、お兄様は左手でＣＡＤを抜いた。

　信じられないくらい大量のサイオンがお兄様の体内で活性化しているのが分かる。

　膨ばく大だいなデータを格納することが可能なサイオン情報体の器が、お兄様によって組み立てられている。

　お兄様の人差し指が、ＣＡＤの引き金を引いた。

　お母様の身体からだが、お兄様の左手に吸い込まれた、ように見えた。




　無論それは、錯さく覚かくだ。




　何をどうやったのかは分からないが、何が起こったのかは分かる。

　自分がされたことだからこそ、正確に推測することができる。

　お兄様は、お母様の身体を構成する全すべての情報を自分の魔ま法ほう演算領域に複写して、それを加工した情報体でお母様の身体情報を上書きしたのだ。

　銃じゆうで撃うたれた傷が消えた。

　服を濡ぬらし床ゆかに飛び散った血の跡あとが消えた。

　前のめりに倒れたお母様の身体を、わたしは慌あわてて駆かけ寄より抱だき起おこした。

　少し苦しげな、だけれども、確かな呼吸。

　撃たれる前と同じ……いえ、これは……撃たれたことが、無かったことになっている？

　お兄様は左手のＣＡＤを桜さくら井いさんに向けた。

　お母様の時とは比べものにならないくらい、速やかでスムーズにサイオン情報体の準備が完了する。

　明らかに、慣れてきている……？

　たった三度の経験で、お兄様はこの、他者の人体を完全復元するという超高等魔法を完成させつつある！

　畏い怖ふに震ふるえると同時に、わたしの心はそれを当たり前のことと見み做なしていた。




　──だって、この人は、わたしのお兄様だもの──




　誇ほこらしさで胸がいっぱいになった。

　何も知らなかった自分の愚おろかしさは、もう気にならなくなっていた。




　桜井さんは「信じられない」という面おも持もちで、自分の身体を見下ろしている。

　お母様はまだ意識が戻らないけど、呼吸は安定している。これは気を失っているのではなく眠っているだけだから心配は要らない、と駆けつけた軍医の方に言われて、わたしは胸を撫なで下おろした。

「すまない。叛はん逆ぎやく者しやを出してしまったことは、完全にこちらの落ち度だ。何をしても罪つみ滅ほろぼしにはならないだろうが、望むことがあれば何なりと言ってくれ。国防軍として、でき得る限りの便べん宜ぎを図らせてもらう」

　そしてお兄様は、わたしの隣となりで、風かざ間ま大たい尉いと向かい合っていた。

　頭を下げる風間大尉に、「頭を上げてください」とお兄様が告げる。

　お兄様があの場面にギリギリで駆けつけることができたのは、風間大尉と真さな田だ中ちゆう尉いが力を貸してくれたお蔭かげらしい。またあの反乱兵の人たちは、わたしたちをさらって人質にするつもりだったみたいで、結果的に見れば、桧垣上等兵が駆かけつけたお蔭でそういう境きよう遇ぐうに陥おちいるのも免まぬがれたことになる。──もっとも、反乱兵の本当のターゲットはあの男の人で、わたしたちはとばっちりを受けたというのが実情のようだ。あの人は軍ぐん需じゆ企業の重役さんで、ご家族共々今は別の部屋に保護されている。つまりわたしたちは、あの男の人と相部屋にした軍の所せ為いで死にかけたということになるのだけど。それでも、桧垣さんが時間を稼かせいでくれたお蔭でお兄様が間に合った、それもまた、紛まぎれもない事実だ。

　でも、お兄様のあの魔ま法ほうが無ければ、お母様も桜さくら井いさんも、そしてわたしも、間違いなく死んでいたのだ。

　おいそれと不問に付すことは、心情的にできなかった。

「ではまず、正確な状じよう況きようを教えてください」

　もっとも、わたしから何かを要求するつもりは無かった。

　申し訳ないけれども、桜井さんにも口出しを許すつもりは無かった。

　例えお母様が目を覚まされていたとしても、この場では沈ちん黙もくを守っていただくつもりだった。

　これは、お兄様だけの権利なのだから。

「敵は大だい亜あ連れん合ごうですか？」

「確証は無いが、おそらく間違いないだろう」

「敵を水際で食い止めているというのは、噓うそですね？」

「そうだ。名な護ご市し北西の海岸に、敵の潜せん水すい揚よう陸りく部隊が既すでに上陸を果たしている」

　……じゃあ、あの時の潜水艦は、その下調べだったということ？

「慶け良ら間ま諸島近海も、敵に制海権を握にぎられている。那な覇はから名護に掛けて、敵と内通したゲリラの活動で所々において兵員移動が妨ぼう害がいを受けた」

　……想像以上に酷ひどい状態だわ。

「だが案ずるには及およばない。ゲリラについては、元々それほどの数ではなかった。既に八割方制圧を完了している。軍内部の叛はん逆ぎやく者しやも、間もなく片付くだろう」

「上陸地点の確保という目的を既に果たしているのですから、最も早はや用済みなのでしょう。使い捨てのコマをいくら失ったところで、常々人が多すぎると広言している大亜連合にとっては痛くもかゆくもないと思いますが」

　お兄様の淡たん々たんとした指し摘てきに、風かざ間ま大たい尉いの顔が苦虫を嚙かみ潰つぶしたように歪ゆがんだ。

「では次に、母と妹と桜井さんを安全な場所に保護してください。できれば、シェルターよりも安全度の高い場所に」

「……防空指令室に保護しよう。あそこの装そう甲こうは、シェルターの二倍の強度を持つ」

　……呆あきれた。民間人が避ひ難なんするシェルターよりも、軍人が立てこもる指令室の方が守りが堅かたいなんて。でも、軍の基地なんて、そんなものなのかもしれない。

「では最後に、アーマースーツと歩兵装備一式を貸してください。貸す、といっても、消しよう耗もう品ひんはお返しできませんが」

「……何な故ぜだ？」

　この要求には、わたしも疑問を禁じ得なかった。

　何故なのですか、お兄様。

　それに先程、保護対象にご自分を含めなかったのは、何故なのですか？

　わたしはお兄様の真意を知ろうとして、その双そう眸ぼうをのぞき込んで、息を吞のんだ。

　お兄様の瞳ひとみの中で、

　激げき怒どと言うのも生なま温ぬるい、

　蒼そう白はくの業ごう火かが荒あれ狂くるっていた。

「彼らは深み雪ゆきを手に掛けました。その報むくいを受けさせなければなりません」

　その声を聞いた全員が血の気を失う中で、一人、変わらぬ顔色を保っていた風かざ間ま大たい尉いは、さすがに剛ごう胆たんと言うべきなのだろう。

「一人で行くつもりか？」

「自分が為なそうとしていることは、軍事行動ではありません。個人的な報復です」

「それでも別に構わないのだがな。感情と無む縁えんの戦せん闘とうなど、人間ならばあり得ない。復ふく讐しゆう心しんを以もつて戦うとしても、それが制せい御ぎよされていれば問題は無い」

　お兄様と風間大尉の視線が交差した。

　いえ、二人は睨にらみ合あっていた。

「非ひ戦せん闘とう員いんや投降者の虐ぎやく殺さつなど認めるわけには行かないが、そんなつもりは無いのだろう？」

「投降の暇いとまなど、与えるつもりはありません」

「ならば良し。もとより今回の我々の任務は侵しん攻こう軍ぐんの撃げき退たい、若もしくは殲せん滅めつ。敵に降伏を勧告する必要も無い」

　風間大尉は、お兄様とは種類の異なる、それでいてお兄様に負けないくらい断固とした表情になっていた。

「司し波ば達たつ也や君。君を、我々の戦列に加えよう」

　お兄様のお顔に、感謝の色は無かった。

「軍の指揮に従うつもりはありません。自分が護まもるべきものと、あなた方が護るべきものは、違うのですから。ですが、侵攻軍という敵が同じで、殲滅という目的が同じであるなら、肩を並べて戦いましょう」

　伝説の名工に鍛きたえ上あげられた鋼はがねの刃やいばのような、冷たく、鋭するどく、凛り々りしい空気をまとわれていて……わたしはそんなお兄様に、ただ見とれていた。

「よろしい。真さな田だ、アーマースーツと白兵戦装備をお貸ししろ！　空くう挺てい隊たいは十分後に出しゆつ撃げきする！」

「桜さくら井いさん、母と妹を頼みます」

　お兄様は立ちつくす桜井さんにそう告げ、彼女の返事を待たず、真さな田だ中ちゆう尉いの後に続いた。

　その時、わたしの方を見て微かすかに微笑ほほえんだのは、決して、わたしの錯さつ覚かくではなかった。
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「あの、よろしいのですか？」

　お兄様の背中を見送ったわたしに、桜井さんが躊躇ためらいがちに、そう話し掛けて来た。

「何がでしょうか？」

　どうも、わたしの思考力は居眠りサボタージュ中なのか脱走エスケープ中なのか、さっきから思うように働いてくれない。

「いくら達たつ也や君の腕が立つといっても、戦争に行くなんて……それも、最前列に飛び込んで行くなんて、危険すぎはしないでしょうか」

「！」

　囁ささやくような桜井さんの声は、耳元で大音量の目覚まし時計を鳴らされたように、わたしには聞こえた。

　そうよ！　何をわたしは、平然と見送っているの？　お兄様が戦争の真まっ只ただ中なかに飛び込んで行こうとされているのに！

「深み雪ゆきさん!?」

　走り出したわたしの背中を、桜井さんの声が叩たたいた。

　追いかけて来たのは声だけだ。

　お母様を放っておくわけには行かないから。

　ごめんなさい。

　わたしは心の中で彼女に謝った。

　お母様を任せきりにしてしまうのは心苦しかったけど、今はそれより、お兄様を止めなければ！

　わたしはその一心で足を動かした。

　幸い、お兄様はまだそんなに遠くまで行ってはおらず、わたしは道に迷うことも無くお兄様に追いついた。

「お兄様！」

　もしかしたら、振り向いてくれないかもしれない。そんな怖おそれが意識を過よぎったけど、それはいくら何でも杞き憂ゆうだった。

　お兄様は先行する真田中尉に何か小さく一声掛けて、足を止め振り向いた。

　中尉さんは少し進んだところで立ち止まっている。多分、わたしたちに気を遣つかってくれたのだと思う。

「深み雪ゆき、どうした？」

　当たり前の口調で、ごく自然に「深雪」と呼ばれたことに、何だかジーンとこみ上げてくるものがあったけど、今は浸ひたっている場合じゃない。

「お兄様、あの」

　行かないでください、と言い掛けて、わたしはいきなり、意識してはならないことを意識してしまった。

　これではまるで、「ラブロマンス映画（小説または漫画でも可）」にありがちな、恋人を引き止めるヒロインのセリフみたいだ、と。

　それも「禁断の兄妹愛」ものの。

「深雪？」

　いきなり絶句してしまったわたしを、お兄様は訝いぶかしげに見ている。

　多分わたしの頰ほおは、熟したリンゴみたいになっていることだろう。

「……い、行かないでください」

　それでも、言わないわけにはいかない。引き止めないわけにはいかない。

「敵の軍隊と戦うなんて、危ないことはしないでください。お兄様がそんな危険を冒おかす必要は無いと思います」

　言えた……！

　わたしは、「これで大だい丈じよう夫ぶ」という達成感に包まれていた。

　お兄様がわたしの言葉に首を振るなんて──首を横に振るなんて、わたしは微み塵じんも思っていなかった。

「確かに、必要は無い。俺おれは、必要だから行くんじゃなくて、そうしたいから戦いに行くんだよ、深雪」

　だから、お兄様のこの回答は、ショックだった。

　拒きよ否ひされたこともショックだったし、まるで人殺しを望んでいるみたいな言い方もショックだった。

　だけど、わたしの身体からだはお兄様から遠ざかろうとはせずに、わたしの手はお兄様の服を摑つかんでいた。

　上着を摑んだわたしの手を、お兄様は不器用な笑みで見下ろして、わたしの手に自分の手を重ねた。

「さっきも言ったとおり、俺は、お前を傷つけられた報復に行くんだ」

　わたしの目をのぞき込みながら、困ったようなお顔をされる。

「お前の為ためじゃなくて、自分の感情の為に」

　そう言いながらも、お兄様の瞳ひとみは、

「そうしなければ、俺おれの気が済まないから」

　わたしの為ために、と仰おつしやっているような気がして、

「俺にとって、本当に大切だと思えるものは、深み雪ゆき、お前だけだから」

　それは、わたしの思い違いじゃなかった。

「わがままな兄貴でごめんな」

　わたしの思い上がりじゃなかった。

　お兄様がわたしの手をそっと外し、困こん惑わくの表情を浮かべたまま、わたしに笑い掛けてくれた。

　わたしは多分、顔中が完熟トマトの様に真っ赤になっていただろう。

　でもすぐに、お兄様の言葉に違和感を覚えて、眉まゆを顰ひそめた。

「大切だと、思える……？」

　お兄様は今、「大切なもの」じゃなくて、「大切だと思えるもの」と仰ったわよね？

　単なる言い回しの違いだけで、特に意味は無いのかもしれないけど……何な故ぜか、気になる。

　無意識に口をついて出た、質問にもなっていないわたしの呟つぶやきに、お兄様は「参ったな」と言いたげな苦笑を浮かべた。

　その表情は、笑っていながら、泣いているようだった。

　涙なんて浮かべていないし、そもそもお兄様の泣き顔なんてわたしは一度も見たことは無いけど、わたしは理由も無く、これがお兄様にとって悲しい話題なのだと思った。

「申し訳ありませんっ！」

　だから、わたしは謝った。わたしがお兄様を悲しませるなんて、もうこれ以上、あってはならなかったのに……そう思って、勢い良く頭を下げた。

　わたしの長い髪をかき分けて、わたしの頰ほおに、華きや奢しやな少年の手が滑すべり込こんできた。

　華奢だけどそれでも、わたしの手よりずっと大きくて、しっかりしている、お兄様の手が。

　お兄様の手の動きに合わせて、わたしは顔を上げた。

　無理矢理な力は無かったけど、逆らうことなどできなかった。逆らうなんてとんでもない、とわたしの頭が考えるより早く、わたしの身体からだはお兄様のご意思に従っていた。

「いや……お前もそろそろ、知っておいても良い頃ころだ。知らずに済むなら、ずっと知らないままにしておいてやりたかったけど……お前が母さんの娘で、あの人の姪めいである限り、そういうわけにも行かないんだろうな」

　お兄様の言葉はわたしに向けられたものだったけど、わたしに話し掛けているものではなく、ご自分に言い聞かせているもののように思われた。

「お兄様？」

「今は時間が無いし、俺から話して聞かせるべきことでもないと思う。だから深雪、母さんから教えてもらいなさい。今、お前が疑問に思ったことの、答えを」

「お母様に……？」

　訝いぶかしさを覚える余よ裕ゆうも無く、ただ鸚鵡おうむ返がえしに訊たずねるわたしに、お兄様はもう一度、今度は力強く微笑ほほえんでくれた。

「深み雪ゆき、心配するな。俺おれが本当に大切だと思えるものはお前だけだ。だから俺は、これからもお前のことを護まもり続けるし、その為ために無傷で帰って来る」

　お兄様の言葉に噓うそは無い。

　その場限りの気休めは無い。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　笑みを収め、引ひき締しめられたお顔の中の、揺るぎない眼まな差ざしに、

　これは紛まぎれもない真実だと、

「俺を本当の意味で傷つけられるものなど存在しない」

　お兄様を害することができる者など何ど処こにも存在しないのだと信じられた。

　お兄様はわたしの頰ほおに置いた手を頭に移して、わたしの頭をクシャクシャ、と撫なでた。

　少し乱暴にかき乱された髪に手を遣やるわたしに三み度たび笑い掛けて、お兄様は真さな田だ中ちゆう尉いの方へ駆かけて行かれた。

　そのまま、今度こそ、お兄様は戦場へと向かわれた。
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　防空指令室、と言われても、それが何処にあるのかなんて、わたしは当然知らないわけで。

　外がい壁へきも内壁も無くなってしまったあの部屋に戻る以外、わたしには選せん択たく肢しが無かった。

　そういえば、あの部屋の壁かべ、何な故ぜ消えてしまったのかしら？

　桜さくら井いさんとお兄様のお話では魔ま法ほうを阻そ害がいする結けつ界かい術式が組み込まれていたということだから、魔法で破は壊かいされた可能性は低いと思うけど、あんなに綺き麗れいな断面は逆に魔法じゃないと難しい気もする。

　置いて行かれることはない、とは思いつつ、やっぱり少し不安になって、わたしは小走りでさっきまで居た部屋へ戻った。

　あっ……。

「お待たせして申し訳ございません」

　出迎えてくれたお母様に、わたしはまず、謝った。

　いくら体力の回復に必要だからといって、まさか担たん架かで運んでなど行けないのだし、何らかの覚かく醒せい措そ置ちがとられるのは考えてみれば当然だった。

　わたしは自分の勝手な判断でお母様を放置した形になったことと、その結果お母様たちを待たせてしまう結果となったことに対して、お怒いかりを免まぬがれる為ではなく、本当に申し訳なく感じて頭を下げた。

「謝る必要はありませんよ、深み雪ゆきさん。勝手な真ま似ねをした達たつ也やを連れ戻しに行ってくれたのでしょう？」

　にこやかに答えるお母様。

　うっ……かなりお怒りになってる……。

「それで、達也は何ど処こへ？　姿が見えないようだけど」

「あの、それが……お兄様は軍と協力して敵の撃げき退たいに当たられると」

「お兄様？」

　訝いぶかしげにお母様が眉まゆを顰ひそめた。

　反射的に「まずかったかな」と考えたけど、言い直そうとは思わなかった。

　お母様にも咎とがめられなかった。

　咎める代わりに、お母様は「はぁ……」とため息を吐つかれた。

「そんな勝手な真似をするなんて……やはりあの子は不良品ね」

　突き放すような、ではなく、突き放した、セリフ。

　諦あきらめ、ではなく、見切り。

　それが誰だれのことかなんて、訊きくまでもない。

　義ぎ憤ふんに駆かられるよりも、ゾッとした。

　自分の母親が、実の子供に対して、ここまで淡たん泊ぱくになれるということに。

「まあ、いいわ。今回はそれなりに働いてくれたことだし、好きにさせましょう……。お待たせしました。ご案内くださいな」

　お母様は案内の為ために待っていた兵隊さんに声を掛けた。




　いいえ、「それなり」なんかじゃない。




　わたしが生きているのも、お母様が助かったのも、お兄様のお蔭かげ。




　なのにわたしは、「それなりに」という評価に、異を唱えることもできなかった。




　防空指令室は装そう甲こう扉とびらを五枚、通り抜けた先にあった。

　窓が無い、どころか直接外に面している壁かべも無い、学校の教室四個分くらいのフロアで、中は三十人前後のオペレーターが三列に並んだコンソールに向かって座っている小ホールと、壁からホールの大型スクリーンに向かって突き出した八つの中二階個室からなっていた。

　わたしたちは前面がガラス張りになった個室の一つに通された。

「盗とう聴ちよう器きや監かん視しカメラの類たぐいは見当たりません。どうやら、高級士官や防衛省幹部の視察用の部屋みたいですね」

　部屋の中を調べていた桜さくら井いさんがお母様にそう告げた。

　何をどうやって調べたのかは知らないけれど、彼女の調査結果は信頼できる。

　この部屋で内ない緒しよの話をしても大だい丈じよう夫ぶということね。

「それから前面のガラスは、ただのガラスじゃありませんね。警視庁にも同じものがありました。この指令室でモニターしている任意の映像を映し出すことができるものです」

　そう言って桜井さんは、卓たく上じようモニターを見ながらコンソールを操作し始めた。

「お母様、一つ、お教えいただきたいことがあるのですが」

　その間に、わたしは思い切って、さっきのことをお母様に訊たずねてみることにした。

「お兄様が先程、本当に大切だと思えるものはわたしだけだ、と仰おつしやったのですが……何な故ぜ『大切なもの』ではなく、『大切だと思えるもの』なのか、理由をお訊ききしたところ、お母様に教えていただくように、と……」

「そう。達たつ也やがそんなことを」

　わたしの質問を、眉まゆを顰ひそめながら聞いていたお母様が、つまらなさそうにそう呟つぶやいた。

「そろそろ教えてあげても良い頃ころかしらね」

　そして、お兄様と同じようなことを仰った。そこに何か重大な秘密を感じて、わたしは緊きん張ちように身を強こわ張ばらせた。

「でも、その前に……深み雪ゆきさん、達也のことを『お兄様』と呼ぶのはお止めなさい。他人の耳じ目もくがある場所では仕方のない部分もあるから構わないけど、四よつ葉ばの者だけしかいない場で達也を兄として扱あつかうべきではないわ」

　お母様は口調を強くすることも無く、それが自明の理ことわりであるかのようにわたしを叱しかった。

「貴女あなたは真ま夜やの跡あとを継ついで四葉の当主になるのだから。あのような出来損ないを兄と慕したい依存しているなどと見られるのは、貴女にとって大きなマイナス点となりかねない」

「そんな言い方……！」

　わたしは思わず遠えん慮りよを忘れて、お母様に食って掛かっていた。

　緊張して真しん剣けんに耳を傾かたむけていた分、いくらお母様のお言葉でも聞き流すことはできなかった。

「実の子に対して、出来損ないなんて！」

「私わたくしも残念だとは思うのだけど、事実だから仕方がないわ」

「そんなことありません！　お兄様はそのお力で、わたしを助けてくださいました！」

「さっきのこと？　そうね、あの程度のことはやって見せてくれないと……あの子は、あれしかできないのだから」

　わたしの精一杯の反論に、お母様は今まで聞いたことも無いくらいの、冷れい淡たんな声で答えた。

　それは、すっかり諦あきらめきっているような声音だった。

「達也が貴女に話して聞かせるべきだと言ったのなら、私は別に構いません。そうね、何から話してあげましょうか……」

　お母様が思案されている最中、不意に、壁かべいっぱいの窓は映し出す風景を変えた。

　オペレーターが忙いそがしく立ち回る指令室が、空から地上を見下ろす映像へ。

　そこに映っていたのは、空から降下したばかりのお兄様だった。

　わたしはそれを映し出してくれたのであろう、桜さくら井いさんに目を向けた。

　桜井さんは無言でわたしたちを──わたしとお母様を見ていた。

　彼女に口を挿はさむつもりが無いのは、訊きいてみるまでもなく明らかだった。

　彼女が、わたしの知らない多くのことを知っている、ということも。

　──お母様は、お兄様の姿を映し出したスクリーンを、見ようともしなかった。

「達たつ也やは、魔ま法ほう師しとしては、欠けつ陥かん品ひんとして生まれました」

　お母様は、わたしも、見ていなかった。

「あの子をそういう風にしか産んであげられなかったことには責任を感じないでもないけど、達也が魔法師としてどうにもならない欠陥を抱かかえているという事実は事実」

　だからといって、目を閉じていたわけじゃなく。

「達也は生まれつき、二種類の『魔ま法ほう』しか使えません。情報体エイドスを分解すること、情報体を再構成すること。この二つの概がい念ねんの範はん疇ちゆうでなら、様々な技術を編み出したり使い分けたりすることができるみたいですけど、達也にできるのは何ど処こまで行ってもこの二つだけで、魔法師の本領たる情報体を改変することはできないのですよ」
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　お母様の見ている先には何も無くて。

「魔ま法ほうとは、情報体を改変し、事象を改変する技術。それがどんな些さ細さいな変化であっても、何かを別のものに変えるのが魔法。でも達たつ也やにはそれができない。あの子にできるのは、情報体をバラバラに分解することと、情報体を元の形に作り直すことだけ。それは、本来の意味の魔法ではないわ。情報体を別のものに変化させるという、本当の意味での魔法を使う才能を持たずに生まれたあの子は、魔ま法ほう師しとして紛まぎれもなく欠けつ陥かん品ひんです」

　多分、お母様がご覧になっていたのは、ご自分の心……。

「まあ、その再構成の力で私たちは助かったのだけど、あの力は厳密に言えば『魔法』ではありません」

　反論の言葉は、思いつかなかった。

　ただ、わたしは思った。

　あれが魔法でないのなら、あの力は、何と呼ぶべきなのだろう。

　あれが「魔法」以外の名で呼ばれるべきものならば、それは「奇き跡せき」に他ならないのではないだろうか？

「でも、わたしたち四よつ葉ばは十師族に名を連ねる魔法師で、魔法師でなければ四葉の人間ではいられない。魔法が使えないあの子は、四葉の人間としては生きられない。だから私たちは、私と真ま夜やは、七年前、あの子にとある手術を施ほどこすことにしました。──もっとも、あの実験の動機はそれだけでもなかったのだけど……」

　実験？　お母様が、お兄様に？

「人造魔法師計画。魔法師ではない人間の意識領域に、人工の魔法演算領域を植え付けて魔法師の能力を与えるプロジェクト」

　人造魔法師計画。その単語は、わたしの耳の中で、不ふ吉きつに響ひびいた。

「その精神改造手術を達也に行った結果、あの子の感情に欠落が生じてしまったのです」

　精神改造手術？　感情に欠落？

「いえ、感情と言うより衝しよう動どうと言った方が適切かしら。強い怒り、深い悲しみ、激しい嫉しつ妬と、怨えん恨こん、憎ぞう悪お、過か剰じような食欲、行き過ぎた性欲、盲もう目もくの恋愛感情。そういう『我を忘れる』ような衝動を、一つだけの例外を除いて失ってしまった代わりに、達也は魔法を操る力を得ました」

　そんな…………。

「ただ残念ながら、人工魔法演算領域の性能は先天的な魔法演算領域の性能に著しく劣おとっていて、結局ガーディアンとしてしか使い物になりませんでしたが」

　まさか、と思った。

　そんなはずはない、と思った。

「その『手術』を……お母様が為なさったのですか？」

　そう思いながら、問い返さずにはいられなかった。

　大きな「窓」には、体格に勝まさる大人たちに囲まれたお兄様が、敵の上陸部隊と接せつ触しよくした様子が映っていた。

「私以外にはできないでしょう？」

　否定して欲しい、というわたしの願いは、叶かなわなかった。

　分かっていたことだ。

　魔ま法ほう演算領域は、大脳にそのような器官があるわけでは決してなく、つまるところ精神の機能の一つ。

　人工の魔法演算領域を付加するということは、精神の構造を改変するということ。

　それは、お母様だけの魔法、『精神構造干かん渉しよう』を使わなければ不可能なこと……。

「……何な故ぜ、そんなことを」

「理由は既すでに説明しました。それより、貴女あなたが知りたがっていたことに答えましょう」




　──ああ、そうなのですか……。




　わたしにも、解ってしまった。

　気づいてしまった。

　その実験で感情の一部を失ってしまったのが、お兄様だけではないということに。

　それが魔法の副作用か、それとも罪悪感やもっと別の精神作用によって引き起こされたものなのかは分からないけれど、




　わたしは初めて、「魔法」に恐きよう怖ふを覚えた。




　人の心をこんな風に、残ざん酷こくに変えてしまう「魔法」に。




　スクリーンの中では、お兄様が大型拳けん銃じゆうそっくりのＣＡＤを敵兵に向けている。

　お兄様の視線の先で、敵兵が次々に塵ちりと化して行く。

「達たつ也やが失わなかった一つだけの例外……それが、答えです」

　──やめてください。

「あの子の中に残った唯ゆい一いつつの衝しよう動どうは、兄妹愛」

　──もうやめてください、お母様。

「妹を、つまり貴女を愛し、護ろうとする感情」

　──もう聞きたくありません。

「それだけがあの子に残された、本物の感情なのですよ」

　でも、そんなことがわたしに、許されるはずもなかった。

　両手で口を押さえたのは、無意識の動作だった。

　あるいは、条件反射だったのかもしれない。

　そんな必要、本当は無かったのだけど。

　悲鳴なんて出て来ないくらい、衝しよう撃げきを受けていたから。

「達たつ也やは自分のことを良く知っていますから。『大切だと思える』というのは、そういう意味でしょう。私わたくしのことは、ただ『母親』と認識しているだけで、そこに当然付ふ随ずいすべき親子の愛情は存在しません。達也の心が大切だと思うことができるのは、深み雪ゆきさん、貴女あなただけです。さっきのことだって、私を助けたのはついでに過ぎません。あるいは、私が死ぬと貴女が悲しむと判断したのかもしれませんね」

「お母様はそうなることを……意図的に選ばれたのですか？」

　自分が訊たずねているのに、他人が喋しやべっているように聞こえる。わたしではないわたしが、わたしの身体を動かし、わたしに質問させているような感覚さえ、ある。

「そこまではっきりと意図したわけではありませんけどね。ただ、キャパシティの関係で残せる衝しよう動どうが一つだけであるなら、それは貴女に向ける愛情であるべきだとは考えていましたよ。私よりも貴女の方が、達たつ也やと共に在る時間は長いのですから」

「それをお──いえ、あの人に、お話しになったのですか」

「もちろん、説明しましたよ。あの子はあれで、常識に拘こだわっているところがありますからね。親に愛情を抱いだけない、なんて、つまらないことで悩む必要はありませんから」

　そう仰おつしやった時、

　微かすかに、

　子供に愛情を抱けない、お母様の苦く悩のうが、垣かい間ま見みえた気がした。

「まだ何か、訊ききたいことはありますか」

「いいえ……ありがとうございました」

　聞かなければ良かった、と感じている自分がいる。

　聞いておいて良かった、と考える自分もいる。

　直視するには辛つらい過去、辛い事実、だけどわたしが目を背けてはならない現在と未来。

　スクリーンの中には、無人の荒こう野やを進むが如ごとく一定の足取りで進むお兄様が映っている。

　銃じゆう弾だんも砲ほう撃げきもお兄様には届いていない。

　お兄様に砲ほう塔とうを向けた戦車──みたいな物──が、中の搭とう乗じよう員いんごと消え失せた。

　変わらぬ足取りで征ゆく、お兄様。

　でもお兄様と同行している兵隊さんはそういうわけにも行かなくて。

　お兄様に遅れないよう、遮しや蔽へい物ぶつの陰かげから陰へ、飛び移るように走りながら銃じゆうや魔ま法ほうを撃うっている。

　あっ！

　兵隊さんが、一人撃うたれた。

　上空のカメラを通してみる戦場は、まるで映画の中の出来事みたいで。

　わたしがそれほどショックも受けずに見詰めているスクリーンの中で、お兄様が左手に握にぎったＣＡＤをその兵隊さんに向けていた。

　いつの間に？

　そう首を捻ひねる時間は、ほとんど無かった。

　次の瞬しゆん間かんには、その兵隊さんは、何事も無かったようにスクリーンの中を駆かけていた。




　敵の砲ほう塔とうが火を噴ふく。




　お兄様には当たらない。




　お兄様が右手を向ける。




　敵の姿が消える。まるで、特撮映画ＳＦＸみたいだ。




　味方の兵士が倒れる。




　お兄様が左手を向ける。




　それだけで、倒れていた兵士が何事も無かったように立ち上がる。




　スクリーンに映し出された映像は、他の人よりも、一般人だけでなく大多数の魔ま法ほう師しよりも、魔ま法ほうというものに深く馴な染じんでいるわたしから見ても、現実感に乏とぼしくて本当に映画みたいだった。

　でもそれは、無責任な傍ぼう観かん者しやの感想。

　お兄様と共に戦っている軍人さんにとっては望外の幸運。怪け我がをしても、致ち命めい傷しようであってもすぐ治るという夢のような状じよう況きよう。

　そしてお兄様と向かい合っている敵軍にとっては予想外の凶きよう事じ。倒したはずの敵が起き上がり、自分たちだけが死体も残せず消し去られて行くという悪夢。

　魔ま神じんと化して、お兄様は戦場を闊かつ歩ぽする。

　ただ、わたしが撃たれたことの、報復の為ために。

　それが七年前から、お兄様が六歳の時から定められていたことだというのなら。

　わたしは、お兄様に、どう報むくいればいいのだろうか。

　何をお返しできるというのだろうか。




　今のわたしはこの命すら、お兄様からいただいたものだというのに。
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　対つ馬しま要よう塞さいで別れてから一週間。

　当日、一足先に帰き還かんしていた達たつ也やは、あの戦せん闘とうが結局どういう形で決着したのか、一般に公開されている以上の詳しよう細さいを知らない。ここで風かざ間まと再会したのを好機と、色々な質問をぶつけてみたが、どうやら風間にも不明の部分が多いようだ。

　風間と情報を交換し──と言っても達也の側から提供できる情報は「噂うわさ話ばなし」の域を出ないものであったが──推理を出し合っていた達也が、不意に身体からだごと、ドアへ向いた。

　深み雪ゆきの背筋に緊きん張ちようが走った。

　兄の様子から、覚ったのだ。

　遂ついに──

「失礼致いたします」

　形式的なノックの後、返事を待たずドアが開かれた。

　恭うやうやしく一礼したのは年とし嵩かさの執しつ事じ。先程の少年とは格が違う、見るからに高い地位を有する初老の男性だ。

　ただ、彼の口からそれ以上の口上は無かった。

　ただドアを開けるだけの簡単な仕事であれば、この老人の役目ではないはず、にも拘かかわらず。

　だがそのことを、達たつ也やも深み雪ゆきも、そして風かざ間まも不ふ審しんには思わなかった。

　むしろこの役目は、この老人でなければ務まらないだろう、と揃そろって同じことを考えていた。

「お待たせ致いたしました」

　老人の背後には、この屋や敷しきの主あるじの姿があった。




「本当に申し訳ございません。前のお客様が中々お帰りにならなくて……。お約束の時間を過ぎているとはいえ、追い立てるような真ま似ねもできませんし……」

「どうか、お気になさらず。お忙しくていらっしゃるのは、存じ上げております」

　真ま夜やの謝罪に風間がそう返して、二人はようやく腰を下ろした。

「深雪さんもお掛けになって」

　促うながす声に、深雪もゆっくりと腰を下ろす。

　しかし、達也に声は掛からない。

　ソファに座った深雪の隣となりに立ったまま。

　それは真夜の隣に控ひかえる執しつ事じと、鏡に映したように対たい称しよう的てきな姿だった。

　三人の前に白磁のティーカップが置かれる。

　三人とは言うまでもなく、真夜、風間、深雪。

　真夜は二人に紅茶を勧すすめ、自身もカップに口をつけた後、「早速ですけど」と切り出した。

「本日おいでいただきましたのは、先日の横浜事変に端たんを発する一連の軍事行動について、お知らせしたいことがありましたからですの」

「本官にですか？」

　軍の戦せん闘とう行為について、軍人の風間に対し部外者の真夜が、質問ではなく伝達することがあると言う。風間が訊きき返かえしたのも当然だろう。

「ええ、それと達也さんと深雪さんにも」

　そう言って、真夜が意味ありげな笑みを浮かべた。

　にも、と言っているが、本当に聞かせたい相手は達也たちなのだな、と穿うがって見なくても分かる表情だった。

「国際魔ま法ほう協会は、一週間前、鎮ちん海かい軍港を消しよう滅めつさせた爆ばく発はつが憲章に抵てい触しよくする『放射能汚染兵器』によるものではないとの見解をまとめました」

　放射能汚染兵器とは「残留物質による放射能で地球環かん境きようを汚染する兵器」の略りやく称しようで、放射性残留物による放射能汚染を引き起こす兵器の使用を阻そ止しすることを目的に掲かかげる国際魔法協会、及および同協会に加入している各国の魔法協会で主に使用される用語だ。兵器、と表現されているが、そこには放射能汚染を引き起こす魔法の術式も含まれている。魔法協会以外ではあまり馴な染じみの無い言葉だが、古式とはいえ魔ま法ほう師しである風間には当然通用する。

「これに伴ともない、協会に提出されていた懲ちよう罰ばつ動議は棄き却きやくされました」

　深み雪ゆきの顔が一層の緊きん張ちように強こわ張ばり、すぐに安あん堵どのため息を漏もらした。

「懲ちよう罰ばつ動議が出されていたとは知りませんでした」

　起き伏ふくに乏とぼしい声で、風かざ間まがそう嘯うそぶく。深雪ならともかく風間がその可能性に思い至らなかったはずは無いのだが、それを指し摘てきする声は上がらなかった。

「落ち着いていらっしゃるのね？　懲罰部隊が派は遣けんされることは無いと確信していらっしゃったかのご様子」

　その代わり、より直接的な質問が真ま夜やから発せられた。

　魔ま法ほう師しは国家の財産、国家の兵器であり、国家に属するもの。

　民間の魔法師であっても、国益に反する行動は許されない。この点、世界的に、魔法師の人権は非魔法師に比べ著しい制限を受けている。

　そしてそれ故ゆえに、国際魔法協会は独自の戦力を持たない。国際魔法協会所属の魔法師は、戦力と呼べる程の規模ではない。

　しかしその代わりに、国際魔法協会は各国に協力を呼び掛けることで、実行部隊となる多た国こく籍せきチームを編成することができる。今回の「謎なぞの大だい爆ばく撃げき」に対して懲罰部隊を編成することになれば、日本の国力低下を望む国々がそれぞれの抱かかえる強力な魔法師を送り込んでいたことだろう。それは軍事に携たずさわる者として、無視できない懸け念ねんであるはずだった。

「放射性物質の残留が観測されないのは分かっていたことですから」

　貴女あなたもご存知のはずだ、とは、風間は言わない。口にする必要の無いことであり、口にしたところで流されてしまうことが分かり切っていた。

　案の定、真夜はあっさり、話題を変えた。

「では、消しよう滅めつした敵てき艦かん隊たいの搭とう乗じよう員いんに『震しん天てん将軍』が含まれていて、戦死が確実視されていることはご存知ですか？」

「劉りゆう雲うん徳とくが？」

　真夜の語る新たなニュースに、風間のポーカーフェイスが崩くずれた。

　問い返す風間は、演技ではなく、目を見張っていた。

「ええ、それぞれの国の政府によって国際的に公にされた十三人の戦略級魔法師の一人である劉雲徳その人が、です。大だい亜あ連れん合ごうは随ずい分ぶんと厳重な情報管制を敷しいているようですけれど」

　戦略級魔法師のプライバシーなんてあって無いようなものですものね、と真夜は笑う。

　彼女の言うとおり、一個人で戦略兵器に匹ひつ敵てきする力を持つ戦略級魔法師は列強の関心の的であり、それ以上に各国魔法師の関心の的でもある。アンティナイトの様な特とく殊しゆなギミックでも使わない限り、魔法には魔法師を以もつて対たい抗こうするしかないのが現状である以上、戦略級魔法を阻そ止しすることが軍に所属する魔法師の重要任務となるからだ。

　列強が国こく威い発はつ揚ようの目的でその存在を公開している十三人の戦略級魔法師、いわゆる『十三使徒』の中で、その動向を秘ひ匿とくすることに成功しているのはＵＳＮＡのアンジー・シリウスだけと言われている。

　日本も無論、例外ではなく、十三使徒の動向に関する諜ちよう報ほう活動は、氏名──正確には愛あい称しようとコードネーム──と未成年であるということのみ判明していてそれ以外は素顔も定かでないアンジー・シリウスに関する情報収集も含めて、十師族が大きく力を割いている分野だった。

「これで、『十三使徒』は『十二使徒』となったわけですけど」

　国際軍事バランスの大変動要因を、真ま夜やは簡単に一文でまとめて見せた。

　そして更さらに、風かざ間まも知らなかった機密情報を開かい陳ちんする。

「政府は、これに乗じて大だい亜あ連れん合ごうから大きな譲じよう歩ほを引き出したいと考えているようですよ。参さん謀ぼう長ちようより五いつ輪わ家に出動要よう請せいがあり、五輪家はこれを受けました。佐さ世せ保ぼに集結した艦かん隊たいに澪みおさんが同行しています」

「あの方が軍ぐん艦かんに乗船されているのですか？」

　それまで立場を弁わきまえ聞き役に徹てつしていた深み雪ゆきが、思わず声を上げてしまう。

「ええ」

　しかし真夜は、それを咎とがめなかった。つまりそれは、我を忘れてもおかしくない、驚おどろくべきニュースということだった。

　五輪澪は、日本政府が対外的に公表している唯ゆい一いつの戦略級魔法師、つまり『十三使徒』の一人。

　現在確認されている限り、達たつ也やを除けば日本人で唯ただ一人の、戦略級魔ま法ほうの使い手。

　いわば、日本軍の切り札的な存在だ。

　彼女の「深淵アビス」は半径数十メートルから数キロメートルにわたり、水面を球面状に陥かん没ぼつさせる魔法。移動系魔法の中でも特に流体制せい御ぎよ魔法と呼ばれる魔法に分類される。海上でこの魔法の発動領域に吞のみ込こまれた艦かん艇ていは、急きゆう勾こう配ばいの水面を滑すべり落おち、あるいは落下し、転てん覆ぷくし、魔法解除に伴ともなう水平面復帰が引き起こす巨きよ大だいな波に海の藻も屑くずと化す。半径一キロの「深淵アビス」は最大で深さ一キロの半球面を作り出し、海中の潜水艦をも容易に巻き込む。

　この、一いち撃げきで一個艦隊を破は壊かいする理論上の能力を以もつて戦略級魔法と認定されているのだが、地下水を対象として「深淵アビス」を発動することで、地上においても多数の建物を一気に倒とう壊かいさせることが可能だ。

「……しかし、お身体からだに障さわりがあるのではないでしょうか？」

「それを承知の決断なのでしょうね。参謀部も、五輪家も。それほどの奇き貨かと考えているのでしょう」

　心配そうな深雪の問い掛けに、真夜があっけらかんとした答えを返した。

　五輪澪はその強大な魔法の能力と対照的に、肉体面はかなり虚きよ弱じやくである。

　ミドルティーンの頃ころまではそれほどでもなかったそうだが、二十歳を過ぎたあたりから動力付きの車くるま椅い子すを常用している。脚あしに疾しつ患かんは無く歩けないわけでもないのだが、少しでも体力の消しよう耗もうを抑おさえる為ためだ。大学を卒業後は、五いつ輪わ家の屋や敷しきからほとんど外出することは無いとも伝えられている。

　五輪家は現在、十師族の一角を占しめている一族だが、その地位は澪みおという戦略級魔ま法ほう師しを抱かかえている事実に支えられている側面が強い。その彼女を比ひ較かく的てき短距離の移動とはいえ何日も戦せん闘とう艦かん艇ていに乗せるというのは、確かにある種の賭かけと言える。

「こちらが劉りゆう雲うん徳とくの動向を摑つかんでいたように、あちらも澪さんが出しゆつ陣じんしたことを摑んでいるでしょう。また、これは未確定の情報ですが、本日、ベゾブラゾフ博士がウラジオストク入りしたとの報せも受け取っております」

　その名を聞いて、再び風かざ間まの表情が動いた。

「──『イグナイター』イーゴリ・アンドレイビッチ・ベゾブラゾフが、ですか？」

「ええ、そのベゾブラゾフ博士です。各国の軍首脳部は朝鮮半島南なん端たんにおける戦果を目まの当あたりにして、大規模魔ま法ほうの有効性を再評価しているようですね」

　声こそ漏らしていないが、驚おどろいているのは達たつ也やも同じだ。

　イーゴリ・アンドレイビッチ・ベゾブラゾフはソビエト科学アカデミーに所属する科学者だが、同時に、新ソ連が擁ようする戦略級魔法師でもある。

　ベゾブラゾフは達也のような秘ひ匿とくされた戦略級魔法師ではなく、澪と同じ国家公認戦略級魔法師・十三使徒の一人。彼の戦略級魔法「トゥマーン・ボンバ」は、威い力りよくこそＵＳＮＡのアンジー・シリウスが操る「ヘビー・メタル・バースト」に一歩譲ゆずるものの、その破は壊かい半径は十三使徒随ずい一いちと言われている。

　これまで各国は戦略級魔法を示じ威いにのみ使い実戦に動員することはなかったのに、今回の戦いにはこれで、達也を含めて四人の戦略級魔法師が動員されたことになる。

「大だい亜あ連れん合ごうも同様の情報を摑つかんでいるでしょうから──」

「近日中に講和が成立する可能性が高いと？」

「私どもはそのように予想しております」

　言葉を切って、真ま夜やは笑顔で風間を見み詰つめた。四十代半ばにも関わらず、三み十そ路じ前のような、若々しくも大人の可愛かわいらしさと大人の色気を兼ね備えた笑顔。

　しかし風間にそのような色いろ香かが通用するはずもなく、彼は無言で次の言葉を待っていた。

「……三年前からの因いん縁ねんは、これで決着がつくでしょう」

　話を再開した真夜の顔に、当てが外れたとでも言いたげな少々不満げな色が窺うかがわれたのは、達也の錯さつ覚かくとばかりも言い切れないだろう。

「ただ、今回の鎮ちん海かい軍港消しよう滅めつは多数の国から注目を集めています。あの攻こう撃げきが戦略級魔法によるものと当たりをつけ、術者の正体に探りを入れてきている国も一つや二つではないようです。大亜連合の派は遣けん艦かん隊たいが全ぜん滅めつした三年前の沖縄海戦との共通性に思い至り、これを手掛かりにしようと考えるグループも出て来るでしょう。しかし、達也さんの正体を知られることは、私どもとして極めて好ましくない事態です」

「重々、承知しております」

　風かざ間まが頷うなずくのを見て、真ま夜やは演技とは分からぬくらい自然に顔をほころばせた。

　いや、今のは本心から満足して笑ったのかもしれない。

「ご理解いただけて嬉うれしく思います。それでは念ねんの為ために、しばらく達たつ也やさんとの接せつ触しよくは控ひかえていただきたいのですが」




　風間との交こう渉しようは、真夜にとり、即すなわち四よつ葉ばにとって満足の行く形でまとまった。

　手玉に取った、というのは言い過ぎだろうが、今回の大だい亜あ連れん合ごうを敵とする戦せん闘とうに達也をこれ以上使わないという約束が成立したのは、紛まぎれもなく真夜のペースだった。

　もっとも、この口約束を遵じゆん守しゆするつもりがあるのか、この口約束を全面的に信じているのか、という点には括かつ弧こ付きで疑問符が付くのだが。

　そして今、応接室では、真夜と達也が一対一で対たい峙じしている。用が終わった風間が帰ったのは当然として──彼も忙しい身だ──深み雪ゆきまで席を外すことになったのは、真夜の強い指示によるものだった。

　そうして自分のお付きにまで席を外させたにも関わらず、真夜は中々話を切り出さなかった。

　真夜が飲み干した紅茶のカップを物足りなげに見み詰つめるに至り、達也は彼女の対面へ無言で腰を下ろした。

　無言で、つまり、断りを入れることもせず。

　身体からだを背もたれに預け言葉を待つ姿は、緊きん張ちようや畏い怖ふとは縁えん遠どおいものだった。

　その姿を一いち瞥べつし、真夜はカップをソーサーに戻した。

「貴方あなたとこうして向かい合うのは三年振りね」

　その声や表情に、不ふ遜そんを咎とがめる色合いは無い。

「こうしてお声を掛けていただくのは初めてです、叔お母ば上」

「そうだったかしら」

　恭うやうやしさの代わりにシニカルな、ある意味いつもどおりの雰ふん囲い気きをまとう達也に対し、真夜も先程までに比べて随ずい分ぶん砕くだけた口調になっていた。

「そういえば、二人だけでお話しするのはこれが初めてでしたか」

「はい」

　だからといって、「親しげな」という形容は当たらないだろう。

　それにしては、二人の眼まなこに宿る光が強すぎた。

「それで、お話しとは何でしょうか」

「そんなに慌あわてないで。お茶でも如何いかが？」

「自分にお茶など出しては、取り巻きの方々にうるさいことを言われませんか」

　率直すぎる達たつ也やの発言に、真ま夜やがプッと吹き出した。

「正直は必ずしも美徳とは限らないのよ」

「相手の為ためを思う諫かん言げんは、得てして耳に痛いものです」

　打てば響ひびくような切り返し。

　真夜はそれに立腹した様子も無く、むしろ感心して頷うなずいている。

「遠えん慮りよの無い相手というのも、たまには良いものね」

「ご不快でしたか」

「貴方あなたと私は甥おい、叔お母ばの関係だもの。気にする必要は無いわ」

　本心か韜とう晦かいか分かり辛づらい口調で返した後、真夜はテーブルの呼よび鈴りんを手に取った。

　小さなハンドベルの音が外に漏もれる程、この部屋の壁かべも扉とびらも薄くはない。

　それなのに一分と掛からずドアがノックされたのは、何かの方法でこの部屋がモニターされているということに他ならないが、達也は慌あわてて立ち上がるような真ま似ねはしなかった。

「お呼びでございますか」

　現れたのは、先程の初老の執しつ事じ。達也が主あるじの対面にゆったり腰掛けている姿を見ても、彼は眉まゆ一つ動かさなかった。

「葉は山やまさん、私にお茶のお代わりを。それから達也さんにも同じものをお持ちして」

「畏かしこまりました」

　これが青あお木きあたりであれば、血相を変えて達也を怒ど鳴なりつけたことだろう。真夜の目の前であることも忘れて。

　だが理由はどうあれ、形はどうあれ、主あるじの会話を「盗み聞き」することを許されている腹心が、そういう小物じみた真似をするはずがない。

　達也が慌てなかったのは、そういう読みもあってのことだ。

　それ以外にも、「取とり繕つくろっても無む駄だだろう」という判断もあったのだが。

　達也が真夜に従順でないことくらい、少し見る眼があれば分かり切ったことなのだから。

　お茶を待つ間、真夜は口を開かなかった。

　達也も、急せかそうとはしなかった。

　お茶でも如何いかが、とは、話はお茶でも飲みながら、という意味だ。その程度のことも分からぬほど鈍にぶくはないし、その程度も待てぬほど子供でもない。

　葉山執事が持ってきたカップに口をつけて、真夜はようやくその気になったようだった。

「今回はご活かつ躍やくだったわね、達也さん」

　この口調で、この言葉を額面どおりに解かい釈しやくする者など、まずいないと思われる。

「いえ、そのようなことは」

　達也も褒ほめられているとは思わなかった。

「でも四よつ葉ばにとっては、困ったことをしてくれたものだわ」

「申し訳ありません」

　案の定、芝しば居いじみたため息と共に愚ぐ痴ちをこぼした叔お母ばに対して、達たつ也やは形式的な謝罪を示した。土ど下げ座ざとかテーブルに額をこすりつけるとか、そんな殊しゆ勝しようさは欠片かけらも無かった。

「……まあ、貴方あなたが命令に従っただけというのは判っています。あそこまでする必要があったのか、本当は風かざ間ま少しよう佐さを問とい詰つめてみたかったのだけど。過ぎたことは仕方ないわね」

「おそれ入ります」

　今度は少し、心がこもった謝罪だった。良い悪いは別にして、達也もいささかやり過ぎだったと考えているのかもしれない。──実際は「いささか」どころではない、過か剰じようと言うも愚おろかな大だい破は壊かいだったのだが。

「それより問題は、今後のことです」

「何か具体的な不都合が生じているのですか」

　達也の問い掛けに、真ま夜やは即そく答とうしなかった。

　瞼まぶたを閉じ、紅茶を一口飲んで、おもむろに目を上げた。

　正面から、達也の瞳ひとみをのぞき込む。

　達也はその眼まな差ざしを受け止める──ことはせず、叔母と同じ動作でティーカップに口をつけた。

「スターズが動いているわ」

　目を合わせぬまま浴びせ掛けられた言葉は、達也の動きを一いつ瞬しゆん、停止させるだけの威い力りよくを持っていた。

「それはアメリカ自体が動き出している、という意味でしょうか」

　ここに至りようやく、真夜と達也、二人の眼差しは正面からぶつかり合った。

　背負うものは比べものにならない。

　四よつ葉ばという強大な組織を背にしている真夜と、深み雪ゆき以外に護まもるべき者を持たない達也。

　しかし達也の眼光は、真夜の視線の重圧に、少しも負けていなかった。

「今はまだ、スターズが独自に調査を開始した段階よ。でも彼らは既すでに、あの爆ばく発はつが質量をエネルギーに変へん換かんする魔ま法ほうによって引き起こされたものということまで摑つかんでいるわ。術者の正体についても、かなりのところまで絞しぼり込こんでいます。──具体的には、貴方と深雪さんを容疑者の一人として特定するまでに」

　真夜がもたらした情報に、達也は一往復半、頭かぶりを振った。

「……すごい情報収集力ですね」

「伊だ達てに世界最強の魔法部隊を名乗っていないということでしょうね」

「いえ、自分が申し上げているのは叔お母ば上の手の者のことです」

　応えは返ってこなかった。

　真夜は、虚きよを衝つかれた表情で黙だまり込こんでいる。

　達たつ也やは特に面白そうな顔も見せず、沈ちん黙もくの隙すき間まを埋うめるように口を開いた。

「世界最強の魔法部隊を自認する、ＵＳＮＡ軍スターズの諜ちよう報ほう活動成果を、ほぼリアルタイムで探り出すとは。スパイでも潜もぐり込こませているのですか？」

「……教えられないわ。生憎あいにくだけど」

「ごもっともです」

　何とか真ま夜やが捻ひねり出だした応答に、達也は真面目くさった顔で頷うなずいた。

　一いつ瞬しゆん、忌いま々いましげな表情を浮かべた真夜だったが、すぐに笑顔を取り戻したのはさすがと言うべきだろう。

「……とにかく、身の周りには気をつけなさい。スターズは今まで貴方あなたが相手にしてきた連中の様に甘い相手ではないわよ。アメリカの覇は権けんを揺るがすと判断すれば、実力で排はい除じよに掛かってくる可能性もあります」

「それが四よつ葉ばに飛び火する可能性が出て来れば、別のところから刺客が送り込まれるということですね。肝きもに銘めいじます」

　見み詰つめ合う叔お母ばと甥おい。

　二人の顔には、最も早はや、一筋の笑みも無い。

「そこまで解っているなら話が早いわ」

「俺おれならばこの場でこの答えにたどり着くと考えたから、深み雪ゆきに席を外させたのでしょう？」

　達也の言こと葉ば遣づかいが少し変わった。

　彼の質問に、真夜は答えなかった。

　再び交差した視線の中に、彼女の答えはあった。

「達也、学校を辞めなさい」

　真夜が告げたのは、答えではなく命令だった。

「学校を辞めて、どうしろと？」

「しばらくここで謹きん慎しんしていなさい。深雪さんのガーディアンには別の者を差し向けます」

「ガーディアンの選定は、護衛対象の専決事項だと思っておりましたが」

「何事にも例外は付き物よ」

「まあ、そうですが……お断りします」

　もしこの場に同席者がいたなら、急激な室温の低下に身み震ぶるいしただろう。

　ただそれは、物理的な温度の低下ではなく、張はり詰つめた緊きん張ちよう感かんによるものだった。

「このタイミングで俺が突とつ然ぜん退学したら、大だい亜あ連れん合ごう艦かん隊たいを殲せん滅めつした魔ま法ほう師しは自分ですと自白しているようなものだと思いますが」

「理由は何とでもつきます」

「そうでしょうか」

　真夜と、達也の顔から、表情が消えた。

「私の命に、従わぬと？」

「俺おれに命令できるのは、深み雪ゆきだけです」

　最さい高こう潮ちように高まる緊きん張ちよう感かん。

　時が止まってしまったかの如ごとき緊きん迫ぱく感かんの中で、




　世界が「夜」に塗ぬり潰つぶされた。




　闇やみに、ではない。

　闇に浮かぶ、燦さん然ぜんと輝かがやく星々の群れ。

　応接室の天てん井じようが、月の無い、星の夜空に変わっていた。

　星が、光の線となって流れ、

　──血けつ臭しゆうが、室内に漂ただよう。




　そして次の瞬しゆん間かん、




　音も無く、




　室内を満たす「夜」は砕くだけ散ちった。




　部屋の中には変わらず、見み詰つめ合う叔お母ばと甥おい。

　ただ二人の間に満ちていた緊きん迫ぱく感かんは、「夜」の崩ほう壊かいと共に消え去っている。

「──随ずい分ぶんと手加減していただいたようですね」

「当然でしょう？　貴方あなたは私の可愛かわいい甥なのですから」

　達たつ也やの呟つぶやきに真夜は笑顔で答えた。

　二人のどちらにも傷は無く、室内に血の臭においは残っていない。

「まあ、それを差し引いても上出来です。だから今回は、貴方のわがままを叶かなえてあげることにします」

「ありがとうございます」

「いいのよ。私の魔ま法ほうを破ったことに対する、ちょっとしたご褒ほう美びなのだから」

　達也は無言で立ち上がった。

　そのまま軽く一礼する達也に、真夜はヒラヒラと手を振った。

　応接間を後にする達也。

　彼を呼び止める声は、何ど処こからも掛からなかった。




　　　　◇　◇　◇




　達たつ也やが去った応接室で、真ま夜やは独ひとり物思いに耽ふけっていたが、やがて一つ、大きく、息を吐はいて、テーブルの呼よび鈴りんを手に取った。

「──お呼びでございますか」

「場所を変えます。サンルームにお茶の用意をして、深み雪ゆきさんたちをご案内しなさい」

　すぐに姿を見せた葉は山やま執しつ事じに、真夜はそう言い付けた。

「畏かしこまりました」

　葉山は一礼し、主あるじと目を合わせぬまま使用済みのカップを手早く片付ける。

　そのまま真夜の指示を実行すべく、部屋を辞去しようとしたところで、

「ちょっと待って」

　当の真夜が、彼を呼び止めた。

「葉山さん、何か私に訊ききたいことがあるのではなくて？」

　主に視線を向けられて、葉山は恭うやうやしく一礼した。

「おそれ入ります。それでは、お言葉に甘えまして……」

　葉山は先代の四よつ葉ば当主に引き続いて真夜に仕えている四葉家中の重じゆう鎮ちん。初老に見えるが、実年齢は七十歳を超えている。

　他の者がおそれ多いと言い出せないようなことでも、彼ならば口にすることが許されるという雰ふん囲い気きが、この屋や敷しきにはある。

「達也殿をあのままにして、本当によろしいのですか？」

　また葉山は、他の者の様に達也のことを「贋にせ物もの」と軽んじたりはしない。彼自身の魔法技能のレベルは大したものではないが、数多くの魔ま法ほう師しを見てきた経験が、達也に高い評価を与えていた。

　──警けい戒かいすべき、魔法師と。

「構わないわ。ああ、葉山さんが何を懸け念ねんしているのか、十分に理解しているつもりよ？　確かにあの子は、いつでも四葉を裏切るでしょうね」

「……おそれ入ります」

「それにさっきも確かめたとおり、私の魔法はあの子の異能に対して相性が悪い。本気で戦えば、高い確率で私が負ける」

　真ま夜やの魔法「流星群ミーテイア・ライン」。日本名は外見上の特とく徴ちようから「流星群」と名付けられているが、英語名「Meteor（流星）Line（軌き道どう）」の方が魔法の性質を良く表している。

　真夜をして世界最強の魔法師の一人、「極東の魔ま王おう」「夜の女王」と呼ばしめているこの魔法は、効果範囲内における光の分布状じよう況きようを偏かたよらせる収束系魔法の一種で、室内やトンネル内のような閉へい鎖さされた空間で特に高い威い力りよくを発揮する。

　この魔ま法ほうの見かけ上のプロセスは、対象空間がまず、多数の小さな光の球が浮かぶ闇やみに閉ざされ、次に光球が無数の光条と化して攻こう撃げき対象を貫つらぬく。

　表面的にはレーザーのシャワーにより攻撃しているように見えるが、ミーティア・ラインの攻撃力と光の持つエネルギーの間には全く関係が無い。光量すらも無関係だ。

　この魔法の本質は光の分布を著しくかつ強制的に偏かたよらせることにあり、光が存在する座標を小さなボール、細いラインとして設定することにある。

　光の通り道に設定された空間及およびその構成要素としての物体は、光が透とう過かする状態にそのあり方を改変され、その結果、有機物、無機物を問わず、また物体の硬こう度ど、耐たい熱ねつ性せい、可か塑そ性せい、弾だん力りよく性せいを問わず、対象物に光が通り抜けられる穴を穿うがつ。透とう明めい度どの高いガラスであっても光の透過性が百パーセントで無い以上、「光が通り抜けられる状態に変わる」、イコール、「穴を穿つ」という事象改変から逃のがれられない。

　現象そのものではなくそのロジックの面から見れば、この魔法は光の分布を介かいして対象物の構造情報に干かん渉しようし、固体・液体を熱や圧力によらず直接気化させる、つまり気体に分解する分解魔法の一種とも言える。「光が偏って存在する線」自体が定義されているので、反射や屈くつ折せつや遮しや断だんで防ぼう御ぎよすることはできない。一方向から光を照射するものではないので、魔法によるシールドでも防御できない。全方位をカバーする球形のシールドで包んだとしても、光子の移動とは関係なく「光を百パーセント通すライン」が作り出され、穴が穿たれるだけとなる。

　物理現象に干渉する魔法による防御が不可能であると同時に、ミーティア・ラインを対たい抗こう魔法で防御することもほとんど不可能だ。光という物理現象を媒ばい介かいとしている為ため、純粋に心霊的な防御手段である領域干渉で発動を阻そ止しすることは困難を極める。「光の分布」という単一要素に対する干渉力が真ま夜やを上回っていなければ「流星群ミーテイア・ライン」の発動は止められない。「光の分布」に対する干渉を生来の魔法として有する真夜に対して、それはあまりに高すぎるハードルだ。そして一いつ旦たん発動したなら、改めて領域干渉で対抗しようとしても、光の分布が偏っているという書き換えられた現象が既き定ていの事象としてそこにある。

　対物理現象防御でも、対魔法防御でも、その二つを同時に発動する十じゆう文もん字じ家のファランクスであっても防御不能。それ故ゆえ、真夜は魔ま法ほう師し同士の戦せん闘とうにおいて無敵、「世界最強の魔法師」の一人と見み做なされているのだ。

　ただし──「流星群ミーテイア・ライン」は構成要素としての物体を含む限定空間の構造情報に対して間接的に干渉する魔法である為、構造情報に直接干渉する達たつ也やの魔法には決定的に相性が悪い。光を介して空間構造に干渉し作り上げられた「夜」の結けつ界かいは、空間構造に対する直接的な干渉で簡単に砕くだけ散ちってしまう。

「私があの子に殺されてしまう可能性も小さいとは言えないでしょう。でも達也は、四よつ葉ばを裏切ることはできても、深み雪ゆきを裏切ることはできないわ。そして深雪が四葉に敵対することは決して無い」

「しかし、深み雪ゆき様は達たつ也や殿どのに深く依存されているご様子。達也殿が当家に叛はん旗きを翻ひるがえした時、その意に反するとは思えませぬが」

　眉み間けんに深い憂ゆう慮りよを刻み、主あるじの言葉に反論する葉は山やま。

　しかし真ま夜やがそれに動じた様子は、全く無かった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。洗脳なんてしなくても、人の精神の方向性を決定付けるのはそんなに難しいことじゃないの。それくらい、葉山さんには説明するまでも無いでしょう？」

　フッと浮かべた真夜の笑みには憐れん憫びんが混じっていた。

「深雪は己に課せられた責任から決して逃のがれられない。姉ねえさんに、そのように育てられているから。そして達也には、深雪を苦しめるような真ま似ねは、絶対にできない」

「……しかし、その為ためには」

「ええ。他の候補者の子たちには悪いけど、次の当主は深雪で決まりね。達也を、あの怪かい物ぶつを、敵に回さない為に」

「その為には、深雪様に何としても当主の座を受けていただかなければなりませんな」

「心配無用よ、葉山さん。その為の策も、ちゃんと考えてあるから」

　真夜はそう言って、余よ裕ゆうタップリに微笑ほほえんだ。

　葉山は深く、最上級の敬意を以もつて一礼し、今度こそ応接室を後にした。




　西暦二〇九五年の横浜事変は、西暦二〇九二年の沖縄侵しん攻こう作戦の延長上にあり、三年前の敗戦──あるいは「作戦失敗」──を挽ばん回かいする為に企き図とされたもの、との見方が一般的である。

　しかし、横浜侵攻作戦に続く一連の軍事行動が、「沖縄海戦」の再現で幕を閉じたのは、歴史の皮肉と言うべきか。
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　風かざ間まの指揮する恩おん納な空くう挺てい部隊に同行した達也は、侵しん攻こう軍ぐんを水みず際ぎわまで追おい詰つめていた。

　普ふ通つうなら「達也が同行した恩納空挺部隊は」と表現すべきかもしれない。

　だが、わずか一個小隊の歩兵集団の先頭に立つ、フルフェイスのヘルメットとアーマースーツに全身を隠かくした小こ柄がらな魔ま法ほう師しが侵攻軍を潰かい走そうさせているのは、この場にいる、敵の目にも味方の目にも明らかだった。

　それは、戦せん闘とうと表現するには一方的に過ぎる殺さつ戮りく。

　しかし同時に、虐ぎやく殺さつと呼ぶには惨むごたらしさが欠けつ如じよしている。

　血が、流れない。

　肉が、飛び散らない。

　血肉を焼く臭においすら、五体を引ひき千ち切ぎる爆ばく音おんすら、存在しない。

　戦場は、奇き妙みような静せい寂じやくに支配されていた。

　侵しん攻こう軍ぐんの放つ銃じゆう弾だんが、手しゆ榴りゆう弾だんが、携けい行こうミサイルが、防衛軍の戦列に届く前に、空中に溶けて失せる。同じ規格を持つ弾たまが、爆ばく弾だんが、ミサイルが集合体として消えて行く。

　尚なおも踏み止まり、狂ったように引き金を引いていた侵攻軍の兵士が、一人、また一人と、次々にぼやけ、歪ゆがみ、消え失せる。

　達たつ也やの背後に続く防衛軍の兵士は、今や引き金を引くことも忘れて、現実感に乏とぼしいその光景に見入っていた。

　同どう僚りようが次々と消え去っているにも関わらず、現実感を持てずにいるのは侵攻軍の兵士も同じだった。

　流血、惨ざん死し体たいによって引き起こされるはずの本能的な恐きよう怖ふが刺し激げきされないから、侵攻軍は得体の知れない不安に蝕むしばまれながらも中々降伏しようとしない。

　それは、達也にとって望むところだった。

　侵攻軍にハイレベルの魔ま法ほう師しが従軍していれば、ここまで一方的な展開にはならなかっただろう。むざむざ侵攻を許した日本側だけでなく、まんまと奇き襲しゆうを成功させたかに見えた侵攻軍の側にも、この点、油断があったと言える。

　──だからといって、達也が手心を加える理由にはならない。

　彼の精神は現在、一種の狂きよう乱らん状態にある。

　破は壊かいと殺さつ戮りつに対して、一切の箍たがが外はずれている。

　殺人に対して、まるで禁きん忌きを覚えていない。

　歩くように、壊こわし、殺す。

　否いな、消し去る。

　彼も動どう揺ようを知らないわけではなかった。当然だが、如い何かなる衝しよう撃げきにも揺さぶられない不動心には程遠い。

　妹が殺されかけた光景を見て、彼は深いショックを受けていた。

　彼の魔ま法ほうは、如何なる致ち命めい傷しようであろうと一いつ瞬しゆんで、無かったことにできる。「再成」を他人に対して行使したのは今日が初めてだが、自分の肉体も他人の肉体も同じ「物」であり同じように復元できるということは以前より分かっていた。

　だが彼の「再成」を以もつてしても、死者を蘇よみがえらせることはできない。生死は不可逆に連続しているものであり、「死」は「生」の内在的変化。死体に「再成」を掛けても傷の無い死体が出来上がるだけで、死者が生き返ったりはしない。それも、達也には分かっていた。

　例たとえ心臓が止まっていても脳死に至っていても、あるいは首が千ち切ぎれていても、その直後であるならば蘇そ生せいは可能だ。即そく死しの致命傷であっても、肉体を再建し血液を循じゆん環かんさせることで蘇生する可能性が完全にゼロでない限り、彼の「再成」は死者を生に呼び戻すことができる。

　だが、死が定着してしまった後では、どうすることもできない。

　もし、間に合わなかったら……その恐きよう怖ふは、彼をパニックに陥おとしいれるに十分なものだった。自分自身の死を含めて、他のことであるならば「真の恐怖」という感情を持ち合わせない──正しくは奪うばい取とられている──達たつ也やにとって、深み雪ゆきを失うという恐怖は、他の恐怖を知らないが故ゆえに余計、彼の心を強く、深く、大きく揺さぶった。どんなに落ち着いて見えても、彼は今、その反動により激げき昂こうしていた。

　他の感情が機能しないが故に、冷静に、効率的に、一切の躊躇ためらいを捨てて報復を行う。

　それはいわば、理性的な狂乱。

　唯ただ一つの目的にコントロールされた狂きよう気き。

　相手が降こう伏ふくしないことで、彼の狂気は貪どん欲よくに敵の命を吞のみ込こんでいた。




　潰かい走そうする侵しん攻こう軍ぐんの戦線は崩ほう壊かいと表現して差し支えのない状態にあったが、侵攻軍の指揮系統まで崩壊してしまっているわけではない。

　侵攻軍の指揮官は、最も早はや橋きよう頭とう堡ほを維い持じできないと判断し、海上への撤てつ退たいを命じた。

　我先に上じよう陸りく舟しゆう艇ていへと乗り込む侵しん攻こう部隊の兵士たち。

　一歩、一歩、着実に歩み寄って来る魔ま神じんの手から逃のがれる為ために。

　そこに、死神が大おお鎌がまを振り上げて待っているとも知らずに。

　逃げ出すのに忙しく、反はん撃げきが止やんだ侵攻部隊を前に、達也の足も止まった。

　急に自分たちの役目を思い出したのか、恩おん納な空くう挺てい隊たいが斉せい射しや陣じん形けいを作り上げる。

　だが「撃うて！」の命令が下されるより早く、達也から景色を歪ゆがめる「力」が放たれた。

　視界、つまり光波に余波を及およぼすような強い干かん渉しよう力りょくを放つ魔ま法ほう師しがいないわけではない。

　本当に優秀な魔法師は意図した事象改変以外に「世界」を乱すような力は使わないものだが、パワーに比して熟練度に劣おとる若手の優秀な魔法師は、時々そのような意図せざる事象改変を引き起こす。しかしこの場において生じたのは、全くの、物理的な副次作用だった。

　小型の強きよう襲しゆう上じよう陸りく艇ていが、中に吞み込んだ兵員ごと塵ちりとなって消えた。景色が歪ゆがんで見えたのは、上陸艇の一部がガスとなって拡散した所せ為いで空中に密度の異なる気体層が形成され、光の屈くつ折せつ現象が発生したことによるもの。

　次の艇で逃走しようと先を争って乗船していた敵兵が、揃そろって動きを止めた。

　水を叩たたく音は、手にした武器を海に投げ捨てた音。

　水音と地面を叩く音は、連れん鎖さ的てきに広がった。

　白い旗が揚あがる。

　同時に大だい亜あ連れん合ごうの海軍旗が掲かかげられたのは、捕ほ虜りよとしての法的保護を宛あてにしたものか。

　達也の背後で、射しや撃げき命令の代わりに、射撃待機の命令が下された。

　達也はそれを見て、右手を白旗の旗手に向けた。

「バカ、止めろ！」

　声と共に、隣となりから手が伸びてきた。

　達たつ也やはその手を逃れるべく、腕を下げて身体からだを捻ひねった。

　だが、避よけたはずの右腕は伸びてきた左手にしっかり摑つかまれた。

「敵に戦せん闘とう継けい続ぞくの意思は無い！」

　そんなことは言われなくても分かっていた。

　彼を制止した相手もフルフェイスのヘルメットを被かぶっていてその容よう貌ぼうは見えなかったが、聞いたことの無い声だった。

　少なくとも、風かざ間ま大たい尉いや真さな田だ中ちゆう尉いではない。

　もっとも、風間に止められたところで、達也に敵の殲せん滅めつを中止する意思は無かった。

　敵が投降しようとしているというなら、投降が成立する前に、継けい戦せん意思の放ほう棄きが確認される前に皆殺しとするまでのこと。

　幸いまだ、敵の中には武器を手放していない者が残っている。

「止めろと言うのだ！」

　しかし達也は、ＣＡＤの引き金を引くことができなかった。

　突とつ如じよ視界が回転し、分解対象の座標を見失った。

　背中に強い衝しよう撃げき。

　投げられたのだ、と覚った。

　すぐさま起き上がろうとして、既すでに自分が押さえ込まれていることを認識した。

「これ以上は虐ぎやく殺さつだ。そんな真ま似ねは許さんぞ」

　ヘルメットの鼻先に拳けん銃じゆうが突きつけられている。

「落ち着け、特とく尉い。柳やなぎも銃を引っ込めろ」

　この声には聞き覚えがあった。「特尉」という呼こ称しようも記き憶おくにある。民間人を実戦に加えるわけには行かないと、出動にあたり便べん宜ぎ的てきに与えられた地位だ。他ならぬこの声の主、風間大尉から。

「特尉、出動の際の条件は覚えているな？」

　もちろんこれも、記憶していた。

　沸ふつ騰とうしていた頭が、少し冷えた。

　戦う意思はそのままに、破は壊かいと殺さつ戮りくへの欲求が収まった。

「了解です」

　達也がそう答え、ＣＡＤの引き金から指を外したのを見て、柳は手と膝ひざを使った押さえ込みを解いた。
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　上陸部隊の投降により、直接武装解除に当たる風かざ間まの部隊だけでなく迎げい撃げきに出動していた他の部隊の間にも安あん堵ど感かんが広がったのは、仕方の無い側面があるにしてもいささか気が早すぎた。

「司令部より伝達！」

　風間の許もとへ通信兵が駆かけ寄よった。ヘルメットを脱いだその顔は青ざめ、強こわ張ばっていた。

「敵てき艦かん隊たい別働隊と思われる艦かん影えいが粟あ国ぐに島じま北方より接近中！　高速巡じゆん洋よう艦かん二隻、駆く逐ちく艦かん四隻！　僚りよう軍ぐんの迎撃は間に合わず！　二十分後に敵艦かん砲ぽう射程内と推測！　至急海岸付近より退たい避ひせよとのことです！」

　勢いの割に呂ろ律れつが所々怪あやしかったが、それもやむを得ないと思わせる凶きよう報ほうだった。

「通信機を貸せ」

　対照的な落ち着いた声で風間が命じる。

「ハッ！」

　通信兵の声は、必要以上に大きかった。

　武装解除に当たっていた隊員も、固かた唾ずを吞のんで彼らの隊長を見み詰つめている。その隙すきに逃亡を企くわだてる敵兵がいなかったのは、達たつ也やにとって実は残念なことだった。あるいは、彼が殺気を隠かくそうともしていなかったから、反はん抗こうする敵兵がいなかったのかもしれない。

「風間です。水すい雷らい艇ていは……対艦攻こう撃げき機きも余力無しですか。捕ほ虜りよは如何いかが致いたしましょう？　……了解しました」

　風間は顔から通信機を離すと、一つ、息を吸い込んだ。

「予想時間二十分後に、当地点は敵艦砲の有効射程内に入る！　総員、捕虜を連行し、内陸部へ退避せよ！」

　達也は耳を疑った。

　移動用の車しや輌りようも無く、味方よりも数の多い捕虜を抱かかえて、わずか二十分で一体どれだけの距離を逃げられるというのか。

　ヘルメットを脱いだ風間の顔に、苦く渋じゆうや懊おう悩のうは窺うかがわれない。断固とした指揮者の威い厳げんが鉄の仮面を作っている。

　だが、彼が捕虜連行の命令を苦々しく思っているのは、他心通など使えなくても明白だった。

「特とく尉い、君は先に基地へ帰投したまえ」

　短い指示のその声が殊こと更さら無感情だったのが、達也の推測を裏付けている。

　少なくとも達也は、そう思った。

　帰投という表現を使っているが、これは逃げろという意味だ。

「敵巡洋艦の正確な位置は分かりますか？」

　達たつ也やは風かざ間まの指示に頷うなずく代わりに、ヘルメットを被かぶったまま、そう質問した。

「それは分かるが……真さな田だ！」

　何な故ぜだ、とは、風間は問わなかった。

　その代わり、戦術情報ターミナルを背負った部下の名を呼んだ。

「海上レーダーとリンクしました。特とく尉いのバイザーに転送しますか？」

「その前に」

　真田の風間に対する質問を、達也が途と中ちゆうで遮さえぎった。

「先日見せていただいた射程伸しん張ちよう術式組込型の武装デバイスは持って来ていますか？」

　真田がバイザーを上げて、風間と顔を見合わせた。

　風間が頷き、真田は達也へ視線を戻す。

「ここにはありませんが、ヘリに積んだままにしてありますから五分もあれば」

「至急持って来ていただけませんか」

　届きますが、という真田のセリフをぶった切って、達也は少年らしい性急さでそうリクエストした。

　そして達也は風間へと顔を向け、顔を隠かくしたままのヘルメットから有線通信用のラインを引っ張り出し、差し出した。

　風間は眉まゆを顰ひそめただけで、何も言わずにヘルメットを被かぶり直なおし、同じようにラインを引き出してコネクターの端たん子しを嚙かみ合あわせた。

『敵てき艦かんを破は壊かいする手段があります』

　部下の見ている前で持ち掛けられた内ない緒しよ話ばなしは、思い掛けない爆ばく弾だん発言で始まった。

『ただ、部隊の皆さんに見られたくありません。真田中ちゆう尉いのデバイスを置いて、この場から移動していただけないでしょうか』

　風間から達也の表情は見えない。

　有線通信越しでは、声音も上う手まく伝わって来ない。

　判断の材料となるのは、口調と、わずかな付き合いから読み取った為人ひととなりのみ。

『……いいだろう。ただし、俺おれと真田は立ち合わせてもらう』

『……分かりました』

　撤てつ退たいする部隊の指揮はどうするんだ？　と達也は思ったが、すぐに、それは自分の考えることではないと思い直した。

　風間が撤退の指示を出し、先程自分を投げ飛ばした柳やなぎという名の士官に指揮権を移い譲じようする傍かたわらで、達也は武装デバイスの到着だけを待っていた。
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　迎げい撃げき部隊の慌あわただしい撤てつ退たい風景は、防空指令室のモニターでも見ることができた。

　無論、その映像を窓いっぱいに映し出している深み雪ゆきたち親子にも。

　部隊が捕ほ虜りよを引き連れて移動を開始する中、三人の人ひと影かげがその場から動く気配を見せない。指令室内にざわめきが起こる。誰だれだあのバカは、と怒ど鳴なりつける声がガラス越しにも聞こえた。

　その映像を見て、深雪が息を吞のんだ。

　三人の内の一人が、彼女の兄だったからだ。

　名前を聞かなくても分かる。識別信号を見なくても分かる。顔はスモークバイザーに隠かくれていても、背格好だけで見間違うことは無い。

　オペレーターが通信機に向かって繰り返し撤退を呼び掛けている。少しよう佐さの階級章をつけた男性将校が必死の形ぎよう相そうで何ど処こかの──おそらく、九州の──基地に増ぞう援えんを訴うつたえている。

　その光景を前にしてギュッと奥おく歯ばを嚙かみ締しめた深雪の横顔を見ているだけで、本当は彼女が何をしたいのか、何を言いたいのか、桜さくら井いには手に取るように分かった。

　それを、可哀かわい想そうだと思った。

　まだ十二歳でしかないのに、言いたいことを口にできない。「兄を助けに行って」という、わがままですらない人として当たり前の想いすら言葉にできない。

　何な故ぜ達たつ也やがあの場に残っているのか、それは桜井には分からない。

　しかし、推測ならばできる。

　おそらく彼は、接近する敵の艦かん隊たいを何とかする手段を持ち合わせているのだ。

　普ふ通つうならばあり得ないことだが、特定分野に突とつ出しゆつした性能を見せる四よつ葉ばの、直系の魔ま法ほう師しであるなら考えられないではない。

　普通の魔法は使えなくても、彼は現に、人体を丸ごと修復するという非常識な魔法を──深み夜やによればあれは魔法ではないそうだが──他ならぬ桜井自身に使って見せたのだから。

　だが彼が、「魔法師」としては低い能力しか持ち合わせていないのも、紛まぎれも無い事実。実戦魔法師として平均的な技能を持つ者なら普通に使いこなせる対物障しよう壁へきも、満足に使いこなせない。

　さっきは銃じゆう弾だん・砲ほう弾げきを個別にか集合的にか、とにかく全すべて識別して消し去るという、人間の限界に喧けん嘩かを売るような離れ業で敵の攻こう撃げきを無効化していただけだ。どうやってかは分からないし、それはそれですごいと思うが、もし達也が何十キロも離れた地点から敵艦隊を無力化する魔法──もしそれが可能なら戦略級魔法に相当する──を行使しようとしているのなら、さっきと同じ方法で身を守ることはできなくなるだろう。

「奥おく様さま、お願いがあります」

　そう思い至った時、彼女が自分でも意識しない内に、その言葉は桜さくら井いの唇くちびるから滑すべり出でた。

「なにかしら」

　突然のことだったにも関わらず、深み夜やの声には少しも不自然なところが無かった。

　まるで桜井の「お願い」の内容まで、既すでに知っているような口調だった。

「達たつ也や君を迎えに行きたいのですが」

　スクリーンに釘くぎ付づけになっていた深み雪ゆきが勢い良く振り返った。

　彼女の桜井を見る目は、大きく見開かれていた。

「それは、今、あそこに、迎えに行きたいということ？」

　深夜の声には、やはり、意外感が無い。

　彼女の固有魔ま法ほうは精神干かん渉しようであって読心能力は無いはずだ。

　もしかして奥おく様さまも……という、脳裏を過よぎった都合の良い考えを桜井は意識から振り払った。

「はい」

「穂ほ波なみ、貴女あなたは私わたくしの護衛なのだけど？」

　その貴女が私わたくしの側を離れるの？　と深夜が言げん外がいに問う。

　深夜としては当然の問い掛けであり、桜井としては答えられない問い掛けだった。

「……す」「まあ、いいわ」

　すみません、と、桜井が口にしようとした、どちらとも取れる謝罪に言葉を被かぶせて、深夜が鷹おう揚ように頷うなずいた。

「敵てき艦かんを放置しては、この基地も安全かどうか分からないものね。達也はアレをやるつもりのようだから、その手伝いに行ってらっしゃい」

「あれ？」

　この質問は反射的なものだった。

　どうやら深夜は、達也が何をやろうとしているのか知っているようだ。改めて考えてみれば、母親なのだから当たり前なのかもしれないが。

「理論上可能だと分かっているだけで実際にやってみたことは無いはずだけど、そこは何か考えがあるのでしょう。あの子は、目め端はしは利きく方だから」

　どうでも良さそうな言い方だった。

　それでも、母親が息子を自じ慢まんしているのだ、と桜井は思った。

「ありがとうございます」

　そうであって欲しい、と思いながら、桜井は丁てい寧ねいに頭を下げた。




　　　　◇　◇　◇




　二十年にわたる先の大戦期間中に、戦せん闘とう艦かんのメインウェポンは艦かん載さいミサイルからフレミングランチャーに換わった。（当初はレールガンという呼び方をされていたが、大型化に伴ともない名めい称しようが変更された）

　現代の艦かん砲ぽう射しや撃げきはフレミングランチャーから爆ばく弾だんを連続射出するスタイルだ。火薬砲より連射性が圧あつ倒とう的てきに優れている上、推すい進しん剤ざいと推進機関の重量を運ぶ必要が無いから爆薬類の積せき載さい量りようをミサイルより大きくできる。ただし射程距離は火薬砲と変わらないか、むしろこれに劣おとる。フレミングランチャーは連射性を重視した兵器だからであり、連射性を維い持じしつつ射程を延ばすと、反動が艦かん体たいに与える悪あく影えい響きようを無視できなくなるからだ。

　最さい新しん鋭えい戦せん闘とう艦かんの対地攻撃力は百年前の十倍以上と言われている。フレミングランチャーの有効射程内に侵しん入にゆうされれば、単艦でも街は火の海となる。

　市街地攻撃だけでなく、ランチャーの連射性は陣じん地ち攻撃にも有効だ。二隻の巡じゆん洋よう艦かんから集中砲ほう撃げきを浴びれば、並以下の魔ま法ほう師しではひとたまりも無い。

　時間との勝負であることは達たつ也やにも分かっている。彼は手元に届いた射程伸しん張ちよう術式付き武装デバイス、特化型ＣＡＤを組み込んだ大型狙そ撃げき銃じゆうのマガジンを引き抜いて、更さらにその中から弾丸を手早く取り出した。

　弾丸を一つずつ、合がつ掌しようするようなポーズで両手に持ち、再びマガジンに込め直す。

　見ている風間たちには、何をしているのかさっぱりだ。強力な魔ま法ほうが作用していることだけはかろうじて感じ取れるが、どんな術式が働いているのか、推測することもできない。

　多分、風かざ間またちでなくても分からなかっただろう。予備知識無しで達也が今何をやっているのか見抜く魔法師がいたなら、そちらの方が驚きよう異い的てきだ。

　達也がやっているのは、銃じゆう弾だんを一いつ旦たん元素に分解し、それを元通りに再構成するという作業。

　五発の銃弾を全すべて込め直し終えるまで、二分の時間が掛かっている。

「敵てき艦かん有効射程距離内到達予想時間、残り十分」

　武装デバイスの準備を終えた達也に、真さな田だが猶ゆう予よ時間を告げた。

「敵艦はほぼ真西の方角三十キロを航行中……届くのかい？」

「試してみるしかありません」

　真田の問い掛けに達也はそう答えて、武装デバイスを仰ぎよう角かく四十五度に構えた。

　風の影えい響きようは度外視して、とにかく距離を稼かせごうという構え。

　その体勢で魔ま法ほう式しきを展開する。

　銃じゆう口こうの先にパイプ状の仮想領域が展開される。

　通り抜ける物体の速度を加速する仮想領域魔法。

　仮想領域の作成に時間が掛かっているものの、構築された仮想領域のサイズに、真田は満足して頷うなずいた。

　加速効果を持つ仮想領域の長さが長ければ長い程、射程伸張の効果は上がる。この長さならあるいは、射程三十キロに届くかもしれない。

　だが、達たつ也やが展開している魔ま法ほうは、それで終わりではなかった。

　物体加速の魔法領域のその先に、もう一つの仮想領域が発生した。

「なんと……!?」

　物体加速仮想領域の作用工程は三つ。

　その領域内に侵しん入にゆうした物体の見かけ上の慣性質量を引き下げる。

　速度を引き上げる。

　見かけ上の慣性質量を元に戻す。

　この慣性質量の操作と速度の操作の倍率が、魔ま法ほう師しの入力する変数となっている。

　今、達也が追加した仮想領域の性質も、基本的にはこれと同じ。

　だが、慣性質量操作の倍率がプラスに指定され、速度の倍率が等倍に、慣性質量の復元が無効化されていた。

　つまり、達也が追加した仮想領域は、真さな田だが設計した加速の為ための仮想領域魔法を、慣性質量増大の仮想領域魔法にアレンジしたもの。

　それを即そつ興きようで成なし遂とげたということだ。

「信じられんことをする少年だな……」

　真田の呟つぶやきは、狙そ撃げき銃じゆうの発射音にかき消された。

　見えるはずのない超音速の弾だん丸がんを、目で追いかけるようにして沖おきを見み詰つめる達也。

　やがて彼は、落らく胆たんしたように首を振った。

「……ダメですね。二十キロしか届きませんでした」

　どうやって弾だん道どうを追ったのか。

　淡たん々たんとした声音だが、やはり、ガッカリしているのだろう。あるいは自分のことを、不ふ甲が斐い無いと感じているのか。

「敵てき艦かんが二十キロメートル以内に接近するのを待つしかありません」

　その発言を聞いて、真田の顔色が変わった。

「しかしそれでは、こちらも敵の射程内に入ってしまう！」

　巡じゆん洋よう艦かんに搭とう載さいされるフレミングランチャーの有効射程距離は十五キロから二十キロ。ランチャーの射程距離は艦が許容する反動、つまり艦の形状とサイズに制限されるから、メーカーの違いを問わず、艦かん種しゆからほぼ正確に予測できる。

　二十キロメートル以内というのは、その射程内だ。

「分かっています。お二人は基地に戻ってください。ここは自分だけで十分です」

「バカなことを言うな！　君も戻るんだ」

　ここは敵が橋きよう頭とう堡ほに選んだ地点であり、最後に敵と交戦した地点でもある。

　敵がここを攻こう撃げきしてくるのは、ほぼ確実。

　敵艦の射程外から攻撃できるならともかく、撃うち合あいになったらこちらの生存は絶望的だ。

「しかし、敵てき艦かんを撃げき破はしなければ基地が危ない」

　同時に、そこにいる家族も。

「だったらせめて、この場から移動しよう」

　達たつ也やが何に拘こだわっているのか、何を護まもろうとしているのか、理解できない二人ではない。

「ダメです。今から射しや撃げきポイントを探している時間はありません」

　しかし真さな田だの提案は、彼自身にも分かっている理由によって、却きやつ下かされた。

「我々では代行できないのか？」

　黙って二人の会話を聞いていた風かざ間まが、沈しずんだ声で達也に訊たずねた。

「無理です」

　返って来たのは、予想どおりの、それ以外には無い答え。

「では、我々もここに残るとしよう」

　予想外だったのは、この答え。

　達也にとって、風間の即そく答とうは思いもよらないものだった。

「……自分が失敗すれば、お二人も巻まき添ぞえですが」

「百パーセント成功する作戦などあり得んし、戦死の危険性が全く無い戦場もあり得ない。勝敗が兵家の常ならば、生死は兵士の常だ」

　何の力みも無く、風間はそう語った。

　葉は隠がくれの有名な一節に通ずるそのセリフは、説得を断念させるに十分な威い力りよくを有していた。




　沖おき合あいに、水柱が立った。

　敵の艦かん砲ぽう射撃の、試ためし撃うち。

　最も早はや、達也も、風間も、真田も、何も言わない。

　敵の正確なポジションは、バイザーに表示されている。

　風向も、風速も、射撃に影えい響きようを与える諸しよ元げんが数字の羅ら列れつで示されている。

　達也は武装デバイスを構えた。

　弾だん道どう射撃──距離を最優先とし命中は偶ぐう然ぜんに頼った射撃の構え。

　銃じゆう弾だんの飛行時間と落下時間を考こう慮りよすれば、相手は既すでに射程内だ。

　達也は仮想領域魔法を発動し、続けて四回、引き金を引いた。

　四回の射撃はその都度、わずかに銃じゆう口こうを動かして、風の影響による照準誤差を補うように撃っている。

　もっとも最初から照準など有って無いような弾道射撃。どんなに偶然が味方しても、せいぜい敵艦の側に落ちるくらいだろう。──そして、最初からそれで、構わないのだ。

　達也は四発の銃弾の動きを頭の中で追う。

　正確には、意識領域、無意識領域を通して、情報の次元に視える銃弾の情報を追いかける。

　彼自身の手で、彼だけの魔ま法ほうで、分解し再構成した銃じゆう弾だん。

　その構造情報はどれだけ離れても、見失うことはない。

　達たつ也やは四発の銃弾の内一発が、敵艦かん隊たいの中央に落下して行く「情報」を捉とらえた。




　達也は銃弾の行方を追うだけで精一杯だった。

　風かざ間まと真さな田だは、何らかの大規模な魔法を行おうとしている達也の邪じや魔まをしないように距離を取っていた。

　だから、当然予想された、そして予想していたその事態に、二人の魔法を以もつて対処する以外の選せん択たく肢しは無かった。

　敵は既すでに、試射を済ませている。

　ならば次に来るのは、弾だん道どうを修正した砲ほう撃げきだ。

　達也の射しや撃げきより低い弾道で撃うち込こまれた爆ばく弾だんは、達也の銃弾が届くより早く、彼らに襲おそい掛かかった。

　古式魔法の術者である風間は、対物干かん渉しよう力りよくがそれほど高くない。いや、むしろ低い。

　本質が魔ま法ほう師しではなく魔ま工こう師しである真田は、対物干渉力自体は高くてもスピード面で追いつかない。

　このままでは達也が敵艦隊を撃げき破はする前に、こちらが限界に達してしまう──。

「援えん護ごします！」

　雨と降り注ぐ爆弾の中に、バイクで割り込んで来た人ひと影かげがあった。

　女性用のアーマースーツに身を固めたライダーは、バイクを乗り捨てるや否や、そう叫んで全身からサイオン光を迸ほとばしらせた。

　敵艦隊を殲せん滅めつする魔法に精神を集中していた達也は、その声を聞いて心の片かた隅すみで驚おどろき、安あん堵どしていた。

　驚きは、桜さくら井いが母親の側を離れたことに対して。

　安堵は、彼女の庇ひ護ごの下で自分の術式に専念できることに対して。

　調整体魔法師「桜」シリーズ。

　その特性は、強力な対物・耐たい熱ねつ防ぼう御ぎよ魔法。

　伝え聞く十じゆう文もん字じ家の「ファランクス」の様な、高度にテクニカルな魔法は使えないが、一つ一つの対物・耐熱魔法の単純な防ぼう御ぎよ力りよくは国内魔法師中トップクラス。

　桜井穂ほ波なみはその中でも頭一つ飛び抜けた性能を少女の頃ころから発揮していた。

　それ故ゆえに、ただ一人の精神構造干渉魔法の使い手である、貴重な魔法師の護衛役として選ばれたのだ。

　直ちよく撃げきコースの砲ほう弾だんが、海の上に叩たたき落おとされた。

　陸に届く砲撃は無くなった。

　運動量を相そう殺さいする魔ま法ほうが数百メートル先で次々に発動しているのだ。

　その様子を肉眼で見ながら、達たつ也やは銃じゆう弾だんが敵てき艦かん隊たいのすぐ上空に到達したのを心しん眼がんで識しった。

　達也は右手を前に突つき出だし、西を指差し、その掌てのひらを力強く開いた。




　銃弾が、エネルギーに分解された。




　質量分解魔法「マテリアル・バースト」が、初めて実戦に用いられた瞬しゆん間かんだった。
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　水平線の向こうに、閃せん光こうが生じた。

　空を覆おおう雲が白く光を反射する。

　日にち没ぼつ時間には程遠いのに、西の水平線が眩まばゆく輝かがやいた。

　爆ばく音おんが轟とどろいた。遠えん雷らいと聞き間違える者は、この場にはいない。

　誘ゆう爆ばくする間もなく、全すべての燃料と爆ばく薬やくが一いつ斉せいに爆はぜた音だ。

　砲ほう撃げきが途と絶だえた。

　不気味な鳴動が伝わる。

「津つ波なみだ！　退たい避ひ！」

　風かざ間まが叫び、いきなり力なく崩くずれ落おちた桜さくら井いを慌あわてて抱だきかかえ、走り出した。

　バイクに跨またがった真さな田だが、飛ぶ様に駆ける風かざ間まの隣となりに並ぶ。

　タンデムシートには達たつ也やが跨っていた。

　風間が桜さくら井いを抱かかえたままジャンプした。

　曲芸じみた身のこなしでハンドルの上に立つ。いや、これは曲芸以上だろう。

　軍用バイクはその大馬力にものを言わせて、明らかに定員オーバーの重量を乗せながら力強く疾しつ走そうした。




　水平線の向こう側に生じた嵐あらしが収まり、波が引いて行くのを脇わき目めに、達也は高台の地面に膝ひざをついていた。

　彼の前には、力なく横たわる桜井の姿。

　ヘルメットを脱いだ達也の顔は、紛まぎれも無い哀かなしみをたたえていた。

「……いいのよ、達也君。これは、寿じゆ命みようなんだから」

　無力感に苛さいなまれ救えぬ命を前に、失っていたはずの感情に苦しむ達也に向けて、桜井は力なく、濁にごりの無い微笑ほほえみを向けていた。

「貴方あなたの所せ為いじゃないわ。私たち調整体は、いつ寿命が尽つきてもおかしくないの」

　それは違う、と達也は言いたかった。

　確かに調整体魔ま法ほう師しの寿命は一般人に比べて不安定だが、彼女が衰すい弱じやくしているのは明らかに、短時間で大きな魔法を連続行使した負荷によるものだ。いくら「桜」シリーズといえど、艦かん砲ぽう連続斉せい射しやを防ぎきるのは、負担が大きすぎたのだ。

　しかし、達也がそれを口にすることを、桜井は望んでいない。

　彼はそう思って、歯を食いしばった。

「本当に、貴方の所為じゃないの。私は生まれる前から盾たてとなる役目を負わされて、今日その役目を果たし終えたの」

　だが桜井には、達也の考えていることなどお見通しだったようだ。

「それを私は、誰だれかに命じられてじゃなく、自分の意思で果たしたのよ」

　達也は「再成」を行使しようとして、すぐに無む駄だだと覚った。

　物質の時間を巻き戻すことはできても、命の時計を逆回転させることは、彼の力では不可能だった。

「止めてちょうだい？」

　それを勘かん違ちがいしたのか、桜井は甘えるような声と微笑ほほえみで、達也にそう囁ささやいた。

「今まで生き方を選ぶ自由なんて一つも無かった私が、自分の死に場所を、自分で選ぶことができた。こんなチャンスを逃す気は無いわ。私は人に作られた道具としてじゃなく、人間として死ぬことができるの」

　彼女が心の中にこんな暗くら闇やみを抱えていたなど、達也は夢想だにしなかった。

　だが自分でも意外なほど、驚きは無かった。

「だから、このまま死なせて？」

　桜さくら井いの言葉に、達たつ也やは無言で頷うなずいた。

　桜井は安心した顔で、瞼まぶたを閉じた。

　そのまま、呼吸が止まる。

　傍かたわらに立つ真さな田だが経文を唱えている。

　達也の肩に、風かざ間まの手が置かれた。

　肩に手を乗せたまま、達也は立ち上がった。

　彼の目から涙は零こぼれない。

　達也の心から、不思議なくらい、哀かなしいという感情が消えていた。

　桜井穂ほ波なみの「遺言」を聞いて、彼は、哀しむ必要は無いと納得していた。

　──哀しみを納得で消すことができる、それが異常なのだと、この時の達也には分からなかった。







　［17］西暦二〇九五年十一月六日／四葉本家・サンルーム




　今日は随ずい分ぶん、三年前を思い出させる出来事が多かったから、だろう。

　達也は久し振りに桜井穂波のことを思い出していた。

　後こう悔かいを伴ともなう思い出だ。

　今ならばと、達也も考えないでもない。

　だが、後悔しかできないということも分かっているし、納得している。

　それにもし彼女の犠ぎ牲せいが無ければ、達也は独立魔ま装そう大隊に加わって魔法戦技に磨みがきを掛けようなどと考えなかったかもしれない。

　今回は誰だれも犠牲にせずに済んだ。

　自分の三年間は無む駄だではなかったと、達也は自分を慰なぐさめることができた。

　そして三年前、彼の盾たてとなって散った彼女に、胸の中で黙もく禱とうを捧ささげた。

　──だから余計に、驚きが大きかったのだろう。

　お茶菓子を持ってきた少女の顔を見て、達也は危うく、声を上げそうになった。

「……如何いかがなされましたか？」

「いえ、何でもありません」

　当の少女から問い掛けられたのは深み雪ゆきだった。

　彼女の驚おどろきようは、達たつ也やよりも激しいものだった。

　それも、無理はない。

　給仕服を着た少女の顔は、桜さくら井い穂ほ波なみに瓜うり二ふたつだった。




　少女が同どう僚りようと退出して程なく、真ま夜やがサンルームに姿を見せた。

　葉は山やまは同行していない。

　この席は、プライベートということだろう。

　達也が席に着くことを許されているのも、同じ理由だった。

「どうしたの、深み雪ゆきさん？　何か、驚いているようだけど」

　腰を下すなり、真夜は心配そうな表情で深雪に問い掛けた。

　達也と相あい対たいしていた時とは別人の様な、いつもの四よつ葉ば真夜の顔だ。

「いえ……叔お母ば様、今の女の子は？」

「ああ、水み波なみちゃん？」

　深雪の質問を聞いて、真夜はなるほど、とばかり頷うなずいた。

「名前は桜井水波。桜シリーズの第二世代で、貴方あなたたちのお母さんのガーディアンを務めていた桜井穂波さんの、遺伝子上の姪めいに当たる子よ」

　第二世代、というのは、調整体魔ま法ほう師しの親から生まれた者のことだ。

　そして遺伝子上の姪、と表現したのは、穂波と同一の遺伝情報を持つ第一世代の個体を母親としているということだろう。

　顔立ちがそっくりなのも道理だった。

「彼女もかなりの使い手よ。潜せん在ざい的てきな能力は、七さえ草ぐさの双ふた子ごに匹ひつ敵てきすると思うわ。いずれ時期が来たら深雪さんのガーディアンに、と思って鍛きたえているところなの。大人になれば、女性の護衛がどうしても必要になるシチュエーションがありますから」

　真夜の建前に、深雪は一応、納得したようだった。

　確かに、女性である深雪の護衛が男性の達也だけでは、不都合が生じるシーンはある。

　しかし先程、真夜の本音を知らされた達也は、いずれ訪れるかもしれない決けつ裂れつと衝しよう突とつの時に、一層の覚かく悟ごを固めていた。「彼女」と同じ顔をした少女を道具にしようというのなら、尚なおのこと、相あい容いれることはできなかった。

　──決裂も衝突もあり得ないのだと、今の彼には知る由よしも無かった。







　［18］西暦二〇九二年八月十七日／沖縄・那覇空港




　飛行機発着のアナウンスを聞きながら、わたしは六日前のことを思い出していました。

　桜さくら井いさんがお兄様の援えん護ごに向かってくれた後はスクリーンを操作してくれる人がいなくなったので、そこから先はわたしもニュースでも流れている映像しか見ていません。

　水平線に突とつ然ぜん生まれた、太陽よりも眩まばゆい光。

　光の中に消え去った敵の船。

　押し寄せる波に洗われて地形が変わったビーチ。

　勝利の凱がい歌か。

　それが、世間とわたしたちが共有しているあの後の顚てん末まつです。

　世間と共有していない、わたしたちだけが知っている事実は、敵を滅ほろぼしたあの光がお兄様のお力によるものだということ。

　質量をエネルギーに変へん換かんし、その莫ばく大だいなエネルギーで全すべてを焼き尽くす戦略級魔ま法ほう「マテリアル・バースト」を操る戦略級魔法師。それこそがお兄様の真の力であり、真のお姿だということ。

　お兄様が、敵を退しりぞけた英えい雄ゆうだということ。

　そして、わたしたちが知っている悲しい出来事。

　桜井さんはあの後、帰ってきませんでした。

　犠ぎ牲せい者しやの合同葬そう儀ぎで荼だ毘びに付された桜井さんの遺骨は、本人の遺言に従い残らず海へ撒まかれました。

　母なる海へ桜井さんを帰してあげたのは、お兄様です。

　お兄様は決して辛つらそうなお顔をなさいませんでした。

　泣なき崩くずれてしまったわたしを優しく慰なぐさめてくださいました。

　お兄様は哀かなしくないのでしょうか。それとも、哀しむことができないのでしょうか。

　いいえ、そのどちらでも構わないのです。

　わたしは決めたのですから。

　灰になって行く桜井さんを見み詰つめながら、わたしは覚ったのです。

　わたしはあの時、一度死んでいるのです。

　お母様からいただいた命を失って、お兄様に新しい命を授かったのです。

　だから、わたしの全てはお兄様のもの。

「深み雪ゆき、そろそろ中に入るぞ」

「はい、お兄様」

　お兄様に声を掛けられて、わたしはラウンジのソファから立ち上がりました。

　お母様はわたしが「お兄様」と口にしても、もう表情を変えません。本当は苦々しく思っていらっしゃるのでしょうけど、わたしもこのことについては、お母様のご心情がもう気にならなくなりました。

　お兄様は相変わらず全員分の荷物を持って、お兄様お一人だけノーマルシートですけど、それも気にならなくなりました。




　だってお兄様が、そうしたいと仰おつしやるから。




　お兄様のご意思は絶対なのですから。




　わたしは体調が万全ではないお母様の手を取って、お兄様の後ろをついていきます。

　今はまだ、届かない声。届けられない言葉。

　でも、わたしはもう、決めました。




　──お兄様、深み雪ゆきは何ど処こへでも、何処までも、お兄様についていきます──
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　四よつ葉ば家長女、四葉深み夜やは自分の部屋の窓から西の空を見上げてその可愛かわいらしい顔を曇くもらせた。彼女は現在十二歳。この四月、中学生になったばかりだが、その年ねん齢れいに似合わぬ悲痛な表情だ。

　彼女が案じているのは行方が知れない双ふた子ごの妹、四葉真ま夜や。三日前、国際魔ま法ほう協会アジア支部主しゆ催さいの少年少女魔法師マギクラフトチルドレン交流会に出席する為ため訪れた台北タイペイで何者かに誘ゆう拐かいされた。それが理由不明の失しつ踪そうではなく暴力的な誘拐であることは誰だれの目にも明らかだ。真夜と共に台湾を訪れた七さえ草ぐさ弘こう一いちは誘拐犯との戦せん闘とうにより右手、右足の裂れつ傷しよう及および骨折と、右の眼球を失う大おお怪け我がを負っているのだから。

　弘一の容態も心配だ。なんと言っても、弘一は妹の恋人であり婚こん約やく者しやなのだから。だが重傷を負いながら誘拐犯の手を逃のがれた弘一のことより、誘拐犯に連れ去られた真夜を心配する気持ちの方が圧あつ倒とう的てきに大きいのは当然のことだった。それに、正直に言えば深夜は弘一を心配するより強く、彼に対して怒いかりと恨うらみを懐いだいていた。妹を連れ去られて自分だけおめおめと帰ってきた彼の不ふ甲が斐い無なさに対して。

　それが弘一の所せ為いでないのは分かっている。わずか十四歳の少年にそこまで要求するのは酷こくなことだし、状じよう況きようから見て誘拐犯は真夜の方を重要視していた。むしろ弘一は真夜の誘拐に巻き込まれて片目を永久に失ったとも言える。だが深夜は理り屈くつで感情を納得させられる歳でもない。未いまだ誘拐犯の正体が摑つかめない状況では、八つ当たりでもしていないと正気を保てなかった。

　ふと、廊ろう下かに慌あわただしい気配を感じた。ノックされるより早く深夜は扉とびらへと振り向いた。

「失礼します！」

　深夜担当の女中が慌あわてた声でドア越しにそう叫んでいる。狼ろう狽ばいした声、動どう揺ようした声はこの三日間、屋敷の至る所で聞こえていたが、この声にはそれらと微妙に異なる、希望のようなものが混ざっていた。

「入ってください」

　深夜の返事に間かん髪はつ入いれずドアが開いた。それでも四葉本家に仕える使用人はいきなり部屋に雪な崩だれ込んで来るような無作法な真ま似ねはしない。戸と枠わくの手前で勢い良く腰を折る。ただ焦あせりは隠かくし切きれず顔を上げると同時に深夜の元へ駆かけ寄よった。

「真ま夜や様が救出されたとのことにございます！」

　その言葉を聞いた途と端たん、深夜の意識は真っ白に漂ひよう白はくされた。それから自分が何をしたのか深夜は全く覚えていない。気がつけば彼女は、父親である四葉家当主、四葉元げん造ぞうに詰つめ寄よっていた。

「お父様！　真夜が見つかったというのは真まことですか!?」

　一族の主要メンバーによる会議に使われている談話室で、叔お父じ・叔母他年長の親しん戚せきが注視する中で、深夜が父親を詰きつ問もんする。

「本当だ。たった今、重じゆう蔵ぞうから連絡があった」

「黒くろ羽ばの叔お父じ様から？」

　それを聞いて、深み夜やがホッとした表情を浮かべた。黒くろ羽ばは四よつ葉ば一族にあって諜ちよう報ほう部門を統とう括かつしている分家だ。黒羽重じゆう蔵ぞうはその分家当主で、かつ元げん造ぞうの義弟。その重蔵の言葉であれば疑う余地は無い。

　だが深夜はすぐに自分が憤いきどおっていた理由を思い出して、再度父親に食って掛かった。

「何な故ぜ教えてくださらなかったのです！」

「意味が分からんな。こうして真っ先に教えたではないか」

「誤ご魔ま化かさないでください！　今日真ま夜やが救い出されたということは、少なくとも昨日時点で犯人の素性が分かっていたということでしょう！　それを何故お教えくださらなかったのですか!?」

「教えても意味が無かったからな」

「なっ……!?」

「お前に教えても意味は無かった。それとも、お前に真夜を救う手助けができたか？」

「それは……」

　深夜は悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。確かに彼女はまだ子供で、深夜はそれを自分でも理解していた。真夜が何ど処こに捕とらえられているのか、教えてもらっても彼女には何もできなかった。それでも肉親の情として、妹が何処にいるのか教えてもらいたかったと感じるのは間違っているのだろうか？　深夜の心の中ではそういう不満が渦うずを巻いていた。

「お前に教えなかったのは、その方が良いと思ったからだ」

　しかし父親の次の一言で、深夜の不満は不ふ吉きつな予感という名の暗雲に押しのけられた。

「だが、そうも言っていられなくなった。深夜、心を強く持て」

　何か悪いことが告げられようとしている。真夜の身に何か悪いことが起こったのだ。それは予感ではなく確信となって深夜の心を揺さぶった。耳を塞ふさぎたいという衝しよう動どうが深夜の心を襲おそったが、彼女は父親の言葉どおり胆たん力りよくを振ふり絞しぼって次の言葉に備えた。

「真夜が発見されたのは泉せん州しゆうだ」

「大だい漢かんの……？」

　大漢は世界群発戦争勃ぼつ発ぱつ後の早い時期に中国の南半分が分離独立して建てられた国だ。中国大陸北部と朝鮮半島を支配する大だい亜あ連れん合ごうが二年前、対つ馬しまを半年にわたって占せん領りようしていたこともあり、それ以降、日本と大漢は同盟国とまでは行かなくても大亜連合を共通の敵とする軍事的な協力関係にあった。

「泉州に置かれた崑こん崙ろん方ほう院いんの支部研究所に真夜は囚とらわれていた」

　深夜の顔がサッと青ざめた。崑崙方院は大漢の魔ま法ほう師し開発機関。四葉が属しており今や事実上の主あるじとなっている第四研究所とは別の意味で悪い噂うわさが絶えない所だ。その噂は特に女性にとって、正視に堪たえない内容だった。

「真夜は深い傷を負っている。身体からだの傷も深刻だが、もっと心配なのは心の傷だ……」

　それまで淡たん々たんと言葉を紡つむいでいた元げん造ぞうの口調が乱れた。歯は軋ぎしりするような、嗚咽おえつを堪こらえるような、そんな声が言葉に混じる。歯軋りを抑おさえられない怒いかりと、嗚咽がこみ上げてくる悲しみ。それは深み夜やに最悪の事態を予感させた。

「真ま夜やは崑こん崙ろん方ほう院いんで人体実験の被験体にされていた」

「そんなっ!?」

「魔ま法ほう師しの製造実験だ。医学的な実験だけでなく、実際に──」

「もう結構です！」

　いくら覚かく悟ごを決めていても、深夜にはこれ以上耐たえられなかった。妹が何をされたのか、これ以上聞かせられるのは辛つらすぎた。

　涙をたたえた目でキッと父親を睨にらみつける。そこで、ハッと目を見開き、その拍ひよう子しに深夜の両目から涙が零こぼれた。

　父の両手は、父親自身の爪つめが食い込み血を流していた。

　深夜は顔を背けた。背けた先には叔お父じの顔があった。叔父の目には憤ふん怒ぬが渦うず巻まいていた。反対側を見る。父の従弟いとこに当たるその人は、瞳ひとみに憎悪の炎を宿していた。

「深夜、これはお前にしかできないことだ」

「──はい」

　深夜は何度か深呼吸して心を落ち着けた。誰だれもが妹の為ために怒いかってくれている。それがわずかな救いとなって、彼女をかろうじて正気に押おし留とどめていた。

「真夜は今、心を閉ざしている。目を開けたまま誰の声にも反応しない。自分の意思では何もしようとせず、傷の手当にもされるがままだ」

　深夜がぐっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。そうすることで、叫び出したくなる気持ちを抑え込んでいた。

「深夜、お前の魔ま法ほうで真夜の心からこの三日間の実感を奪うばえ」

　深夜は目をつぶり、大きく一回、深呼吸した。

「できるものなら、私わたくしもそうしたいと思います」

　深夜の声は平へい坦たんで、感情に乏とぼしいものだった。彼女は感情を押し殺すことで、ようやくその答えを口にしていた。

「ですが私の魔法は精神構造干かん渉しよう。精神の構造に干渉するもので、記き憶おくを奪うものではありません」

　自分には、記憶を奪う力は無いと。

「記憶を奪うのではない。記憶を奪ったところでいつか自分の身に起こったことを知れば、正気を保っていられるものか疑わしい。それではいつ爆ばく発はつするか分からぬ爆弾を抱かかえ込こむようなものだ」

　だが、深夜に記憶操作の力が無いことは元造も理解していた。その上で深夜に命じているのだ。

「記き憶おくを奪うばうのではなく、記憶を感情から隔かく離りしろ。自分がされた人体実験の記憶が生の感情に結びつかないよう『経験の記憶』を『意味記憶』に作り変えるのだ」

　記憶ではなく実感を奪え、と。

「しかしお父様、私にはそこまで細かい操作はできません。真ま夜やの持つ『経験の記憶』全すべてを『意味記憶』に変質させることはできても、この三日間の記憶だけを抜き出して『意味記憶』に作り変えることは……『記憶』そのものに干かん渉しようすることのできない私には無理です」

　深み夜やはそう答えて目を逸そらした。父親が命じたことの有効性を深夜は子供離れした洞どう察さつ力りよくで理解していた。それ故ゆえにこそ、自分の力不足が悔くやしかった。

「ならば真夜の『経験』を全て『知識』に変えてしまうのだ」

「そんな!?」

　深夜が「信じられない」という目で父親を睨にらんだ。だが元げん造ぞうは、娘から向けられた最大限の非難の眼まな差ざしにわずかも動じなかった。

「深夜、私わたしはお前の気持ちも理解している。私自身が真夜の思い出を奪うことに無念と罪悪感を覚えているのだからな。だが、このままでは真夜の心は決定的に壊こわれてしまうだろう」

「…………」

「真夜は明日、この屋や敷しきに到着する。戻ってきた真夜を見て、深夜、お前が決めろ。お前がどのような結論を出しても、その責めは全て私が負う」

　深夜は無言で一礼して、父の前を去った。




　深夜が去った談話室で、元造はその場に残った一族に視線を巡めぐらせた。

　誰だれもが元造に頷うなずきを返した。

「相手は大だい漢かんの魔ま法ほう研究の総本山だ。数ある研究所の一つに過ぎない第四研の作品たる我々とは、まず数が違う」

　元造はまず、自分たちが絶対的に不利な条件について口にした。崑こん崙ろん方ほう院いんは南北分ぶん裂れつ前から大陸の現代魔法研究の中心だ。崑崙方院が大漢についたことにより、大だい亜あ連れん合ごうは現代魔法のノウハウをほぼ全て失っている。それ故に大漢は物量の絶対的劣れつ勢せいにも関わらず大亜連合と拮きつ抗こうしている。言うならば崑崙方院は大漢の軍事力の中ちゆう核かくだ。

「だが私は、我々に向けられた蛮ばん行こうを見過ごしにはできない。我々は兵器であっても奴ど隷れいではない。まして家か畜ちくでは断じてない。それ故に、我々は自分たちを作り出したこの研究所を我々自身のものとした」

　言葉を切った元造に、この場の全員が再び頷いた。

「これは私し怨えんだ。娘を汚された親が、その恨うらみを晴らす為ためにする報復だ。だが、それだけではない。私は、魔ま法ほう師しを奴隷とし家畜とする愚おろかな『国家』に、我々の意地を見せてやりたい」

「元げん造ぞう殿」

　口を開いたのは、この一座で最年長の年代に属する、元造の伯お父じだった。

「私はこの一件を、真ま夜や個人の悲劇とは考えていない。今回の一件で、我々四よつ葉ば一族全員が侮ぶ辱じよくされ、尊厳を踏みにじられたのだ」

「従兄いとこ殿」

　次に発言を求めたのは、元造より十歳年下の従妹だった。

「私わたくしにも娘がいます。だから今度のことは他ひ人と事ごとと思えません。まだ学校にも上がっていない娘ですが、あの子の将来を思えば、この様に理り不ふ尽じんな悲劇を見過ごしにはできない」

「俺おれたちは兵器であり暗殺者だ」

　末席近くで声が上がった。

「俺たちが人じん倫りんを説くのはお門かど違ちがいだろう。俺たちが手に掛けてきたやつらは、何を勝手なことを、と地じ獄ごくの底で嘲あざ笑わらっているに違いない。だがそんなのは、知ったことじゃない！」

　彼に向けられた一座の眼まな差ざしは、理解と同意を宿していた。

「ご命令ください、御当主！　俺に、御息女の復ふく讐しゆうを！」

「控ひかえろ、若造」

　その声は元造の隣となりから発せられた。

「お前のような未熟者では犬死するのがオチだ。兄上、まずこの愚ぐ弟ていにご命令を。大陸のやつらに地獄を見せてやりましょう」

「元造殿、我らの気持ちは、貴方あなたと同じだ」

「真夜の誘ゆう拐かいに関わった全すべての者に死を」

「陵りよう辱じよく者しやの手先となった大陸の魔ま法ほう師しに破は滅めつを」

「我が国の政府は私わたくしにお任せください。外交だ軍事協力だとさえずる輩やからはすぐに黙だまらせてご覧にいれます」

　元造はこの場に集う一同に、深々と頭を下げた。

　そして、顔を上げて宣言した。

「敵は崑こん崙ろん方ほう院いん、そして大だい漢かん政府。我ら四葉の総力を以もつて、敵を滅めつ殺さつする」




　　　　◇　◇　◇




「……真夜……真夜」

　自分を呼ぶ声。随ずい分ぶん長いこと聞いていない気がするが、何な故ぜか懐なつかしくはなかった。

　目を開く。そこには見覚えのある病室と、物心ついた頃ころから記き憶おくしている双ふた子ごの姉の顔があった。

「姉さん……ここは、第四研の病室？」

　真ま夜やが口にした最初の一言で、深み夜やは安心した、同時に泣きそうな顔になった。

「そうよ、真夜。気分はどう？　頭痛とかしない？」

　姉に問われて、真夜は訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「頭痛は……無いわ。意識も記き憶おくもはっきりしている」

　記憶も、という真夜の一言に、深夜の表情が固まった。

　怯おびえた目で自分を見る深夜を、真夜は不思議そうな顔で見上げた。

「姉さん、私ね……強ごう姦かんされたの」

　淡たん々たんと語る真夜から、深夜は目を背けた。

「そして、身体からだ中弄いじり回まわされた。身体の中までかき回された。私の身体であいつらに汚されていない場所なんて、何ど処こにも無い」

　深夜は両手で膝ひざをギュッと押さえつけていた。まるで、立ち上がり逃げ出しそうになる自分の身体をスツールの上から逃がすまいとするかのように。

「全部覚えている。それなのに、何な故ぜかしら？　少しも実感が無いの。まるで映画でも見ていたみたいに『ひどい』とか『かわいそう』としか思えないの。全部、自分のことなのに」

　深夜は目を上げることができない。

「姉さん」

　真夜は、そんな姉から目を逸そらさない。

「私に何をしたの？」

「…………」

「姉さん」

「……貴女の記憶を変質させたの」

　遂ついに観念したのか、深夜は俯うつむいたまま話し始めた。

「人の精神には記憶を格納する器がいくつもあるの。一人の人間の記憶は一つじゃない。それでね、自分の経験を記憶する器と文字や映像で知識として取り入れた記憶を格納する器は形が違うのよ」

「私には想像することもできないけど……姉さんがそう言うのなら、そうなのでしょうね」

　四よつ葉ば一族の中でも深夜だけが持つ魔ま法ほう、精神構造干かん渉しよう。精神の構造を変えてしまうことができる深夜は、精神の構造を認識することができる。それは彼女にしか解らないことだったが、彼女がそれを解っているのは確かだった。

「私にはその中身をのぞくことができない。その器の中に何の記憶が入っているのか、私には分からない。私に分かるのは、器の中に入っている記憶が『経験』なのか『知識』なのかということだけ」

「……それで？」

　この段階で真夜は姉の言いたいことに薄々察しがついていた。だが、彼女は深夜にそれを語らせた。

「真ま夜や、貴女あなたが何を経験したのか私は知らなかった。でも、貴女の心が壊こわれかけていたのは魔ま法ほうを使わなくても分かった。だから私は──」

「だから姉さんは？」

　深み夜やが言いい淀よどんだのは、それを口にするのが耐たえ難がたかったからだ。だが真夜は、自分のしたことを自分の口から語るよう姉に求めた。

「……貴女の『経験』を『知識』に変えたの。貴女の経験を格納した記き憶おくの器を、知識を格納する記憶の器に……記憶の形を作り変えたのよ」

「そう……」

　真夜はそれだけを呟つぶやいた。

　深夜を非難する言葉は無かった。

　深夜が恐おそる恐おそる顔を上げると、真夜は反対側の壁かべを向いていた。

「私の今までは単なるデータになっちゃったのね」

　妹の言葉が深夜の胸に突つき刺ささる。

「私の喜びも怒いかりも、楽しかったことも悲しかったことも、全部データになっちゃったんだ……」

　それでも深夜は、この場から逃げ出すわけにはいかなかった。

「確かにさらわれている間の記憶は、私には耐えられないものだった。あのままでは、私の心は死んでいた」

「真夜……」

「だからあの陵りよう辱じよくの記憶に私が殺されてしまう前に、姉さんが私を殺してくれたのね」

「っ!?」

　深夜が息を吞のむ。

　真夜が再び、深夜に目を向ける。

「だってそうでしょう？　人は経験によって形作られて行くものだもの。過去の自分があって、今の自分があるのだもの」

　深夜は目を逸そらそうとした。だが、真夜の眼まな差ざしがそれを許さなかった。

「経験が単なる知識に変わるということは、過去がデータに変わってしまうということよね。昨日までの自分が、自分以外のものに変えられて自分の中から消えてしまうということよね」

　真夜の視線は、深夜の心を深く貫つらぬいていた。

「私は昨日までの自分を姉さんに殺されたのね」

　深夜がスツールから立ち上がった。踵きびすを返し、一目散に扉とびらへ走る。

　真夜の前から逃げて行く。

　謝ることもできずに。

　感謝されることも無く。

　涙を共有することさえできずに。

　──この日断たれた二人の心の絆きずなを取り戻す機会は、永久に巡めぐってこなかった。




　　　　◇　◇　◇




　それから半年。崑こん崙ろん方ほう院いんと大だい漢かん政府に悪夢の日々が続いた。

　ある研究所は一夜の内に所員と所属魔ま法ほう師しの全員が絞こう殺さつされた。

　軍のある基地では突とつ如じよ同士討ちが発生し、最後に残った一人は自分の頭を撃うち抜ぬいて死んだ。

　政府の軍政関係機関が入居しているビルは自軍の戦せん闘とう機きに突っ込まれ崩ほう壊かいした。生存者はゼロだ。

　建物の中にいた全員が酸欠で窒ちつ息そくした研究施設もある。気がついたら全員が刺さし殺ころされていたという事件もあった。事件が発生したのは政治家がお忍しのびで利用する秘密サロンで、その日はたまたま大漢政府の重じゆう鎮ちんが集まっていた。

　犯人の手掛かりは一切無い。事件の中には確かに犯人を仕留めたケースも存在したが、その死体が残っていたことはなかった。犯人の痕こん跡せきは例外なく消えていた。

　まさしく悪夢だった。

　そして、最初の怪かい事じ件けんが発生してからちょうど半年。遂ついに夢む魔まが姿を現した。

　全すべての支部、出先機関を潰つぶされて、唯ゆい一いつ残った崑崙方院本部。大漢の魔法師が守りを固める要よう塞さいに三人の魔法師が攻せめ入いったのだ。

　わずか三人。対して、崑崙方院に配置された魔法師は三百人。かつて三千人の規模を誇った大漢の魔法連隊は死亡と逃亡で今や十分の一にまで減っていた。

「私の名は四よつ葉ば元げん造ぞう」

　正門を警備していた魔法師を瞬またたく間まに斬ざん殺さつした壮そう年ねんの男が、日本語で名乗りを上げる。

　本部に集まった研究者と魔法師と、ここに避ひ難なんしてきた権力者たちが揃そろって元造を映した画面に見入った。

「我が私し怨えんを晴らす為ため、お前たちには全員死んでもらう。これは、未来を奪うばわれた娘の復ふく讐しゆうだ」

　そう告げて元造はカメラに向かいナイフを横に薙ないだ。

　映像を見ていた五百人が、一いつ斉せいに首を押さえた。自分の首が切り落とされる幻げん影えいに襲おそわれ、まだつながっている首を確かめて安あん堵どの息をついた。弛し緩かんした心で視線を戻すと、画面の中には誰だれもいなかった。




　四葉一族を生んだ第四研究所の研究テーマは「精神干かん渉しよう魔法を利用した精神改造による魔法能力の付与・向上」。この目的の為、第四研はまず精神干渉系統の異能を持つ者を集めた。その中には他人の人格を丸ごと作り変える本物の異能者もいれば、陽炎かげろうのような幻げん影えいを見せることしかできない奇き術じゆつ師しまがいの者もいた。それらの精神干かん渉しよう能力者の異能を強化し、淘とう汰たし、その能力を以もつて素体となった魔ま法ほう師しの魔法演算領域を直接改造する。それが第四研の採用した魔法師開発の手順だ。

　その結果生み出された「四よつ葉ば」は、必然的に二つの系統の魔法師を内包した。一つは生まれながらに精神干渉系の異能を強化された者。もう一つは強力で歪いびつな魔法演算領域を備えて生まれた者。この二つの系統が並立し、混ざり合い、「四葉」を形成している。血を分けた肉親同士でも、この二つの性質はランダムに現れる。例えば深み夜やは前者の特とく徴ちようを色濃く受け継いで「精神構造干渉」という彼女だけの精神干渉魔法を操り、真ま夜やは後者の典型として精神干渉系統の能力を持たない代わりに極めて特とく殊しゆな魔法を生まれながらに修得している。

　今、崑こん崙ろん方ほう院いんに攻せめ入いっている三人は、強力でユニークな精神干渉系魔法の使い手だった。

　一人は人間の認識を固定する魔法の術者。彼の魔法は五感による認識を媒ばい体たいとして「ある状態が維い持じされている」という固定観念を植え付ける。その持続時間は九分間。例えば、彼がある場所に隠かくれた姿を目もく撃げきした者がいたとしよう。それは肉眼でも映像でも構わないし、一人でも千人でも構わない。「彼を見た」という視覚情報を媒体にして彼の魔法に掛けられた者は、九分の間、「彼がその遮しや蔽へい物ぶつの陰かげから動いていない」ということを決して疑わない。仮に彼が物もの陰かげから出て悠ゆう々ゆうと目の前を横切ったとしても、彼の魔法に囚とらわれた者は彼がそこに隠れていると思い込んだままだ。例たとえ派手に警報が鳴ったとしても、その音と彼を結びつけようとはしない。

　もう一人は、相手の意思を支配する魔法の使い手。持続時間は最長一分、対象人数は最大七人、効果範囲は最大十二メートル、自傷を命じることはできず自分を上回る魔法干かん渉しよう力りよくの持ち主には効きかないという制約はあるものの、一いつ旦たんその術中に落ちたならば相手は彼の命令に決して逆らうことができない。命令コマンドは想子サイオン波で概がい念ねんとして送られる為ため、分厚い壁越しでも掛けることができ、言語の壁かべも問題にならない。持続時間十数秒から一分。確実に一つの命令を執しつ行こうさせることができるこの魔法は日本以外にも二つの事例が報告されており「ワン・コマンド」と名付けられている。

　この二人の魔法の組み合わせにより、彼らは要よう塞さい化かされた研究所内へ易やす々やすと侵しん入にゆうを果たした。わざと監かん視しカメラに映り、すぐに逃走する映像を見せつける。そうすることで三人の侵入者の内、元げん造ぞうを除く二人が研究所の外にいると思い込ませる。そして扉越しに警備員へ「ワン・コマンド」を叩たたき込こみドアを開けさせる。無論、扉とびらが開けばその警備員は用済みだ。暗示と処理を繰り返し、彼ら二人は制限時間九分以内に目的の場所、警備管制室にたどり着いた。

　二人はすぐ作業に掛かった。彼らは強力な精神干渉系魔法の才を持つ代わり、物理現象に干渉する四系統魔法については並みの魔法力しか持っていない。九分間の魔法が切れて研究所を守る魔法師が押し寄せて来れば、衆しゆう寡か敵てきせずの言葉のままにやられてしまうことが確実だ。彼らは脳に直接書き込まれた──正確には脳に電気信号を与えて精神に直接データを送信させ、電気的刺激によっていつでもそのデータを参照できるように条件付けた──マニュアルに従って、研究所の警備システムを全すべてオフにした。

　それはまさしく間かん一いつ髪ぱつのタイミングだった。二人が作業を終えた約十秒後、頭にお揃そろいの鈍にぶく光る金属のバンドを巻いた大だい漢かんの魔ま法ほう師しが十人以上の集団で襲い掛かって来たのだ。わずか数分間の激しい銃じゆう撃げきと魔法の応おう酬しゆうがあり──管制室は激しい熱と爆ばく風ふうで使用不能になった。




　元げん造ぞうが仲間の自じ爆ばくに気づいたのは警備システムのダウンによって開けっ放しになった隔かく壁へきを二つ越えた所だった。証しよう拠こを残さぬよう、また遺伝子サンプルを渡さぬよう、予あらかじめ肉体に刻んでおいた条件発動型魔法による自己人体発火。その術式が発動したのを元造の魔法感覚が捉とらえたのだ。

（──すまん）

　元造は心の中で短く、一言だけ二人に詫わびた。この戦いは彼自身が宣言したように、元造の私し怨えんから始まっている。だが一族の者は自らの意思で元造について来てくれた。だから犠ぎ牲せい者しやに対して詫びるのは、彼らの決意を愚ぐ弄ろうすることになるかもしれない。──そうと分かっていても、元造は死んで行った仲間たちへ詫びずにはいられなかった。

　これでこの戦いにおける四よつ葉ば一族の死者は二十九人。四葉の抱かかえていた実戦魔法師の約半数に当たる。対して、敵の死者は魔法師を含めておよそ三千五百人。割が合わない、と元造は思っている。たった百二十倍の敵を屠ほふった程度で釣つり合あいが取れるほど、四葉の魔法師は安くない。この帳ちよう尻じりは自分が合わせなければならない、と元造は決意した。

　思考とは別に、彼の身体からだは止まらない。崑こん崙ろん方ほう院いんの総院長。それが今日のターゲットだ。元造は警備システムが沈ちん黙もくした廊ろう下かを中心部へ向けてひた走る。彼の前に立ちふさがるものは、魔法師もそうでない者も彼の掲かかげる一刀の下に命を落とす。意識することが無いはずの魔法演算領域が、オーバーヒートでそろそろ限界に近づいているのを元造は感じた。このまま行けば、彼の精神は焼き切れてしまうだろう。それでも、ここで止まるわけには行かなかった。

　最後の扉とびらを前に、元造は足を止めるのではなく一気に加速した。

　部屋の中で魔法の気配が膨ふくれ上あがる。

　おそらくは、彼自身に匹ひつ敵てきする魔法力の持ち主が四人。総院長と、その一味の権力者たち。元造が求める真の敵を前に、その護衛役の魔法が元造へ放たれようとしている。

　だが、彼らの魔法は完成しなかった。

　元造の魔法の方が早かった。

　四人の魔法師と元造の技量はほぼ互ご角かく。それにも関わらず元造が一歩も二歩も先んじたのは、彼の魔法が既すでに発動中だったからだ。

　元造がナイフを水平に掲げる。次に予想される動作は横よこ薙なぎの一いつ閃せん。その刃が振るわれる前に、四人の敵魔ま法ほう師しは首から血を噴ふき出だして倒れた。

　元げん造ぞうの魔法「死神の刃グリム・リーパー」。特定のイメージを相手の精神に叩たたき込こむ精神干かん渉しよう系けい魔法だ。そのイメージは「死」。予あらかじめ死のイメージを与えた相手に、そのイメージのシンボルを示すことで強力な暗示を与える魔法。最初のイメージは一方的に見せるだけで構わない。直接であろうと間接であろうと関係なく、距離も時間も障しよう碍がいにならない。ただ相手がそのイメージを覚えてさえいれば、それを何万倍にも増幅して肉体にまで作用する暗示に換える。

　暗示が自分の記き憶おくからもたらされるものである以上、如い何かなる防御も意味は無い。元造に相あい対たいした者は、二度目に、自分自身に殺される。ただしこの魔法「死神の刃グリム・リーパー」が発動する為ためには相手と直接会うことが必要だ。元造が敵を認識し、敵が元造を認識することでこの魔法は成立する。自ら死地に飛び込んで始めて効果を発揮する魔法なのである。

　四人の魔法師が絶命したことを確かめる間も惜おしんで、元造は再びナイフを水平に薙ないだ。崑こん崙ろん方ほう院いんの総院長が、大だい漢かん政府の軍務長官が、その他この場で震えていた大漢の権力者たちが、一いつ斉せいに首から血を噴き上げて崩くずれ落おちた。

（呆あつ気け無ないものだな）

　目の前に広がる死者の群れを見下ろして、元造は胸の中で独ひとり言ごちた。この半年間、じわじわと末まつ端たんから追い詰め、十分な恐きよう怖ふを与えてきたという自信はある。だがこうして最終標的を仕留めてみると、もう少し苦しめてから殺しても良かったのではないか、という気がしてくる。

　不意に。

　立ちくらみを覚えて、元造は膝ひざをついた。

　頭が割れるように痛む。

（違う……）

　激痛の中で元造は、この痛みは肉体からもたらされているものではなく精神から逆流したものだと察した。度重なる「死神の刃グリム・リーパー」の行使で精神が限界を超えたのだ。

　元造は自分の死期を覚った。

（私はもう、日本に戻れない）

　根こん拠きよは無い。魔法演算領域の限界を客観的に測定した者はまだいない。だが元造には確信があった。死のイメージを操る彼は、これまでの人生で最も死を近くに感じていた。

　元造は震える膝に力を入れて立ち上がった。この研究所にはまだ百人以上の中ちゆう堅けん研究員と魔法師が残っている。

（三さん途ずの川かわを渡る駄だ賃ちんにもらっておこうか）

　元造はニヤリと歯をむき出しにして笑った。

（深み夜や、真ま夜や、すまんな）

　もう会えなくなってしまった愛まな娘むすめに心で詫わびて、元造は次の獲え物ものを求め駆かけ出だした。




　こうして、四よつ葉ばの復ふく讐しゆうは終わった。後には悲劇だけが残った。

　四葉真ま夜やはこの時の傷が原因で生せい殖しよく能力を失った。移植用の四し肢しを作り出す迄までに発達した再生医い療りようも彼女の女性機能を回復させるには至らなかった。

　子供を作れなくなったことを理由に、四よつ葉ば家は七さえ草ぐさ家に対し真夜と弘こう一いちの婚こん約やく解消を申し出た。七草弘一は右の眼球と同時に恋人を永久に失った。弘一の方はクローニング技術により移植可能な眼球を作り出せる可能性もあった。だが弘一は、自分だけが何事も無かったように無傷で生きることはできないとこれを拒きよ否ひした。

　深み夜やはこの事件の後、自分を罰ばつするように精神干かん渉しよう魔ま法ほうの過か剰じような行使を繰り返し、二十歳になる前に身体からだを壊こわした。彼女の入退院を繰り返す療りよう養よう生活は十年に及んだ。

　四葉は真夜を襲おそった悲劇を繰り返さぬ為ため、特に優れた魔法資質を持つ一族の者に専属の護衛役を置くことにした。金銭で雇やとわれ一時的な護衛の任に就くのではなく、生しよう涯がいを護衛として尽くし命いのち懸がけでその役目を果たす存在──守護者ガーデイアンの誕生である。

　四葉と大だい漢かんとの暗あん闘とうにおける四葉側の死者は三十人。四葉はこの戦いで当主と戦力の半分を失う。

　一方、大漢の死者はおよそ四千人。わずか三十人の犠ぎ牲せいで四葉一族は四千人の閣かく僚りようと高級官かん僚りようと士官と魔ま法ほう師しと研究者を暗殺し、中華大陸における現代魔法の研究成果を全すべて破は壊かいし尽くした。

　このダメージにより大漢は一年後に内部崩ほう壊かいし、大だい亜あ連れん合ごうが中華大陸を統一する。

　東アジアにおける南北対立の終息は、北半球における世界群発戦争の終息につながった。

　大戦終結。

　そして四葉は大漢崩壊の真実を知る者たちの間で「触れてはならない者たちアンタツチヤブル」と恐きよう怖ふされている。







　あとがき




　今回も『魔法科高校の劣等生』をお読みいただき誠まことにありがとうございます。初めて手に取っていただいた皆様には、今後もよろしくお付き合いくださいませ。




　今回の第八巻はエピソードゼロ的な位置づけの過去編と、更さらに時代を遡さかのぼった短編の構成です。短編『アンタッチャブル』は、元はと言えば追つい憶おく編へんの前文として書いたもので、その為ために短編としても短くなっています。それを巻末に回したのは編集のＭ木さんのアドバイスによるものですが、確かにこの順番の方が深み夜やと四よつ葉ばの異常性が際だって良かったと思っています。

　短いと言えば、この本の原稿を提出した際、私は「短いでしょうか？」とＭ木さんに訊たずねて「文庫とは本来このくらいの長さです」と呆あきれられてしまいました。キャリアが短い故ゆえの無知ですね。反省しなければなりません。……反省したからといって次回に活かせるとは限らないのですけど。

　私は別に「長い方が読よみ応ごたえがあってお得だ」とか考えているわけではありませんが、出来上がったものが結果的に長くなってしまうことがあります。電でん撃げき文ぶん庫こマガジンの連れん載さいみたいに最初から文量を意識して作っていればそこに収めることもできるのですが、文量制限を強く意識していないとついつい詰つめ込こんでしまう傾けい向こうがあるようです。

　その良い例が（と言うべきか、悪い例がと言うべきか）、今月発売のオーディオドラマです。ドラマＣＤの原稿を、とリクエストを頂ちよう戴だいして「追憶編の過去部分をシナリオにしたいんですけど」という提案をご了承いただいた私は、追憶編過去部分全部をドラマ化することにＯＫをもらえた、と勘かん違ちがいしてしまいました。一枚のＣＤに収まるボリュームじゃないなと思いながら、そこは三枚組とか四枚組とかで解決してもらえるだろうと、そんなコスト無視の脳天気なことを考えてしまったのです。

　運良く通常のＤＶＤ仕様で対応可能でしたが、メディアの仕様が固まるまでハラハラしました。製作に当たられた方々はハラハラどころではなかったと思います。──この場をお借りして、改めてお詫わび申し上げます。

　ただ、関係各位にご尽じん力りよくいただいた甲か斐いあって、ファンの皆様にはたっぷりお楽しみいただけるオーディオドラマになっていると思います。

　何だかオーディオドラマＤＶＤの宣伝みたいになってしまいましたが、もちろんこの本もきっとご満足いただけると思います。──この本を手に取ったくださった皆様が「面白い」と感じてくださることを心より願っております。




　それでは皆様、次回第九巻『来訪者編』〈上〉も是ぜ非ひ、よろしくお願い致します。


（佐さ島とう　勤つとむ）
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佐さ島とう 勤つとむ

西暦１９ＸＸ年、日本の片田舎に生まれる。和洋のスペースオペラを糧に少年時代を過ごす。青年時代、ファンタジーと伝奇小説に転向。卒業後、企業戦士（ただし雑兵）として現実世界に魂を売り渡すも、西暦２０１１年、遅れてきたジュブナイル作家として空想世界に帰還を果たす。（本プロフィールには虚偽と誇張表現が含まれています）
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イラスト／石いし田だ可か奈な

西暦１９ＸＸ年生まれ。挿絵は初仕事。本業はアニメーター。『アクエリオンＥＶＯＬ』のキャラクターデザインを担当。


SpecialThanks：ジミーストーンさん。松原麻弓さん。山本三郎さん。しろののさん。
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